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表
紙

日
本
一
の
長
さ
を
誇
る
10
線
防
風
林

12２０２１-

（
北
海
道
芽
室
町
）

北
海
道
十
勝
管
内
の
中
心
に
位
置
す
る
芽
室
町
は
、

小
麦
、
じ
ゃ
が
い
も
、
小
豆
、
ビ
ー
ト
（
て
ん
菜
）
の

畑
作
主
要
４
品
目
を
中
心
に
農
業
王
国
を
築
き
上
げ
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
生
産
量
は
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。

市
街
地
を
南
に
４
㌔
ほ
ど
走
る
と
、
道
路
沿
い
（
通

称
10
線
道
路
）
西
側
に
防
風
林
が
果
て
し
な
く
続
く
場

所
が
あ
り
ま
す
。
幅
65
ｍ
、
全
長
９
㌔
の
防
風
林
は

「
10
線
防
風
林
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
一
の
長
さ
を
誇
り
、

十
勝
ら
し
い
景
観
を
創
り
上
げ
、
日
高
山
脈
か
ら
吹
き

降
ろ
す
西
風
か
ら
農
業
王
国
を
守
り
抜
い
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
、
鳥
類
、
エ
ゾ
リ
ス

な
ど
、
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
も
評
価
さ
れ
、
平
成

18
年
３
月
に
「
芽
室
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
冬
の
10
線
防
風
林
に
は
、
木
々
と
畑
を
覆
う

雪
、
遠
く
に
見
え
る
日
高
山
脈
が
、
不
思
議
な
魅
力
を

創
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
魅
力
に
引
き
こ
ま
れ
た

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
「
い
ろ
ひ
ろ
い
さ
ん
」
が
こ
の
日
、

芽
室
町
を
訪
れ
、
そ
の
情
景

を
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
描
き
、

カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
き
ま
し

た
。そ

の
様
子
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
芽
室
町
役
場
魅
力
創
造
課

（
０
１
５
５
‐
６
２
‐
９
７
３
６
）

（
写
真
提
供
＝
芽
室
町
役
場
魅
力
創
造
課
）

●神奈川県横浜市	 独自認証制度「Y-SDGs」で企業を後押し	 吉田　光、小野寺智香
●富山県氷見市	 「環境にやさしいまち氷見」を目指して	 篠田伸二
●福井県大野市	 健全な水循環による、住み続けたいまちの実現	 松本高志
●愛知県豊橋市	 私たちがつくる　未来をつくる	 鈴木宏尚
●京都府亀岡市	 世界に誇れる環境先進都市への歩み	 辻慎太郎
●兵庫県神戸市	 「こうべハーベスト」で資源循環	 武村晃太郎
●鳥取県日南町	 古くからの森のめぐみを生かす	 荒金太郎
●徳島県上勝町	 小さな町の大きな挑戦	 栗林七波
●福岡県北九州市	 日本一住みよいまちを目指して	 栗原健太郎

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

秋の10線防風林

グラビア

28都道府県漫遊� 【埼玉県】
手前みそですが…�【大分県豊後大野市】

1		 巻頭エッセー／お互いに幸福を守り育てる希望郷いわてを目指して� 達増拓也（岩手県知事）

特  集 SDGsと地域活性化（2）〜環境〜
地域活性化を進めるに当たっては、SDGsの理念に沿った取り組みが政策全体を最適化し課題解決を加速するとも言
われる。「持続可能な消費と生産」に焦点を当てた７月号に続き、今号は「環境」に関する自治体の取り組みを紹介。

2	 基調論文 	 自由と環境のつながりから SDGs を考える	 高井　亨（公立鳥取環境大学
准教授　　　　 ）

6	 北海道上士幌町	 未来へつなぐ持続可能なまちづくり	 井溪雅晴

8	 岡山県、広島県、香川県、愛媛県
	 	 海ごみゼロに向けて	 松浦正樹

10	 沖縄県恩納村	 「サンゴの村宣言」SDGs プロジェクト	 冨着　開

12	 副基調論文 	 環境で地域を元気にする地域循環共生圏・ローカルSDGs	 佐々木真二郎（環境省大臣官房環境計画課
企画調査室長　　　　　 ）

レギュラーリポート

“がんばる地域” 応援事業　北海道芽室町
ＮＰＯ設立し商店継続、異世代交流
	 蘆田千秋

地域づくりは人づくり
人々がチャレンジできる環境をつくり地域をアップデートする
	 圓山晃歩

地域トピックス　北海道石狩市
「農作業×休暇」による農的関係人口の創造
	 河田寛史

2020年度 国内調査報告
埼玉県、神奈川県葉山町、宮崎県都城市
人を集めるソーシャルメディア利活用術

16

18

20

22

《連載》連携団体の取り組み③
エヌピーオー・フュージョン長池／芸術と遊び創造協会
協働による都市公園管理を軸に地域活性化
	 田所　喬
日本初！�徳島で県立「木育ミュージアム」誕生！
	 馬場　清

書籍紹介　「過疎再生�奇跡を起こすまちづくり」
首長の思い
子育て支援やスマートな市政運営を推進
	 河井規子（京都府木津川市長）

24

26

27

豊後大野市

大
分
県

274

豊後大野市は、大分県の南西部に位置し、県土の9.5％を占め
る約600平方㌔の広大な土地を擁しており、市内の南西部に

は祖
そ

母
ぼ

・ 傾
かたむき

山系の急峻な山々が連なり、中域には母なる川「大
野川」が流れています。温暖な気候と肥沃な大地、そして清らか
で豊富な水の恩恵を受けながら作られる野菜は「大分の野菜畑」
と呼ばれるほど多彩でおいしく、四季を通じてさまざまな旬の野
菜を楽しむことができます。
さらに、豊かな自然に恵まれた大地や文化継承などが高く評価
され、九州で唯一「日本ジオパーク」と「ユネスコエコパーク」の
両方に認定されています。
また、「おんせん県おおいた」にあって温泉のない本市では、こ
の素晴らしい自然や大地を文字通り体感できるアウトドア・サウナ
を観光資源として活用するため、令和3年7月に「サウナのまち」
を宣言しました。今後は地域と連携して自然と共生した持続可能な
豊後大野市づくりに取り組んでいきます。

█普光寺磨崖仏
国内最大級の大きさを誇る磨崖仏と並ん
で瞑想体験もできる

█原
はら
尻
じり
の滝

日本の滝百選。幅120㍍、高さ20㍍で平
野の中に突如現れる珍しい滝。間近で滝
の迫力を感じることができる

█豊のしゃも
脂肪が少なく、しゃも独特のコクとうま
みのある最高級の地鶏肉

█チューリップフェスタ
原尻の滝周辺に 100 種類約 40 万球の
チューリップが咲き誇り、多くの観光客
を出迎える

█稲
いな
積
づみ
水中鍾乳洞

３億年の歳月をかけて形成された日本最
長の水中鍾乳洞。サウナ体験や洞内ダイ
ビング体験も！

█御
おん
嶽
だけ
神楽

国指定重要無形民俗文化財。市内には神
楽や獅子舞、白熊など数多くの郷土芸能
が受け継がれている

█サウナのまち豊後大野
川サウナや鍾乳洞サウナなど
大自然を満喫できるアウトド
ア・サウナで「ととのう」体
験を！
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東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
、
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
震
災
か

ら
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
に
全
国
、
そ
し
て
世
界
各
地
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
御
支
援
や
励
ま
し
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

岩
手
県
で
は
、「
東
日
本
大
震
災
津
波
の
経
験
に
基
づ
き
、
引

き
続
き
復
興
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
お
互
い
に
幸
福
を
守
り
育
て

る
希
望
郷
い
わ
て
」
を
基
本
目
標
に
掲
げ
、
令
和
元
年
度
か
ら
令

和
10
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
「
い
わ
て
県
民
計
画
（
２
０

１
９
〜
２
０
２
８
）」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
「
幸

福
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
岩
手
が
持
つ
多
様
な
豊
か
さ
や
つ

な
が
り
に
着
目
し
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
お
互
い
に
支
え
合
い
な

が
ら
、
幸
福
を
追
求
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
２
年
３
月
に
は
、「
第
２
期
岩
手
県
ふ
る
さ
と
振

興
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
こ
れ
ら
の
計
画
・
戦
略
に
基
づ
き
、

移
住
定
住
の
促
進
、
交
流
人
口
・
関
係
人
口
の
拡
大
、
持
続
可
能

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
な
ど
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
国
内

外
の
社
会
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
が
、
岩
手
県
に
お
い

て
は
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
新
規
感
染
者
数
の
ほ
か
、
検
査
に

お
け
る
陽
性
者
の
割
合
、
確
保
病
床
使
用
率
は
全
国
的
に
低
位
で

推
移
し
て
い
ま
す
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、
ま
じ
め
な
県
民
性
を

背
景
に
、
県
の
面
積
が
広
く
密
に
な
り
に
く
い
生
活
環
境
、
東
日

本
大
震
災
津
波
の
経
験
に
基
づ
く
危
機
管
理
や
公
衆
衛
生
へ
の
高

い
意
識
、
全
国
最
多
の
20
の
県
立
病
院
と
、
国
公
立
、
民
間
病
院

等
の
連
携
に
よ
る
医
療
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
の
構
築
な
ど
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
て
東
京
一
極
集
中
の
傾
向
が
変
化
し
、

地
元
志
向
、
地
方
志
向
が
高
ま
る
中
、
徹
底
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
並
行
し
て
、
新
た
に
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
た
住
宅
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。単
身
世
帯
向
け
に
は
、

W
i-Fi

通
信
環
境
を
整
備
し
た
公
営
住
宅
の
安
価
な
家
賃
設
定
、

県
外
か
ら
Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
す
る
若
者
に
対
す
る
引
越
経
費
の
支
援
、

新
婚
世
帯
向
け
に
は
引
っ
越
し
や
新
居
の
住
居
費
用
の
支
援
、
子

育
て
世
帯
向
け
に
は
県
産
木
材
を
使
用
し
た
住
宅
購
入
や
リ
フ
ォ

ー
ム
へ
の
支
援
な
ど
、市
町
村
や
民
間
企
業
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
岩
手
県
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
終
了
後
の

定
住
率
が
、
全
国
で
も
上
位
の
約
７
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
地
域
住
民
に
よ
る
温
か
な
受
け
入
れ
態
勢
の
下
、
県
に
よ
る

「
起
業
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催
や
、隊
員
同
士
の
「
活
動
事
例
発
表
会
」

の
取
り
組
み
の
ほ
か
、
市
町
村
等
に
よ
る
隊
員
へ
の
き
め
細
か
い

サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
新
た

に
、
現
役
の
協
力
隊
員
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
進
め
て
お
り
、
更
な
る
活
動
の
充
実
と
定
住
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

自
治
体
と
し
て
は
他
に
例
の
な
い
取
り
組
み
と
し
て
、
多
様
な

職
場
で
働
く
若
者
や
Ｕ
・
Ⅰ
タ
ー
ン
し
た
若
者
の
暮
ら
し
ぶ
り
の

紹
介
な
ど
を
一
冊
に
ま
と
め
た
、
就
職
促
進
情
報
誌
「
い
わ
て
・

ダ
ヴ
ィ
ン
チ
」
を
発
行
し
、
岩
手
で
働
き
・
暮
ら
す
魅
力
を
発
信

し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
県
内
の
企
業
や
団
体
と
、
県
外
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ

ン
と
の
「
複
業
」
を
遠
距
離
恋
愛
に
見
立
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ

る
こ
と
で
、
岩
手
県
の
地
域
課
題
の
解
決
に
参
画
す
る
「
関
係
人

口
」
を
増
や
す
、「
遠
恋
複
業
課
」
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

働
き
方
改
革
や
コ
ロ
ナ
禍
で
注
目
が
高
ま
っ
て
い
る
Ｄ
Ｘ
に
関

し
、
本
年
７
月
に
私
が
会
長
と
な
り
、
県
内
産
学
官
の
構
成
員
か

ら
な
る
「
い
わ
て
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ

Ｘ
）
推
進
連
携
会
議
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
地
域
経
済
の
活
性
化

や
快
適
な
暮
ら
し
の
実
現
を
目
指
し
、
オ
ー
ル
岩
手
で
社
会
全
体

の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

岩
手
県
で
は
、
引
き
続
き
災
害
か
ら
の
復
興
に
全
力
で
取
り
組

み
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
振
興
、「
お
互
い
に
幸
福
を
守
り
育
て
る

希
望
郷
い
わ
て
」
の
実
現
に
向
け
、
県
民
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
一
層
の
御
支
援
・
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

達増　拓也岩手県知事

お互いに幸福を守り育てる
希望郷いわてを目指して
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特 集
基調論文Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
総
会
で
採
択

さ
れ
た
「
我
々
の
世
界
を
変
革
す
る
︱
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」（
以
下
「
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
」）
に
記
載
さ
れ
た
２
０
１
６
年
か
ら
２
０

３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
₁₇
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
国
際
目
標
で
あ
り
、「
共
通
言
語
」

と
も
言
わ
れ
る
。

内
容
を
端
的
に
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
普
遍
（
す

べ
て
の
国
が
取
り
組
む
）」「
包
摂
（
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
）」「
五
つ
の
Ｐ
（
₁₇
の
ゴ
ー
ル
を
人
間
、
地
球
、
繁
栄
、

平
和
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
五
つ
に
ま
と
め
た
も
の
）」

「
統
合
性
（
経
済
・
社
会
・
環
境
間
の
不
可
分
な
相
互
連

関
性
）」「
参
画
型
（
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
役

割
を
担
う
）」「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
あ
る
べ
き
将

来
像
か
ら
現
在
な
す
べ
き
こ
と
を
導
く
）」そ
し
て「
変
革
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
い
っ
た
い
何
を
「
普
遍
」
な

も
の
と
し
た
い
の
か
。
現
状
を
ど
ん
な
世
界
へ
と「
変
革
」

し
た
い
の
か
。
そ
れ
を
端
的
に
把
握
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
的
・
羅
列
的
な
理
解
か
ら
、
統

合
的
な
理
解
へ
と
導
い
て
く
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
核

そ
の
た
め
に
は
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
全
体
に
目
を
通

せ
ば
よ
い
が
、
こ
こ
で
は
近
道
と
し
て
そ
の
前
文
の
第
３

パ
ラ
グ
ラ
フ
ま
で
（
注
１
）
を
読
む
こ
と
を
勧
め
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

当
該
箇
所
を
一
読
し
て
わ
か
る
こ
と
は
上
述
の
キ
ー
ワ

ー
ド
の
う
ち
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
以
外
の
す
べ

て
が
登
場
し
、ひ
と
つ
な
が
り
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

そ
し
て
傍
線
（
注
１
参
照
）
に
着
目
し
て
読
む
と
、
こ
れ

ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
底
流
し
、
文
書
全
体
に
有
機
的
連
関

を
与
え
る
も
の
が
「
人
間
の
尊
厳
」
や
「
人
権
」
の
概
念

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
環
境
へ

の
ス
タ
ン
ス
は
、（
人
権
の
中
で
最
も
基
本
的
権
利
で
あ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

自
由
と
環
境
の
つ
な
が
り
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る

︱
我
々
が
変
革
す
べ
き
は
何
か
︱

高
井
　
亨
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学
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る
）
生
存
権
を
保
障
す
る
た
め
に
「
地
球
を
癒
や
し
安
全

に
す
る
」
と
い
う
、
人
間
中
心
的
な
色
合
い
を
帯
び
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
前
文
」
後
半
の
「
地

球
」
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
人
類
が
地
球
を
破
壊
か

ら
守
る
意
義
を
「
地
球
が
現
在
及
び
将
来
の
世
代
の
需
要

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
や
は
り
明
ら
か
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
人
間
に
よ
る
利

用
が
前
提
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
地
球
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
以
上
は
、
自
明
の
よ
う
だ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
お
け
る
環
境
の
位
置
づ
け
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
自
由

さ
て
、
人
権
、
な
か
ん
ず
く
人
権
概
念
の
中
心
的
位
置

づ
け
に
あ
る
「
尊
厳
」
が
、
実
の
と
こ
ろ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
核

心
的
概
念
で
あ
る
と
述
べ
た
（
な
お
「
尊
厳
」
と
い
う
文

言
は
上
記
引
用
箇
所
に
は
な
い
が
、
す
ぐ
後
の
「
人
間
」

の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
登
場
す
る
）。
と
こ
ろ
で
人
権
は
自
由

主
義
（
注
２
）
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
は
自
由
な
い
し
自
由
主
義
を
普
遍
的
な
も
の
と

し
、
そ
れ
ら
が
あ
ま
ね
く
行
き
渡
っ
た
世
界
へ
と
変
革
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
実
際
にliberal/liberty

とfree/freedom

と
の
間
に
は
意
味
合
い
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、

自
由
（free/freedom

）
と
い
う
文
言
が
２
０
３
０
ア

ジ
ェ
ン
ダ
に
は
し
ば
し
ば
現
れ
る
。
前
文
の
第
１
パ
ラ
グ

ラ
フ
に
お
い
て
も
「
よ
り
大
き
な
自
由
」
と
い
う
表
現
が

見
出
さ
れ
る
。

自
由
と
環
境
の
不
都
合
な
関
係

以
上
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
自
由
な
い
し
自
由
主
義
と
い
う

観
点
か
ら
把
握
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
以
下
で
は
こ
の

視
角
を
援
用
し
各
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
状
況
を
読
み
と
く
。

ベ
ル
テ
ル
ス
マ
ン
財
団
お
よ
び
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
報
告
書

「
持
続
可
能
な
開
発
レ
ポ
ー
ト
２
０
２
１
」
に
よ
れ
ば
、

日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
全
体
の
到
達
度
は
１
０
０
点
満
点
中
₇8

点
で
あ
り
、
十
分
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
１
６
５
カ
国
中

₁8
位
と
な
っ
て
い
る
。
上
位
３
カ
国
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

（
85
・
９
点
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
85
・
６
点
）、
デ
ン
マ

ー
ク
（
84
・
９
点
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
数
値
は

9₁
の
指
標
を
合
成
し
算
出
さ
れ
て
い
る
が
、
国
連
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
到
達
度
を
測
定
す
る
た
め
に
設
定
し
た
２
３
２
の

指
標
を
必
ず
し
も
用
い
て
い
な
い
。
多
く
の
国
に
お
い
て

統
計
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

次
い
で
、
環
境
面
の
ゴ
ー
ル
₁₃
～
₁5
の
到
達
度
を
、
各

ゴ
ー
ル
の
到
達
度
の
算
術
平
均
に
よ
っ
て
確
認
す
る
。
日

本
は
₆0
・
７
点
で
１
４
０
位
と
な
っ
て
い
る
。
上
位
３
カ

国
は
、
総
合
結
果
が
最
下
位
の
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国

（
94
・
８
点
）、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
（
9₁
・
０
点
）、
ブ
ル

ン
ジ
（
88
・
５
点
）
で
あ
る
。
総
合
結
果
の
上
位
３
カ
国

は
い
ず
れ
も
₇0
点
台
で
あ
る
。

こ
の
結
果
を
読
み
と
く
た
め
に
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と

い
う
眼
鏡
を
通
そ
う
。
各
国
の
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
世

界
銀
行
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
取
得
）
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到
達

度
お
よ
び
環
境
面
の
到
達
度
と
の
関
係
に
は
、
前
者
に
正

の
相
関
（
図
１
）、
後
者
に
負
の
相
関
（
図
２
）
が
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
実
は
因
果
関
係
で
あ
る
。
経
済
が
発

展
す
る
こ
と
で
人
間
開
発
・
社
会
開
発
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、

そ
の
一
方
で
環
境
負
荷
は
増
大
し
て
き
た
の
だ
。
評
価
結

果
は
こ
の
こ
と
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
。

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
自
由
な
い
し
自
由
主
義
の

拡
大
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到
達
度
と
の
間
に
は
ど
ん
な
関
係
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
に
答
え
る
前
に
、
国
の
自
由
度

と
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
の
関
係
に
着
目
し
よ
う
。
国
の

自
由
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
が

公
表
す
るFreedom
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（
Ｆ
Ｉ
Ｗ
）

よ
り
得
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
を
確
認
す
る
と
、
国
の
自
由

注
１　

前
文
の
第
３
パ
ラ
グ
ラ
フ
ま
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（
傍

線
は
筆
者
）。

　
「
こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
人
間
、
地
球
及
び
繁
栄
の
た
め
の
行
動

計
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
よ
り
大
き
な
自
由
に
お
け
る
普
遍

的
な
平
和
の
強
化
を
追
求
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
我
々
は
、
極
端

な
貧
困
を
含
む
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
と
側
面
の
貧
困
を
撲
滅
す
る
こ

と
が
最
大
の
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
不
可
欠
な
必
要
条
件
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

　

す
べ
て
の
国
及
び
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
協
同
的

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
こ
の
計
画
を
実
行
す
る
。
我
々
は
、

人
類
を
貧
困
の
恐
怖
及
び
欠
乏
の
専
制
か
ら
解
き
放
ち
、
地
球
を

癒
や
し
安
全
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
る
。
我
々
は
、
世
界
を

持
続
的
か
つ
強
靱
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
）
な
道
筋
に
移
行
さ
せ
る
た

め
に
緊
急
に
必
要
な
、
大
胆
か
つ
変
革
的
な
手
段
を
と
る
こ
と
に

決
意
し
て
い
る
。
我
々
は
こ
の
共
同
の
旅
路
に
乗
り
出
す
に
あ
た

り
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
誓
う
。

　

今
日
我
々
が
発
表
す
る
17
の
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
こ
の
新
し
く
普
遍

的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
規
模
と
野
心
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
目

標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を

基
に
し
て
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
も
の

を
全
う
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て

の
人
々
の
人
権
を
実
現
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
す
べ
て
の
女
性

と
女
児
の
能
力
強
化
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
れ
ら
の
目

標
及
び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
統
合
さ
れ
不
可
分
の
も
の
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
開
発
の
３
側
面
、
す
な
わ
ち
経
済
、
社
会
及
び
環
境
の

３
側
面
を
調
和
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。」

注
２　

こ
こ
で
い
う
自
由
主
義
は
、
自
由
主
義
の
多
様
な
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
（
古
典
的
自
由
主
義
や
現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
か
ら
、
は

た
ま
た
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
ま
で
）
を
区
別
す
る
も
の
で
は
な
く

「
個
人
の
自
由
を
尊
重
す
る
立
場
」
全
般
を
指
す
。

特 集
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度
（
０
～
１
０
０
で
評
価
し
、
値
が
大
き
い
ほ
ど
自
由
）

と
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
間
に
、
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
な
関
連

性
は
見
ら
れ
な
い
（
図
３
）。
こ
れ
は
Ｆ
Ｉ
Ｗ
が
基
本
的

人
権
に
重
き
を
お
き
、
市
場
の
自
由
度
を
測
定
す
る
指
標

で
は
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
注
意
深
く
観
察
す
る

と
、
自
由
度
が
お
お
よ
そ
40
点
以
上
の
国
で
は
、
国
の
自

由
度
が
上
が
る
と
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大
き
く
な
り
、

そ
れ
以
下
の
国
で
は
、
国
の
自
由
度
が
下
が
る
と
１
人
あ

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大
き
く
な
る
と
い
う
、
Ｕ
字
型
の
関
係
が

弱
い
な
が
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

以
上
の
分
析
を
統
合
す
る
と
、
国
の
自
由
度
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
と
の
間
に
は
次
の
よ
う
な
関
係
が
成
り
立
つ
こ
と

が
わ
か
る
。
①
自
由
度
が
一
定
以
上
の
国
々
で
は
、
自
由

度
の
向
上
→
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
→
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到

達
度
の
上
昇
（
環
境
面
の
到
達
度
に
つ
い
て
は
低
下
）
②

自
由
度
が
一
定
以
下
の
国
々
で
は
、
自
由
度
の
低
下
→
１

人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
→
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到
達
度
の
上
昇

（
環
境
面
の
到
達
度
に
つ
い
て
は
低
下
）。
結
果
、
自
由
度

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到
達
度
の
関
係
は
図
４
（
Ｕ
字
型
）、
環
境

面
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到
達
度
と
の
関
係
は
図
５
（
逆
Ｕ
字
型
）

の
よ
う
に
な
る
。

上
記
の
よ
う
な
因
果
連
鎖
の
解
釈
に
は
細
心
の
注
意
を

要
す
る
が
、
現
状
で
は
、
日
本
を
含
む
高
い
自
由
度
を
誇

る
国
に
お
い
て
、
自
由
度
が
増
す
と
環
境
面
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
度
は
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

地
域
に
お
け
る
自
由
と
環
境
の 

よ
い
つ
な
が
り

で
は
、
こ
の
よ
う
な
望
ま
し
く
な
い
つ
な
が
り
を
断
ち

切
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
そ
の
可

能
性
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
事
例
を
、
日
本
国
内
の

地
域
か
ら
取
り
上
げ
る
。

事
例
１　

岡
山
県
西
粟
倉
村

岡
山
県
西
粟
倉
村
は
鳥
取
県
と
兵

庫
県
と
の
県
境
に
位
置
す
る
人
口
約

１
４
０
０
人
の
村
で
あ
る
。
村
の
総

面
積
の
95
％
を
森
林
が
占
め
、
そ
の

う
ち
85
％
は
人
工
林
で
あ
る
。
村
は

２
０
０
８
年
よ
り
「
百
年
の
森も

り林
構

想
」
を
掲
げ
、
村
内
の
森
林
を
集
約

管
理
し
、
伐
採
時
期
を
迎
え
た
50
年

生
の
人
工
林
を
さ
ら
に
50
年
間
整
備

し
続
け
る
こ
と
で
、１
０
０
年
生
の
森
林
に
囲
ま
れ
た「
上

質
な
田
舎
」を
作
る
こ
と
に
着
手
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、

上
流
の
森
林
管
理
に
関
わ
る
施
業
か
ら
下
流
の
製
品
化
ま

で
を
村
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
担
い
、
木
材
の
付
加
価

値
が
村
内
に
還
流
す
る
仕
組
と
な
っ
て
い
る
。林
地
残
材
、

Ｃ
材
（
枝
や
曲
が
り
材
な
ど
）、
端
材
を
村
の
公
共
施
設

や
温
泉
施
設
で
熱
利
用
し
て
お
り
、
域
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
循
環
も
図
ら
れ
て
い
る
。
村
で
は
さ
ら
な
る
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
を
目
指
し
て
お
り
実
質
的
な

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
低
減
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

村
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
は
、
エ
ー
ゼ
ロ
株
式

会
社
が
担
っ
て
い
る
。
同
社
の
企
業
育
成
方
針
は
ユ
ニ
ー 図５　国の自由度と環境面のSDGs 到達度の関係

図 4　国の自由度とSDGs 到達度の関係

図 3　国の自由度と 1人あたりGDPの関係

図２　1人あたりGDPと環境面のSDGs 到達度の関係

図 1　1人あたりGDPと SDGs 到達度の関係
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ク
で
、
社
長
の
牧
大
介
氏
に
よ
れ
ば
「
計
画
し
な
い
・
合

意
形
成
し
な
い
・
前
例
に
従
わ
な
い
」と
い
う
も
の
だ
。「
計

画
・
合
意
形
成
・
前
例
」
が
、
個
人
的
に
責
任
を
負
わ
な

い
た
め
の
手
段
に
し
か
な
っ
て
お
ら
ず
、
責
任
を
負
う
覚

悟
で
行
動
で
き
る
人
が
増
え
る
と
よ
い
、
と
の
考
え
に
よ

る
。
自
由
と
自
己
責
任
が
徹
底
し
て
貫
か
れ
、
一
見
シ
ビ

ア
に
映
る
も
の
の
、「
本
当
に
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
」（
こ

れ
ぞ
自
由
の
本
質
）
で
な
け
れ
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る

の
は
難
し
い
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
メ
ン
タ
ー
に
よ
る

支
援
体
制
も
充
実
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
45
社
が
起
業

し
、
総
売
上
は
年
間
₂₁
億
円
に
の
ぼ
る
。

以
上
を
簡
潔
に
ま
と
め
よ
う
。
西
粟
倉
村
は
、
企
業
育

成
の
場
面
に
お
い
て
自
由
の
精
神
を
重
視
し
、
多
く
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
輩
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
育
成
さ
れ

た
企
業
の
多
く
が
村
内
の
自
然
資
本
を
持
続
可
能
な
形
で

利
用
す
る
事
業
形
態
を
と
る
こ
と
で
、
自
由
と
環
境
の
よ

い
つ
な
が
り
を
生
ん
で
い
る
。

事
例
２　

大
牟
田
市
動
物
園

自
由
の
概
念
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
環
境
へ
よ
い
影

響
を
与
え
う
る
取
り
組
み
が
大
牟
田
市
動
物
園
（
以
下
、

園
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。
園
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ロ
ー
カ
ラ
イ

ズ
し
、「
動
物
福
祉
を
伝
え
る
動
物
園
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、「
動
物
福
祉
」
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
動
物
福
祉
と
は
「
動

物
の
身
体
的
、
心
理
的
両
面
に
お
け
る
よ
き
生
」
の
こ
と

で
あ
り
、
英
国
家
畜
動
物
福
祉
協
議
会
が
提
唱
し
た
「
５

つ
の
自
由
」
に
、
そ
の
思
想
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
は
①
飢
え
と
乾
き
か
ら
の
自
由
②
不
快
か
ら
の
自
由
③

痛
み
・
障
害
・
病
気
か
ら
の
自
由
④
正
常
な
行
動
を
表
出

す
る
自
由
⑤
恐
怖
と
苦
悩
か
ら
の
自
由
︱
︱
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
取
り
組
み
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
一
つ

は
、
飼
育
動
物
が
生
得
的
本
能
に
基
づ
き
正
常
な
行
動
を

発
現
で
き
る
よ
う
、
飼
育
環
境
に
工
夫
を
加
え
る
「
環
境

エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
」
で
あ
る
。
園
で
は
、
給
餌
方
法
や

展
示
場
内
の
設
備
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
動
物
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
飼
育
動
物
の
心

身
の
健
康
管
理
を
動
物
の
協
力
を
得
て
行
う
「
ハ
ズ
バ
ン

ダ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
で
あ
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
結

果
、
通
常
は
き
わ
め
て
困
難
と
さ
れ
る
無
麻
酔
採
血
も
行

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
来
園
者
に
動
物
の
自
然
な

行
動
を
目
に
す
る
機
会
を
提
供
し
、
動
物
た
ち
の
本
来
の

生
息
環
境
へ
と
来
園
者
が
思
い
を
は
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
そ
れ
は
結
果
的
に
、
野
生
動
物
の
生
息
地
（
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
途
上
国
）
の
保
護
へ
理
解
を
促
す
だ
ろ
う
。
園

の
取
り
組
み
は
、
自
由
の
一
部
を
動
物
園
の
動
物
へ
押
し

広
げ
る
こ
と
が
、
環
境
へ
の
よ
い
連
鎖
を
生
む
契
機
と
な

り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

環
境
の
た
め
の
自
由
へ

さ
て
、
以
上
は
あ
く
ま
で
限
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
自
由
と
環
境
と
の
よ
い
つ
な
が
り
を
普
遍
的
に
生

み
出
す
た
め
の
道
筋
を
、
残
さ
れ
た
紙
幅
で
考
え
た
い
。

い
ま
、
人
類
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
共
通
言
語
を
手
に
入

れ
て
お
り
、
₁₇
の
ゴ
ー
ル
に
照
ら
し
「
正
し
い
」
行
動
を

選
択
で
き
る
。
ゆ
え
に
人
類
の
持
続
可
能
性
へ
の
道
は
開

か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
し
、
自
由
と
環
境
の
望
ま

し
く
な
い
つ
な
が
り
も
改
善
さ
れ
そ
う
に
映
る
。し
か
し
、

こ
の
言
語
が
正
し
け
れ
ば
正
し
い
ほ
ど
、
人
間
は
往
々
に

し
て
こ
の
枠
内
で
の
み
思
考
を
完
結
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ

こ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
落
と
し
穴
が
あ
る
。
１
６
９
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
含
ま
れ
な
い
も
の
は
重
要
で
は
な
い
と
み
な
さ

れ
、
省
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
る
の
だ
。
取
り
残
さ
れ

る
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
と
し
て
も
、
だ
。

実
際
、
国
連
事
務
総
長
よ
り
任
命
さ
れ
た
独
立
し
た
科

学
者
の
グ
ル
ー
プ
は
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
９
」
の
中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
欠

け
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
市
民
か
ら
公
募
し
取
り
上

げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は「
長
期
間
に
わ
た
る
武
力
紛
争
」「
牧

畜
」「
精
神
的
価
値
」「
文
化
」「
薬
物
中
毒
」「
動
物
福
祉
」

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
と
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
で
あ

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
よ
り
大
き
な
自
由
を
求
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
欠
落
は
他
に
も
あ
る
だ
ろ
う
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
は

現
代
人
に
課
さ
れ
た
至
上
命
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ

を
万
能
な
共
通
言
語
と
決
め
込
む
姿
勢
は
危
険
で
あ
る
。

そ
こ
で
い
ま
一
度
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
思
想
の
中
核
で
あ
る

「
自
由
」
と
は
何
か
を
問
い
た
い
。
こ
の
問
い
こ
そ
、
自

由
と
環
境
の
つ
な
が
り
を
抜
本
的
に
変
革
す
る
た
め
の
起

点
と
な
る
か
ら
だ
。
筆
者
が
考
え
る
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
人
類
の
共
通
言
語
な
ら
ば
、「
自
由
」
は
「
感
覚
を
有

す
る
（
意
識
あ
る
）
存
在
に
と
っ
て
の
共
通
言
語
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
現
代
に
お
け
る
自
由
は
、
も
は
や
人
間
だ

け
の
占
有
物
で
は
な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
「
よ
り
大
き
な
自

由
」
を
追
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
科
学
が
動
物
と
人
間
と

の
連
続
性
を
示
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
こ
れ

を
人
間
に
限
る
理
由
は
な
い
。
人
類
は
「
自
由
」
の
概
念

こ
そ
を
「
変
革
」
す
べ
き
と
き
に
あ
る
。
我
々
は
、
新
た

な
自
由
の
下
に
「
共
通
言
語
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と

き
、
人
類
以
外
の
生
命
を
も
尊
重
し
、
お
の
ず
と
自
由
と

環
境
が
両
立
さ
れ
た
、
真
に
持
続
可
能
な
地
球
の
一
員
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
。

特 集
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特 集
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
で
内
閣
官
房
長
官
賞

上
士
幌
町
は
、
北
海
道
中
央
部
に
位
置
し
、
東
京
都
23

区
を
超
え
る
約
７
０
０
平
方
㌖
の
広
大
な
面
積
に
人
口
約

５
０
０
０
人
、
牛
約
４
万
頭
が
暮
ら
す
、
酪
農
・
畑
作
を

中
心
と
し
た
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
ま
ち
で
す
。
林
業

の
衰
退
や
旧
国
鉄
士
幌
線
の
廃
止
な
ど
で
、
１
９
５
５
年

の
１
万
３
６
０
８
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
の
減
少
・
流
出
が

続
き
、
２
０
１
５
年
に
は
４
８
８
６
人
に
ま
で
減
少
、
65

歳
以
上
の
高
齢
化
率
も
35
・
２
％
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
寄
付
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
原
資
と
し
て
、

給
食
費
を
含
む
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
料
10
年
間
完
全
無

料
化
や
賃
貸
住
宅
の
建
設
費
補
助
、
農
業
生
産
法
人
の
規

模
拡
大
、
無
料
職
業
紹
介
な
ど
、
暮
ら
し
・
住
ま
い
・
働

く
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
若
年

◆◆◆

層
の
移
住
者
は
増
え
、
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
る
と
と

も
に
、
町
民
の
所
得
水
準
が
上
昇
し
、
税
収
も
増
加
す
る

な
ど
、
ま
ち
に
活
気
が
戻
り
始
め
、
人
口
は
半
世
紀
ぶ
り

に
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
山
村
と
い
う
地
域
特

性
か
ら
食
料
自
給
率
の
向
上
、
家
畜
ふ
ん
尿
を
資
源
と
し

た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
取
り

組
み
を
進
め
、
食
料
自
給
率
は
約
３
５
０
０
％
、
町
内
主

要
施
設
に
お
け
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
は
１
０
０
％
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
12
月
に
政
府

の
「
第
４
回
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
に
お
い
て

内
閣
官
房
長
官
賞
を
受
賞
し
、
今
年
５
月
に
は
、
内
閣
府

の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
並
び
に
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

家
畜
ふ
ん
尿
で
発
電
、
肥
料
・
熱
源
に
も

酪
農
・
畜
産
業
の
拡
大
に
よ
り
、
飼
育
す
る
牛
の
数
が

◆◆◆

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
牛
が
１
日
に
出
す
ふ
ん
尿
は
、
約

70
㌔
。
大
規
模
農
家
で
は
１
日
数
百
㌧
に
も
及
び
、
ふ
ん

尿
の
適
正
な
処
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

町
内
の
農
業
関
係
者
で
、
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
の
課
題
整
理

と
調
査
研
究
を
行
い
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
設
置
を
進
め
、
現
在
は
町
内
６
カ
所
、
計
７

基
の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
畜
の
ふ
ん
尿
は
、
農
家
に
よ
っ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
に
持
ち
込
ま
れ
、集
め
ら
れ
た
ふ
ん
尿
は
約
40
日
間
、

40
度
で
発
酵
さ
せ
、発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
取
り
出
し
、

こ
れ
を
燃
料
に
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
し
て
発
電
し
ま

す
。
発
電
さ
れ
た
電
気
は
電
力
会
社
に
売
電
さ
れ
、
町
や

ガ
ス
会
社
、
金
融
機
関
等
で
出
資
す
る
地
域
商
社
「
株
式

会
社karch

」
が
運
営
す
る
小
売
電
気
事
業
者
「
か
み
し

ほ
ろ
電
力
」
が
買
い
戻
す
形
で
、
町
内
に
供
給
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
か
ら
、
町
内
の
公
共
施
設
や
農
協
施
設

に
お
い
て
電
力
の
供
給
が
開
始
さ
れ
、
現
在
で
は
町
内
の

農
家
や
事
業
者
、
一
般
家
庭
へ
と
電
気
の
供
給
先
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
発
酵
後
に
残
る
消
化
液
は
、
固
体
と
液
体
に
分

け
ら
れ
、
固
体
は
牛
の
寝
わ
ら
な
ど
に
、
液
体
は
肥
料
と

し
て
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
な
ど
に
再
利
用
し
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
余
剰
と
な
る
バ
イ
オ
ガ
ス
を
熱
源
に
利
用
し
、
イ
チ

ゴ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
ハ
ウ
ス
施
設
栽
培
に
役
立
て
る
な

ど
、
ふ
ん
尿
も
重
要
な
資
源
と
し
て
活
用
す
る
無
駄
の
な

い
仕
組
み
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
移
動
・
物
流
な
ど
利
便
性
向
上

ま
ち
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
業
務
の
効
率
化
、
大
都
市
圏
か
ら
の
距
離
の
ハ
ン
デ
ィ
を

◆◆◆

北
海
道
上
士
幌
町

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

井
溪
　
雅
晴

上
士
幌
町
企
画
財
政
課 

主
幹

―
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
構
築
と

�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
か
み
し
ほ
ろ
の
実
現
―

未
来
へ
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
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な
く
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代
高
度
技
術
は
、
本
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
の
技
術
革
新
を
促
す
と
と
も
に
、
移
動
や

物
流
な
ど
住
民
生
活
に
お
け
る
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
自
動
運
転
バ
ス
に
よ
る
貨
客
混
載
や

M
aaS

ア
プ
リ
の
活
用
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
買
い
物
支
援

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
実
証
実
験
の
ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
福
祉
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
（
予
約
）
お
よ
び
保
健
師

と
の
健
康
相
談
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
防
災
情
報
一
斉

送
信
、
さ
ら
に
は
24
時
間
３
６
５
日
お
問
い
合
わ
せ
に
対

応
す
る
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
進
め
る
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
二
拠

点
居
住
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
中
、
昨
年
７
月
に
は
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
「
か
み
し
ほ
ろ
シ
ェ
ア
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
」
を
開
設
。
今
年
７
月
に
は
市
街
地
に
「
カ
ミ
シ
ホ

ロ
ホ
テ
ル
」
が
開
業
し
、
来
年
３
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
無
印
良
品
と
の
協
業
に
よ
る
企
業
滞
在
型
交
流
施
設
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
で
は
同
じ

認
証
シ
ス
テ
ム
で
利
用
可
能
に
す
る
予
定
で
あ
る
ほ
か
、

移
動
手
段
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
電

気
自
動
車
を
組
み
合
わ
せ
、
移
動
・
宿
泊
・
仕
事
を
セ
ッ

ト
に
し
て
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
都
市
部

企
業
と
町
内
事
業
者
の
交
流
を
通
じ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
を
後
押
し
す
る
な
ど
、
経
済
・
社
会
・
環
境
面
に
お

い
て
相
乗
効
果
を
高
め
る
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
構
築
を
進

め
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
身
の
回
り
の
経
済
・
社
会
・
環
境
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
、
積
極
的
に

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
町
に

お
い
て
も
、
町
民
へ
の
理
解
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
を
通
じ
、
自
ら
が
率
先
し
て
行
動
に
移
せ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
が

提
唱
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
モ
デ

ル
」
で
は
、「
経
済
圏
」
の
発
展
は
、
生
活
や
教
育

な
ど
の
社
会
条
件
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、「
社
会
圏
」

は
最
下
層
の
「
生
物
圏
（
環
境
）」
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
経
済
活
動
と
人
間
社
会

は
、
環
境
の
持
続
可
能
性
な
く
し
て
、
成
立
し
な
い

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
目
標
は
広
範
な
分
野
に
わ
た
り
ま
す

が
、
環
境
に
関
わ
る
ゴ
ー
ル
は
全
て
の
基
盤
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
町
と
し
て
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
企
業
や
団
体
な

ど
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
皆
が
一
歩
ず
つ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

で
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆
ウェディングケーキモデル

（出典：ストックホルムレジリエンスセンター）
全国初の

買物代行個宅ドローン配送

上士幌町のバイオガス発電の仕組み
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瀬
戸
内
海
の
海
洋
ご
み
状
況

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
に
日
本
初
の
国
立
公
園
と

し
て
指
定
さ
れ
た
瀬
戸
内
海
は
、
半
世
紀
ほ
ど
前
の
高
度

経
済
成
長
期
に
は
開
発
優
先
の
時
代
の
あ
お
り
を
受
け
て

水
質
が
悪
化
し
、
大
規
模
な
赤
潮
が
発
生
す
る
な
ど
、
瀕

死
の
海
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
質
汚
濁
防

止
法
や
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
等
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
瀬
戸
内
海
の
水
質
は
一
定
の
改
善
が
進

み
ま
し
た
。

一
方
で
、
海
洋
ご
み
に
つ
い
て
は
、
２
０
５
０
年
に
は

魚
の
数
よ
り
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
方
が
多
く
な
る

と
い
う
予
測
も
あ
る
な
ど
、
近
年
世
界
的
な
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
瀬
戸
内
海
に
お
い
て
も
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
藤
枝
繁
氏
ら
に
よ
る
と
（
瀬
戸
内
海
の
海
洋
ご

み
収
支
参
照
）、
瀬
戸
内
海
へ
と
流
入
し
て
い
る
海
洋
ご

み
は
年
間
４
５
０
０
㌧
に
も
な
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
回

収
さ
れ
て
い
る
量
は
３
分
の
１
に
も
満
た
な
い
年
間
１
４

０
０
㌧
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
回
収
量
が
発
生
量
に
追

◆◆◆

い
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
海
洋
ご
み
の
総
量
は
年
々
増
加

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
海
洋
ご
み
に
占
め

る
割
合
の
多
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て
は
、
自
然

分
解
に
長
い
時
間
が
か
か
る
う
え
に
紫
外
線
や
物
理
的
な

外
力
に
よ
り
微
小
化
（
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
）
さ

れ
、
よ
り
回
収
が
困
難
と
な
る
ば
か
り
か
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
表
面
に
有
害
物
質
が
吸
着
す
る
こ
と
で
誤
飲
し
た
生

物
へ
の
悪
影
響
が
出
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
早
期

に
対
策
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
海
洋
ご
み
の
発
生
源
は
海
域
や
沿
岸
部
か
ら
の
発

生
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ
の
多
く
は
内
陸
部
も
含
め
た

我
々
の
生
活
の
場
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
街
中

で
不
注
意
で
落
と
し
て
拾
わ
な
か
っ
た
（
拾
え
な
か
っ
た
）

物
や
、
あ
る
い
は
不
適
正
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
等
は
、
雨
や

風
の
力
で
や
が
て
川
へ
と
運
ば
れ
、
そ
れ
が
海
ま
で
た
ど
り

着
き
、
海
洋
ご
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
洋
ご
み
対
策
の
難

し
い
点
に
は
、
処
理
責
任
が
あ
い
ま
い
な
こ
と
や
、
発
生
地

点
や
発
見
地
点
か
ら
潮
流
や
風
の
影
響
で
移
動
す
る
点
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
漁
師
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
も

含
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
回
収
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
問
題
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
に
海
洋
ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
主
体

や
一
つ
の
エ
リ
ア
で
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
問
題
解
決
が
不

可
能
で
あ
り
、
実
効
的
な
対
策
に
は
、
よ
り
多
く
の
関
係

主
体
、よ
り
広
い
地
域
で
の
一
体
的
な
活
動
が
不
可
欠
で
す
。

瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
の
発
足

こ
の
非
常
に
困
難
な
海
洋
ご
み
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
と
岡
山
県
、
広
島
県
、
香

◆◆◆

岡
山
県
、
広
島
県
、

香
川
県
、
愛
媛
県

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

松
浦
　
正
樹

瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
推
進
協
議
会
事
務
局　

香
川
県
環
境
管
理
課
主
任

―
瀬
戸
内
海
か
ら
世
界
へ
―

海
ご
み
ゼ
ロ
に
向
け
て

瀬戸内海の海洋ごみ収支
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川
県
、
愛
媛
県
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
洋
ご
み
対
策
に
係
る

連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
２
０
２
０
年
12
月
25
日
に

締
結
し
、
広
域
で
の
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
し
た
共
同
事
業

﹃
瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
﹄
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

協
定
で
は
、
４
県
が
相
互
に
連
携
し
、
日
本
財
団
と
協
力

し
て
、
瀬
戸
内
地
域
に
お
け
る
海
洋
ご
み
問
題
の
解
決
に

向
け
、
海
洋
ご
み
の
発
生
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
全
域
調

査
か
ら
施
策
実
施
後
の
効
果
測
定
ま
で
、
行
政
、
企
業
や

関
連
産
業
、
市
民
ら
と
連
携
し
た
包
括
的
な
取
り
組
み
を

集
中
的
に
実
践
す
る
と
と
も
に
、
陸
域
・
海
域
に
お
け
る

先
進
的
な
取
り
組
み
方
策
を
見
い
だ
し
発
信
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
で
本
格
始
動

ス
パ
コ
ン
予
測
デ
ー
タ
な
ど
共
有　

瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
の
活
動
は
２
０
２
１
年
７
月

◆◆◆

に
海
洋
ご
み
問
題
に
対
し
て
、﹁
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分

に
で
き
る
こ
と
﹂
を
テ
ー
マ
に
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
本
格
的
に
動
き
始
め
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
瀬
戸

内
の
漂
流
ご
み
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
予
測
や
、
Ａ
Ｕ
Ｖ

（
自
律
航
行
型
無
人
潜
水
機
）
を
用
い
た
海
底
堆
積
ご
み

調
査
、
４
県
の
人
口
の
６
割
を
カ
バ
ー
す
る
流
域
河
川
の

川
ご
み
調
査
を
含
め
た
海
洋
ご
み
問
題
の
実
態
や
発
生
原

因
な
ど
最
新
の
科
学
的
知
見
を
共
有
し
た
ほ
か
、
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
企
業
・
学
生
・
住
民
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

セ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
瀬
戸
内
オ
ー

シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
公
式
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
の
取
り
組
み
の
方
針
と
し
て
は
、
回
収
・
処
理
に

焦
点
を
当
て
た
対
策
だ
け
で
は
根
本
的
な
解
決
に
は
結
び

つ
か
な
い
た
め
、
発
生
抑
制
を

強
力
に
推
進
し
、
こ
れ
に
よ
り

瀬
戸
内
海
へ
の
流
入
量
の
７
割

を
削
減
す
る
と
と
も
に
回
収
量

は
１
割
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
各
種
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い

ま
す
。
発
生
量
の
７
割
削
減
は

簡
単
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
海
洋
ご
み
に
占
め
る
割

合
の
多
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
対

し
て
、
そ
も
そ
も
の
使
用
量
を

減
ら
す
こ
と
も
含
め
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

（
製
造
か
ら
販
売
ま
で
に
生
み

出
さ
れ
る
付
加
価
値
）
モ
デ

ル
の
構
築
や
、
海
洋
環
境
デ

ザ
イ
ン
教
育
等
に
よ
る
住
民

意
識
の
改
革
等
、
海
洋
ご
み

削
減
に
向
け
た
企
業
や
住
民

の
積
極
的
な
参
画
を
促
し
、
オ
ー
ル
瀬
戸
内
で
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
進
め
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
の
取
り
組
み
に
賛
同

い
た
だ
け
る
企
業
か
ら
相
談
も
受
け
て
お
り
、
地
域
や
市

民
と
も
つ
な
げ
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
の

が
効
果
的
で
、
持
続
可
能
で
あ
る
か
検
討
し
て
い
ま
す
の

で
近
々
、
連
携
活
動
を
続
々
と
展
開
し
て
い
け
る
と
思
い

ま
す
。世

界
展
開
可
能
な
対
策
モ
デ
ル
構
築
へ

海
洋
ご
み
対
策
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
自
分
事
化
す
る

こ
と
で
す
。
こ
の
点
、
瀬
戸
内
海
は
閉
鎖
性
海
域
で
す
の

で
、﹁
外
海
か
ら
の
海
洋
ご
み
の
流
入
が
少
な
く
﹂﹁
瀬
戸

内
海
の
ご
み
の
大
半
は
自
分
た
ち
が
流
出
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
当
事
者
意
識
を
伴
う
対
策
が
取
り
易
い
﹂、

ま
た
、﹁
各
対
策
に
応
じ
た
成
果
を
可
視
化
し
易
い
﹂
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
加
え
て
﹁
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
山
・
街
・
川
・
海
と
海
底
ま
で
網
羅
し
て
い
る
﹂
と

い
う
こ
と
か
ら
、
瀬
戸
内
海
で
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
構

築
し
た
海
洋
ご
み
対
策
は
広
く
通
用
す
る
対
策
モ
デ
ル
に

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
・
企
業
等
と
連
携
し
て
、
い
ず
れ
は
日
本
全

国
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
と
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
な
循
環

型
社
会
も
見
据
え
た
海
洋
ご
み
対
策
モ
デ
ル
の
構
築
に
向

け
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

キックオフシンポジウムの写真

日本財団と 4県による「瀬戸内オーシャンズX」調印式
（写真提供＝日本財団）

オーシャンズX
公式ページQR
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特 集
世
界
一
サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い
村
を
宣
言

恩
納
村
は
、
沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
西
海
岸
に
位
置

し
、
長
大
な
イ
ノ
ー
（
サ
ン
ゴ
礁
が
あ
る
浅
瀬
）、
恩
納
岳

を
中
心
と
し
た
山
並
み
と
40
余
り
の
川
な
ど
の
風
光
明
媚

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
年
間
３
０
０
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
る
国
内
有
数
の
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
成
長
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
は
、
村
民
が
生
活

を
営
む
上
で
も
重
要
で
あ
り
、
豊
か
な
ま
ま
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
村
と
し
て
、
改
め
て
自
然
の

恩
恵
な
し
で
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
と
と

も
に
、
行
政
・
村
民
・
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
た
、
環
境

負
荷
が
少
な
い
持
続
発
展
可

能
な
社
会
に
向
け
、
自
然
環

境
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
、
２
０
１
８
年

７
月
に
「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言　

◆◆◆

〜
世
界
一
サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い
村
〜
」
を
出
し
ま
し
た
。

サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
を
き
っ
か
け
に
、S

さ

ん

な

unna

ち
ゃ
ん
（
サ

ン
ゴ
の
村
宣
言
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
を
活
用
し
た

商
品
開
発
や
、
サ
ン
ゴ
礁
保
全
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
、
恩
納
村
が
自
然
環
境
保
全
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
周
知
す
る
普
及
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
普
及
啓
発
を
し
て
い
く
う
え
で
、
あ
る
問

題
に
直
面
し
ま
す
。
そ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く
れ

る
村
民
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
村
民
の
意
見
と
し
て

は
、「
自
然
環
境
保
全
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
う
つ
な
が

る
の
？
」
と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
自
然
環
境
保

全
を
す
る
こ
と
で
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
は
観
光
事
業
者

で
、自
分
た
ち
が
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
は
感
じ
て
い
な
い
、

と
い
う
方
が
村
民
の
中
に
は
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
観
光
産
業
に
携
わ
っ
て
い
る
村
民
の
方
が

少
な
い
こ
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
村
民
の
住
環
境
に

も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
、
村
の
特
産
品
が
観
光
施

設
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
等
の
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。

村
の
課
題
で
は
自
然
環
境
だ
け
で
な
く
経
済
面
や
社
会
面

等
の
あ
ら
ゆ
る
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
「
サ
ン
ゴ
の

村
宣
言
」
は
自
然
環
境
保
全
に
重
き
を
お
い
た
ビ
ジ
ョ
ン

と
な
っ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
身
近
で
あ
る
が
ゆ

え
に
多
く
の
村
民
に
響
か
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
自
然
環
境
だ
け
で
な
く
、

経
済
や
社
会
課
題
の
解
決
を
！

「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」
を
効
果
的
に
生
か
し
、
自
然
環

境
だ
け
で
な
く
経
済
面
や
社
会
面
等
の
あ
ら
ゆ
る
課
題
へ

の
取
り
組
み
や
、「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」
の
サ
ン
ゴ
を
中

心
と
し
た
環
境
へ
の
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
を
図
る
た
め

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
９
年
７
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
向
け
た
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
う
都
市
と
し
て
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
及
び
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ

ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
機
に
村
の
目
指
す
姿
を
「
世

界
一
サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い
村
」
か
ら
「
世
界
一
サ
ン
ゴ
と

人
に
や
さ
し
い
村
」
に
改
め
、
今
ま
で
は
自
然
環
境
保
全

の
取
り
組
み
が
中
心
で
し
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
サ
ン
ゴ
礁
保
全
（
環
境
）
か
ら
観
光
業

や
農
林
水
産
業
の
付
加
価
値
向
上
（
経
済
）、
そ
し
て
村

民
の
暮
ら
し
の
向
上
（
社
会
）
の
好
循
環
を
図
り
村
全
体

の
課
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
へ
と
進
化
し
ま
し
た
。

自
治
体
初
の
「G

reen Fins

」
導
入

Green Fins

（
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ン
ズ
）
と
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
（
国
連
環
境
計
画
）
が
定
め
た
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

ダ
イ
ビ
ン
グ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

◆◆◆◆◆◆

沖
縄
県
恩
納
村

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

冨
着
　
開

恩
納
村
企
画
課
主
事

Sunna ちゃん

「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
地
域
資
源
を
活
か
し
た
恩
納
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
―
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特 集

で
、
他
国
で
は
国
主
導
で
す
が
、
自
治
体
と
し
て
導
入
す

る
の
は
日
本
初
で
す
。
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
は
、

「
サ
ン
ゴ
の
上
に
立
た
な
い
」「
海
洋
生
物
に
触
ら
な
い
」

「
餌
付
け
し
な
い
」
な
ど
の
各
種
禁
止
項
目
や
推
奨
項
目

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
村
で
は
、
自
然
環
境
の
保
全

は
も
ち
ろ
ん
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
商
品
価
値
の
向
上
を
目

的
に
村
内
外
で Green Fins

を
広
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、Green Fins

を
導
入
す
る
こ

と
で
、
①
ダ
イ
バ
ー
の
自
然
環
境
保
全
に
対
す
る
行
動
の

質
が
上
が
る
②
サ
ン
ゴ
礁
が
保
全
さ
れ
て
い
る
綺
麗
な
海

に
な
る
③
顧
客
満
足
度
が
上
が
っ
て
、
単
価
・
顧
客
数
共

に
増
加
す
る
―
―
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
認
証
で

「
恩
納
ブ
ラ
ン
ド
」
確
立
へ

ロ
ー
カ
ル
認
証
と
は
、
陸
や
海
の
環
境
や
人
々
の
生
活

に
配
慮
し
た
特
産
物
や
サ
ー
ビ
ス
（
例
え
ば
有
機
農
法
で

栽
培
し
た
野
菜
等
）
な
ど
の
特
産
品
の
う
ち
、
村
が
定
め

◆◆◆

る
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
っ
た
も
の
に
対
し
て
付
与
し

「
恩
納
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
す
る
仕
組
み
で
、
数
年
以
内

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
村
で
ロ
ー
カ
ル
認
証
を

導
入
す
る
背
景
に
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
村
の
特
産
品
が
村
内
観
光
施
設
な
ど
で
取
り

扱
わ
れ
て
い
な
い
問
題
や
、
生
産
者
の
工
夫
が
価
格
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
し
て
、
特
産
品
の
魅
力
を
発
見
し
、
村
が
認

定
す
る
と
い
う
新
た
な
価
値
を
つ
け
て
村
内
外
に
広
め
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
産
品
が
観
光

施
設
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
で
、
村
民
生
産
者
と
観
光
事

業
者
が
ロ
ー
カ
ル
認
証
を
通
じ
て
連
携
し
、
観
光
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
と
感
じ
る
機
会
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
学
３
年
で
商
品
開
発
の
学
習

恩
納
村
唯
一
の
村
立
中
学
校
で
あ
る「
う
ん
な
中
学
校
」

で
は
、
地
域
の
課
題
を
肌
で
感
じ
、
解
決
し
て
い
く
成
功

体
験
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
、
中
学
３
年
生
に
村
内

の
特
産
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発
の
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
授
業
を
通
し
て
、
実
際
に
村
の
課
題
で
あ
る
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
方
法
に
つ
い
て
考
え
、
大
人
が
決
め
た

こ
と
を
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
自
分
た
ち

で
決
断
し
て
商
品
開
発
を
実
行
し
ま
す
。
こ
の
授
業
を
通

し
て
将
来
ど
ん
な
職
種
に
就
い
て
も
、
課
題
を
自
分
事
化

し
、
考
え
る
力
を
育
み
、
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
展
望

◆◆◆◆◆◆

こ
れ
ま
で
は
、
環
境
と
経
済
の
課
題
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
社
会
面
な
ど
の
村
民
の
生
活

課
題
に
裨ひ

益え
き

す
る
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
世
界
一
サ
ン
ゴ
と
人
に
や
さ
し
い
村
を

目
指
し
て
い
く
う
え
で
、村
民
の
生
活
が
豊
か
に
な
れ
ば
、

よ
り
多
く
の
村
民
に
自
然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
や
経
済

を
循
環
さ
せ
る
意
義
が
伝
わ
り
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

世
界
一
サ
ン
ゴ
と
人
に
や
さ
し
い
村
が
実
現
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
定
住
関
係
の
整

備
等
、
住
み
よ
い
村
に
す
る
た
め
の
具
体
的
な
課
題
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
か
、
行
政
、
村
民
、
事
業
者
が
一
体

と
な
っ
て
、
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
た
村
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

循環を意識した恩納村SDGs

恩納村 2030 年のあるべき姿
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例
え
ば
都
市
と
農
村
の
よ
う
に
地
域
の
個
性
を
活
か
し
て

地
域
同
士
で
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
く

と
い
う
、「
自
立
・
分
散
型
社
会
」
を
示
す
考
え
方
で
あ
る
。

（
図
１
）

地
域
の
資
源
を
活
か
し
、 

課
題
を
解
決
し
続
け
ら
れ
る 

地
域
の
集
ま
り

共
生
圏
の
考
え
方
で
は
、地
域
の
資
源
を
「
地
産
地
消
」

を
意
識
し
つ
つ
循
環
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し

持
続
可
能
な
社
会 

美
し
く
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
」
を 

次
の
世
代
に

今
年
は
10
月
に
入
っ
て
も
真
夏
日
が
続
き
、
各
地
で
10

月
上
旬
の
平
均
気
温
が
過
去
最
高
に
な
っ
た
と
い
う
。
豪

雨
災
害
が
毎
年
発
生
す
る
こ
と
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
な

っ
た
と
感
じ
る
。
２
０
２
０
年
11
月
に
内
閣
府
が
実
施
し

た
気
候
変
動
に
関
す
る
世
論
調
査
で
は
、
日
常
生
活
の
中

で
気
候
変
動
の
影
響
を
感
じ
る
こ
と
と
し
て
、
89
・
８
％

の
人
が
「
夏
の
暑
さ
」
を
、
81
・
６
％
の
人
が
「
雨
の
降

り
方
の
激
し
さ
」
を
あ
げ
て
い
る
（
1
）。

化
石
燃
料
を
は
じ
め
と
し
た
地
下
資
源
に
依
存
し
た
大

量
生
産
・
消
費
・
廃
棄
の
社
会
・
経
済
構
造
は
、
資
源
循

環
の
観
点
に
お
い
て
も
い
ず
れ
限
界
を
迎
え
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
久
し
い
。
世
界
の
各
地
で
森
林
が
減
少
し
、
漁

業
資
源
が
減
少
す
る
な
ど
自
然
環
境
の
過
剰
利
用
が
進
む

中
、
日
本
で
は
植
林
地
や
里
山
で
ア
ン
ダ
ー
ユ
ー
ス
（
資

源
の
過
少
利
用
）
に
よ
る
問
題
が
起
き
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し

て
ゼ
ロ
に
し
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
、
２
０
２
０

年
10
月
に
菅
義
偉
総
理
（
当
時
）
が
宣
言
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
目
標
か
ら
大
き
く
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
り
、
脱
炭

素
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
大

き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。

日
本
全
体
で
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
構
成
単
位
と
な
る
各
々
の
地
域
が
持
続
可
能
で

あ
る
必
要
が
あ
る
。
環
境
・
経
済
・
社
会
の
３
面
で
自
立

し
た
地
域
が
、
共
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
む
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
社
会
が
構
築
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ

き
、
地
域
循
環
共
生
圏
（
以
下
、「
共
生
圏
」）
が
第
五
次

環
境
基
本
計
画
（
２
０
１
８
年
閣
議
決
定
）
で
示
さ
れ
て

い
る
。
共
生
圏
は
、
自
分
た
ち
の
足
元
に
あ
る
地
域
資
源

を
活
用
し
、
環
境
・
経
済
・
社
会
を
良
く
し
て
い
く
ビ
ジ

ネ
ス
や
事
業
を
社
会
の
仕
組
み
に
組
み
込
む
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

環
境
で
地
域
を
元
気
に
す
る

地
域
循
環
共
生
圏
・
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

特 集
副基調論文

―
地
域
資
源
を
活
か
し
、自
立
・
分
散
型
社
会
を
目
指
す
―

佐
々
木
　
真
二
郎

環
境
省
大
臣
官
房
環
境
計
画
課 

企
画
調
査
室
長

図１　地域循環共生圏
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て
い
る
。
地
域
の
資
源
の
う
ち
、
森
・
里
・
川
・
海
と
い

っ
た
自
然
ス
ト
ッ
ク
が
生
み
出
す
食
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
自
然
の
恵
み
は
、
国
土
に
広
く
薄
く
分
散
し
て

い
る
。
津
々
浦
々
の
地
域
が
持
続
可
能
で
健
全
な
形
で
維

持
さ
れ
、
自
然
と
共
生
す
る
伝
統
的
な
知
恵
や
技
術
を
踏

ま
え
て
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
等
の
科
学
技
術
も

活
用
し
つ
つ
、
自
然
環
境
を
維
持
・
回
復
し
な
が
ら
自
然

の
恵
み
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
自
然
の

恵
み
に
は
、
美
し
い
自
然
景
観
と
い
っ
た
も
の
や
、
里
山

の
資
源
の
よ
う
に
現
在
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
も

の
も
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
地
域
の
資
源
に
は
、
一
旦
地
上
に
出
て
き
た
金

属
等
の
枯
渇
性
の
資
源
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
３
Ｒ
の
取
り
組
み
に
加
え
、
資
源
投
入
量
・

消
費
量
を
抑
え
つ
つ
、ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
化
等
を
通
じ
て
付
加
価
値
を
生
み
出
す
経
済
活

動
「
循
環
経
済
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
）」
へ
の

移
行
に
よ
り
、
資
源
・
製
品
の
価
値
の
最
大
化
、
資
源
消

費
の
最
小
化
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
止
等
を
目
指
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

日
本
は
多
様
で
複
雑
な
自
然
環
境
を
基
盤
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
各
地
域
は
多
様
で
個
性
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
違
い
を
生
か
し
て
、
互
い
の
得
意
と
す
る
資
源
を
融
通

し
、
支
え
あ
う
社
会
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

融
通
し
あ
う
も
の
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
都
市
に
潤
沢

に
あ
る
人
材
や
資
金
も
含
ま
れ
る
。
都
市
に
暮
ら
す
人
々

が
、
農
山
漁
村
か
ら
提
供
さ
れ
る
産
品
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
購
入
す
る
こ
と
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ

て
自
然
を
体
験
す
る
こ
と
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ

て
関
係
人
口
と
し
て
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
参
画
す
る

こ
と
等
に
よ
り
、
持
続
可
能
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
営
み
つ

つ
、
農
山
漁
村
の
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
支
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
共
生
圏
は
農
山
漁
村
と
い
っ
た

地
方
と
都
市
の
双
方
の
人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
地
域
が
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
地

域
の
資
源
を
活
用
し
た
生
産
を
行
っ
て
い
く
と
い
う

経
済
的
な
意
味
で
「
自
立
」
し
た
地
域
で
あ
る
必
要

に
加
え
て
、
山
積
し
、
次
々
と
新
た
に
生
ま
れ
る
課

題
を
自
ら
解
決
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
社
会
的
な
意
味
で
「
自
立
」
し
た
地
域
で
あ
る
必

要
が
あ
る
。

地
域
循
環
共
生
圏
の
ア
プ
ロ
ー
チ

ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

共
生
圏
づ
く
り
で
は
、
従
来
の
環
境
政
策
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
加
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用

し
て
い
る
（
図
２
）。
共
生
圏
を
「
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
と
呼
ぶ
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
。
そ
の
中
で

も
特
に
重
視
し
て
い
る
の
が
「
同
時
解
決
」
で
あ
る
。

地
域
づ
く
り
を
持
続
可
能
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
課

題
解
決
が
で
き
る
新
し
い
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
こ
の
事
業
に
同
時
解
決
の
視
点
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。

例
え
ば
、
岡
山
県
真
庭
市
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み

で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
行
い
、
そ
の
材
料

を
地
域
内
で
調
達
す
る
こ
と
で
林
業
を
振
興
し
、
地
域
雇

用
を
増
や
す
こ
と
で
人
口
減
少
の
解
決
に
貢
献
し
、
気
候

変
動
対
策
や
森
林
環
境
の
保
全
も
進
む
と
い
う
複
数
課
題

を
ま
と
め
て
解
決
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て
い

る
。
真
庭
市
で
は
、
製
材
端
材
や
林
地
残
材
な
ど
の
未
利

用
木
も
活
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
（
発
電
能

力10,000kw
/h

）
が
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
稼
働
し
て

い
る
（
図
３
）。
１
年
間
（
２
０
１
５
年
７
月
～
２
０
１

６
年
６
月
）
で
24
・
５
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り
、
発
電

所
で
の
直
接
雇
用
が
15
人
、
林
業
木
材
業
で
の
間
接
雇
用

が
35
人
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
約
11
・
６
％
か
ら
約
32

％
に
向
上
す
る
等
の
効
果
が
で
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
環
境
政
策
は
、
脱
炭
素
、
資
源
循
環
、
生

物
多
様
性
と
い
っ
た
個
別
分
野
の
課
題
に
対
処
し
て
き
た

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
真
庭
市
の
例
の
よ
う
に
問
題
の
根
は

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
生
圏
で
は
環
境
分
野
は
も

と
よ
り
、
農
林
水
産
業
、
工
業
、
福
祉
、
地
域
経
済
な
ど

多
分
野
横
断
型
の
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
。 図２　地域循環共生圏づくりのアプローチ

特 集
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環
境
の
課
題
は
、
地
域
で
は
必
ず
し
も
優
先
順
位
が
高

く
な
い
た
め
、
地
域
が
直
面
し
て
い
る
課
題
と
環
境
の
課

題
を
同
時
解
決
で
き
る
事
業
と
し
て
設
計
し
、
地
域
に
裨ひ

益え
き

し
て
い
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
で
、
地
域

の
関
係
者
の
理
解
や
参
画
を
促
せ
る
場
合
が
多
い
。

地
域
経
済
循
環
分
析 

地
域
か
ら
出
て
い
く
お
金
を 

見
え
る
化
す
る

自
立
し
た
地
域
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

経
済
循
環
も
重
要
で
あ
る
。
地
域
経
済
が
赤
字
構
造
で
あ

れ
ば
、
住
民
所
得
が
少
な
く
な
り
、
人
口
流
出
等
に
よ
り

地
域
の
持
続
可
能
性
に
も
悪
影
響
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

環
境
省
で
は
、
市
町
村
単
位
で
の
資
金
の
流
れ
を
、
生
産
、

分
配
、
支
出
の
３
面
か
ら
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
入
っ
て
く
る
資
金
、
出
て
い
く
資
金
の
金
額
や
費

目
を
分
析
し
、
地
域
内
の
産
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め

の
ツ
ー
ル
「
地
域
経
済
循
環
分
析
」（
２
）
を
提
供
し
て

い
る
（
図
４
）。

地
域
経
済
循
環
分
析
を
用
い
て
、
各
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
代
金
の
収
支
を
見
る
と
、
２
０
１
３
年
時
点
で
9
割
を

超
え
る
自
治
体
に
お
い
て
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
が
赤

字
と
な
っ
て
い
て
、
地
域
外
に
資
金
が
流
出
し
て
い
る

（
３
）。
そ
の
原
因
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
く
を
輸
入
し
た

化
石
燃
料
に
頼
っ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
財
務
省
貿
易
統

計
に
よ
る
と
２
０
２
０
年
の
日
本
の
鉱
物
性
燃
料
の
輸
入

額
は
約
11
兆
円
に
も
の
ぼ
る
（
4
）。
地
域
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
し
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
通

じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
し
た
り
地
域
外
に
売
電
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
経
済
循
環
分
析
で
は
、

地
域
か
ら
大
都
市
圏
の
本
社
等
に
流
出
す
る
資
金
や
、
観

光
客
や
住
民
が
消
費
で
使
用
す
る
資
金
の
流
出
入
等
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
限
ら
ず
様
々
な
視
点
で
収
支
が「
見
え
る
化
」

さ
れ
る
た
め
、
地
域
経
済
の
強
み
と
弱
み
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
循
環
共
生
圏
の
創
造 

ワ
ク
ワ
ク
感
と
熱
い
想
い
が
原
動
力

地
域
を
共
生
圏
と
し
て
持
続
可
能
な
形
に
変
え
て
い
く

た
め
に
は
、
山
積
す
る
地
域
課
題
（
人
口
減
少
、
地
域
経

済
の
疲
弊
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
防
災
・
減
災
、
里
山

の
荒
廃
、
森
里
川
海
の
つ
な
が
り
の
分
断
等
に
よ
る
自
然

の
恵
み
の
減
少
等
）
を
解
決
す
る
事
業
を
起
こ
し
、
社
会

の
仕
組
み
と
し
て
実
装
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

事
業
と
は
、
収
益
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
（
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
）
や
、公
益
性
の
高
い
事
業
（
公
共
事
業
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
等
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

エ
コ
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
採
算
性
が
あ

り
経
済
的
に
も
持
続
可
能
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
事
業
を
地
域
で
生
み
出
し
続
け
る
の
は
、

人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で

あ
る
（
図
５
）。

事
業
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
環
境
分
野
の
人
に
加
え

て
、
金
融
機
関
や
企
業
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
得
意
分
野

を
持
ち
寄
り
、協
働
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

事
業
を
生
み
出
す
た
め
に
連
携
し
た
人
々
が
、
地
域
か
ら

応
援
さ
れ
る
環
境
（
足
を
引
っ
張
ら
れ
る
、
出
る
杭
が
打

た
れ
る
の
で
は
な
く
）
も
必
要
と
な
る
。
な
お
、
地
域
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
と
協
議
会
等
の
会
議
体
を
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
複
数
の

図４　地域経済循環分析〈自動計算ツール〉の導入編となる解説動画

図３　岡山県真庭市の木質バイオマス発電施設

15 2021・12月号 地域づくり 本編 2021・12月号地域づくり 本編 14



圏
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
うW

eb

サ
イ
ト

を
２
０
１
９
年
に
立
ち
上
げ
た
（
５
）。
共
生
圏
を
創
造

す
る
た
め
の
手
引
き
や
、
他
省
庁
も
含
め
た
支
援
制
度
や

分
析
ツ
ー
ル
の
紹
介
等
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
「
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
」（
２
０
２
１
年
度
は
₃₆
地
域
で
実
施
）
や
、
共

生
圏
を
担
う
人
材
を
育
て
る
「
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
リ
ー

ダ
ー
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
＂m
igakiba

（
ミ
ガ
キ
バ
）＂」

（
６
）
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い
と
考
え
行
動
す

る
人
た
ち
が
「
学
び
」「
つ
な
が
る
」
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
先
生
や
先
輩
か
ら
学
び
、
地

域
や
企
業
の
仲
間
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
場
「
寺
子

屋
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
。

暮
ら
し
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

環
境
省
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド

共
生
圏
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
地
域
で
実
践
す
る
こ
と
だ
が
、

環
境
省
で
は
一
人
一
人
、
一
社
一
社
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
転
換
、
つ
ま
り
「
暮
ら
し
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
関
す
る
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。
環
境
に
配
慮
し
た
農
産
物
を
作

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
取
り
組
み
に
共
感
し
て
購
入
す
る

消
費
者
が
い
な
け
れ
ば
、
持
続
可
能
な
事
業
と
は
な
ら
な

い
。
単
に
安
さ
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
災
害
時
の
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
や
地
域
経
済
構
造
も
考
え
、
地
域
の
小
さ
な
商

店
を
消
費
者
が
買
い
支
え
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
と
な
る
。
企
業
が
単
に

利
益
を
追
求
す
る
の
み
で
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の
調
和

を
崩
し
、
社
会
的
弱
者
や
自
然
環
境
に
し
わ
寄
せ
を
も
た

ら
す
よ
う
な
経
営
を
続
け
る
よ
う
で
も
持
続
可
能
な
社
会

会
議
体
を
活
用
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
例

や
、
明
確
な
会
議
体
が
存
在
し
な
い
中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
形
で
は
な
く
中
身
（
信
頼

関
係
、
情
報
の
質
と
量
、
関
係
者
の
熱
量
・
主
体
性
・
ワ

ク
ワ
ク
感
等
）
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
合
意
形
成
の

た
め
の
協
議
会
・
検
討
会
だ
け
で
は
な
く
、
自
由
な
意
見

交
換
が
で
き
、気
づ
き
が
生
ま
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

会
議
前
後
の
雑
談
の
時
間
の
よ
う
な
出
会
い
と
学
び
の
場

が
必
要
と
な
る
。

地
域
同
士
や
企
業
、
金
融
機
関
等
の
人
々
が
出
会
い
、

た
が
い
に
学
び
あ
い
、
連
携
し
て
共
生
圏
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
応
援
す
る
た
め
に
、
環
境
省
で
は
全
国
を
対
象

と
し
て
「
環
境
省
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

－

地
域
循
環
共
生

は
実
現
し
な
い
。
資
源
や
お
金
の
循
環
だ
け
で
な
く
、

「
人
々
の
想
い
の
循
環
」
が
必
要
で
あ
る
。

環
境
省
で
は
、「
環
境
と
社
会
に
よ
い
暮
ら
し
」
を
実

践
し
て
い
る
優
れ
た
活
動
や
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
グ

ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
」
を
行
っ
て
い
る
（
７
）。
グ
ッ

ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
のW

eb

サ
イ
ト
で
は
、
過
去
の
受

賞
事
例
の
記
事
や
、
受
賞
後
の
取
り
組
み
の
発
展
状
況
を

紹
介
す
る
動
画
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事

業
の
具
体
例
を
豊
富
に
紹
介
し
て
い
る
。
環
境
で
地
域
を

元
気
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
あ
る
。
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芽
室
町
の
紹
介

広
大
な
十
勝
平
野
の
西
部
に
位
置
し
、

産
業
や
観
光
、
交
通
条
件
な
ど
に
恵
ま
れ

た
本
町
は
、
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ

り
発
展
し
た
、
現
在
、
人
口
１
万
８
１
９

２
人
の
町
で
す
。

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
は
畑
作
と

酪
農
業
で
、
毎
年
約
３
０
０
億
円
の
農
業

生
産
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業

に
関
連
し
た
加
工
業
、
機
械
産
業
、
流
通

業
等
が
町
内
の
工
業
団
地
に
多
数
存
在

し
、
農
業
を
支
え
、
商
業
を
含
め
た
町
全

体
の
経
済
循
環
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。　
　

観
光
で
は
新
嵐
山
ス
カ
イ
パ
ー
ク
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
や
ド
ッ

グ
ラ
ン
、
焚
火
ラ
ウ
ン
ジ
や
わ
ん
ぱ
く
広

場
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め

る
場
所
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

上
美
生
地
域
は
日
高
山
脈
の
麓
に
あ

り
、芽
室
町
市
街
地
か
ら
は
１６
㌔
程
離
れ
、

農
業
を
中
心
と
し
た
、
居
住
人
口
は
約
５

０
０
人
の
地
域
で
す
。

豊
富
な
自
然
環
境
を
生
か
し
た
山
村
留

学
の
実
施
や
、
撤
退
し
た
農
協
店
舗
の
地

域
運
営
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
課
題
に
対

応
す
る
、
先
進
的
な
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

地
区
協
議
会
と 

ほ
し
ぞ
ら
プ
ラ
ン
会
議

上
美
生
地
域
は
、
保
育
所
、
小
中
学
校
、

派
出
所
、
郵
便
局
、
消
防
団
な
ど
、
生
活

に
必
要
な
施
設
が
地
域
内
に
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
が
集
約
さ
れ
て
い

る
上
美
生
町
内
と
、
そ
れ
を
囲
む
よ
う
に

存
在
す
る
七
つ
の
農
村
集
落
全
体
が
上
美

生
地
域
で
、
そ
の
地
域
を
ま
と
め
て
い
る

組
織
が
上
美
生
地
区
協
議
会
で
す
。

山
村
留
学
は
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
学

校
存
続
を
視
野
に
い
れ
、
取
り
組
み
を
初

め
て
二
十
数
年
が
経
過
し
ま
す
。し
か
し
、

農
村
地
域
で
あ
り
な
が
ら
移
住
者
が
多
く

風
通
し
の
よ
い
こ
の
地
域
も
、「
人
と
人

と
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
た
」「
世
帯

数
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
た
」
な

ど
、
地
域
の
将
来
を
不
安
視
す
る
声
が
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
４
年
に
上
美
生
地
区
協
議
会
が

１０
年
後
の
地
域
を
考
え
る
メ
ン
バ
ー
を
地

域
住
民
か
ら
募
集
し
、
そ
こ
で
う
ま
れ
た

の
が「
上
美
生
ほ
し
ぞ
ら
プ
ラ
ン
会
議（
以

下
ほ
し
ぞ
ら
プ
ラ
ン
）」
で
す
。

ほ
し
ぞ
ら
プ
ラ
ン
で
は
、
初
め
に
、
現

状
を
知
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
、
地
域
に
対
す
る
思
い
や
、
元
気
な
地

域
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か

を
ま
と
め
ま
し
た
。顕
在
化
し
た
課
題
は
、

「
農
協
店
舗
の
存
続
」「
地
域
交
通
の
確
保
」

「
高
齢
者
宅
の
除
雪
」
で
す
。
農
協
店
舗

は
地
域
に
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
で
す
が
、
そ

れ
が
閉
店
す
る
と
い
う
話
が
浮
上
。
店
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
卵
や
牛
乳
な
ど

の
日
用
品
を
買
え
な
く
な
る
だ
け
で
な

く
、
交
流
の
場
も
失
わ
れ
る
と
い
う
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
地
域
に
住

み
続
け
る
た
め
に
は
、
車
の
運
転
が
で
き

な
く
て
も
移
動
で
き
る
手
段
が
必
要
で

す
。
さ
ら
に
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

で
は
玄
関
先
を
除
雪
す
る
こ
と
す
ら
難
し

い
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

一
人
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
に
地
域
で

向
き
合
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
ま

し
た
。

２
０
１
５
年
に
は
、
課
題
解
決
に
向
け

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
地
域
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
農
・
風
・
人
・
育
む
・

上
美
生
」
策
定
し
ま
し
た
（
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
「
の
ー
と
は
ぐ
く
む
か
み
び
せ
い
」

と
読
み
ま
す
）。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
美
生
を
設
立 

「
み
ん
な
の
お
店
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
」

ス
タ
ー
ト

農
協
店
舗
は
２
０
１
８
年
３
月
に
閉
店

す
る
こ
と
が
決
定
し
、
そ
の
後
ど
う
す
る

か
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
地
域
で
話
し

合
い
を
重
ね
た
結
果
、
地
域
に
は
お
店
が

必
要
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
お
店

の
引
き
継
ぎ
は
、店
舗
運
営
だ
け
で
な
く
、

地
域
に
と
っ
て
必
要
な
事
業
を
お
こ
な
う

た
め
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
美
生
」
を
設
立

地
方
創
生
に
向
け
て
〝
が
ん
ば
る
地
域
〟
応
援
事
業

（
北
海
道
芽
室
町
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
設
立
し
商
店
継
続
、
異
世
代
交
流

―
持
続
可
能
な
集
落
構
築
に
向
け
た
上
美
生
の
取
り
組
み
―

蘆
田
　
千
秋

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
美
生
理
事
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し
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地

域
で
寄
付
を
集
め
、
店
舗
は
同
年
５
月
に

「
み
ん
な
の
お
店
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
」
と
し

て
再
開
し
ま
し
た
。
地
域
の
小
売
店
と
し

て
だ
け
で
な
く
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
を
行
う
拠
点
と
し
ま
し

た
。
ほ
し
ぞ
ら
プ
ラ
ン
で
社
会
実
験
を
重

ね
た
地
域
交
通
も
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
共
同
運

営
を
経
て
、
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
事
業

と
し
て
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

高
齢
者
と
子
ど
も
が 

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
交
流

「
み
ん
な
の
お
店
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
」
の

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
併
設
し
て
い
る
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
「
ひ
だ
ま
り
」
で
、
異
世

代
の
住
民
が
交
流
し
、
ま
た
高
齢
者
が
訪

れ
や
す
い
環
境
を
つ
く
り
、
元
気
に
な
れ

る
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
住
民
同
士

の
交
流
が
増
え
、
地
域
が
元
気
に
な
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
し
た
。ま
た
、フ
リ
ー

ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
た
め
、
目
的
が
あ
っ
て

訪
れ
る
人
と
お
店
に
た
ま
た
ま
来
た
人
と

の
交
流
の
場
に
も
な
る
よ
う
に
、
と
い
う

思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

計
画
と
し
て
は
、
血
圧
計
な
ど
を
設
置

し
て
催
し
や
買
い
物
で
訪
れ
た
時
に
、
気

軽
に
測
定
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
外
出

す
る
機
会
の
促
進
や
、
人
と
話
を
す
る
機

会
に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
に
よ
り
、
計
画
し
て
い
た
行
事

を
開
く
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
範

囲
で
と
い
う
方
針
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

屋
外
で
行
っ
た
夏
祭
り
で
は
、
店
舗
の
駐

車
場
に
子
ど
も
た
ち
が
思
い
き
り
チ
ョ
ー

ク
で
お
絵
描
き
し
た
り
、
ま
た
そ
れ
を
高

齢
者
の
方
々
が
楽
し
そ
う
に
見
て
い
た

り
、
日
常
接
点
が
な
い
人
々
の
交
流
が
で

き
ま
し
た
。
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
で
は
、
高
齢

者
の
方
に
も
変
装
し
て
も
ら
い
、
子
ど
も

た
ち
に
お
菓
子
を
あ
げ
る
役
割
を
し
て
も

ら
う
こ
と
で
、
顔
見
知
り
に
な
り
、
そ
の

後
も
言
葉
を
交
わ
す
き
っ
か
け
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
歴
史
を
語
る
会
で

は
、
高
齢
者
の
方
にZoom

で
の
参
加

を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ひ
だ
ま
り

に
い
な
が
ら
、
他
の
会
場
の
会
に
参
加
で

き
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
。「

み
ん
な
の
お
店
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
」
の

経
営
は
自
転
車
操
業
。
で
も
地
域
に
必
要

な
取
り
組
み
を
続
け
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。　
　

訪
れ
た
人
が 

住
ん
で
み
た
い
と
思
う
ま
ち
に

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
美
生
の
取
り
組
み
は
ま

だ
ま
だ
地
域
全
体
に
は
浸
透
し
て
い
ま
せ

ん
。継
続
し
て
活
動
を
つ
づ
け
る
こ
と
で
、

「
み
ん
な
の
お
店
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｉ
」
と
「
ひ

だ
ま
り
」
が
地
域
住
民
に
と
っ
て
な
く
て

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
り
、
ま
た
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
安
定
し

た
地
域
運
営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
地
域
の
魅
力
に

触
れ
る
機
会
を
つ
く
り
、
地
域
外
か
ら
も

訪
れ
て
く
れ
る
人
を
増
や
し
、
住
ん
で
み

た
い
な
と
い
う
思
い
に
な
っ
て
も
ら
え
れ

ば
、
地
域
の
元
気
に
も
つ
な
が
る
と
考
え

ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
美
生
は
、
上
美
生
地
区

協
議
会
、
ほ
し
ぞ
ら
プ
ラ
ン
と
役
割
分
担

し
な
が
ら
、
こ
の
地
域
が
ず
っ
と
元
気
で

い
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

夏祭りで交流する高齢者と子どもたち

改装中の「KAMIBI」

Zoomを利用した地域の歴史を語る会

ハロウィーンを楽しむ高齢者と子どもたち
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地域づくり は人づくり

大
学
在
学
中
に
地
元
の
良
さ
に
気
づ
く

―
地
域
に
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
あ
ま
り
地
元
が
好
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
地
元
を
出
た
く
て
関
西
の
大
学
に
進
学

し
た
ん
で
す
。
在
学
中
に
、
ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
暮
ら
し

た
い
か
、
ど
う
い
う
生
活
を
し
た
い
の
か
考
え
た
と
き
、

地
元
の
良
さ
に
気
づ
い
て
、
地
域
に
目
が
向
く
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
漠
然
と
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
興
味
が

湧
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
地
元
の
ま
ち
づ
く
り
会
社
で

働
こ
う
と
決
め
、
大
学
４
年
生
の
と
き
に
御
祓
川
の
イ
ン

タ
ー
ン
と
し
て
働
い
て
、そ
の
ま
ま
新
卒
で
入
社
し
ま
し
た
。

何
も
な
い
こ
と
が
嫌
だ
と
思
っ
て
い
た
地
元
で
し
た

が
、「
何
も
な
い
か
ら
こ
そ
可
能
性
が
あ
る
」
と
感
じ
ま

し
た
。
何
も
な
い
な
ら
作
れ
ば
い
い
、
自
分
で
環
境
を
変

え
て
い
け
ば
い
い
と
思
っ
た
ん
で
す
。

地
元
企
業
へ
の
応
募
者
に
伴
走

―
担
当
さ
れ
て
い
る
「
能
登
の
人
事
部
」
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

規
模
が
小
さ
く
、
人
事
機
能
を
持
た
な
い
能
登
の
中
小

企
業
の
多
く
は
、
人
材
を
採
用
し
た
り
育
成
し
た
り
す
る

こ
と
が
得
意
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
地
域
で
人
事

機
能
を
共
有
す
る
と
い
う
「
地
域
人
事
」
と
い
う
考
え
方

か
ら
、
御
祓
川
が
能
登
に
お
け
る
人
事
機
能
を
担
う
こ
と

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
事
業
で
す
。

弊
社
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
に
は
載
ら
な
い
、

経
営
者
の
右
腕
の
よ
う
な
人
材
の
求
人
を
強
み
と
し
て
お

り
、
採
用
だ
け
で
な
く
、
採
用
後
の
伴
走
サ
ポ
ー
ト
も
行

い
ま
す
。

―
担
当
さ
れ
て
い
る
「
能
登
留
学
」
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

長
期
実
践
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
、
能
登
の
中
小

企
業
や
集
落
が
抱
え
て
い
る
課
題
を
解
決
し
て
い
く
こ
と

と
、
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と

「
地
域
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
は
、
編
集
室
が
人
材

育
成
を
テ
ー
マ
に
全
国
の
さ
ま
ざ
ま
な
方
を
取
材
し
、
熱

い
思
い
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今

回
は
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
、
株
式
会
社
御み

祓そ
ぎ

川が
わ

で
「
能
登

の
人
事
部
／
長
期
実
践
型
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
能
登
留

学
」
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
担
当
す
る
圓
山
さ
ま
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

人々がチャレンジできる環境をつくり
地域をアップデートする

能登の人事部が開設した講座風景

圓
え ん

山
や ま

晃
あ き

歩
ほ

 氏

◉圓山晃歩氏プロフィール
　1993年石川県羽咋市生まれ。2016年京都外国語大学外国語学部国際教養学科卒。
大学時に国際問題・国際協力を専攻する課程で自分の暮らしについて考えたこと
をきっかけに、地元の良さに気づき、Uターンを決意。インターン先であった石
川県七尾市にある民間まちづくり会社の株式会社御祓川に新卒で入社。
　御祓川では「能登の人事部/長期実践型インターンシップ能登留学」のコーデ
ィネーターを務める。本業の傍ら、出身高校（羽咋高校）での「地域未来塾」や
コロナ禍における飲食店支援、地域の情報共有コミュニティ（Facebookグルー
プ「#がんばろう羽咋！」）を運営するなど多面的に活動。
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が
主
な
目
的
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
者
は
基
本
的
に

大
学
生
で
す
。
募
集
す
る
分
野
に
興
味
が
あ
る
学
生
さ
ん

や
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
が
あ
る
学
生
さ
ん
が
多
い
で
す

ね
。
都
会
の
学
生
が
ふ
る
さ
と
を
求
め
て
応
募
す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。
能
登
で
成
長
し
て
、
自
分
ら
し
い
キ
ャ

リ
ア
を
見
つ
け
て
い
く
機
会
に
で
き
る
よ
う
、
私
は
企
業

と
学
生
さ
ん
の
両
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
多
く
は

な
い
で
す
が
、「
能
登
留
学
」
が
き
っ
か
け
で
移
住
さ
れ

た
方
も
い
ま
す
。

「
能
登
留
学
」
に
参
加
し
た
学
生
さ
ん
は
、
祭
り
の
時

期
等
に
能
登
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
ま
す
。
住
ん
で
い
な
く

て
も
能
登
に
関
わ
り
続
け
る
、
そ
ん
な
ふ
う
に
若
者
と
関

係
を
結
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
校
生
に
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
考
え
る
機
会
提
供

―
「
地
域
未
来
塾
」
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
出

身
校
で
あ
る
羽
咋
高
校
で
「
地
域
未
来
塾
」
の
企
画
・
運

営
を
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
活
が
学
校
と
家
の
往
復
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

地
域
と
触
れ
る
機
会
も
あ
ま
り
な
い
な
と
。
能
登
に
は
大

学
が
な
い
の
で
、
能
登
の
高
校
生
は
大
学
や
大
学
生
と
い

う
も
の
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
そ
し
て
地
元
の
こ
と
も
あ
ま

り
知
ら
な
い
ま
ま
外
へ
出
て
い
く
、
と
い
う
現
状
が
あ
り
ま

す
。
も
し
大
学
に
行
く
前
か
ら
、
大
学
生
活
と
い
う
も
の

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
高
校
で
の
時
間
の
使
い
方
が
変

わ
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
先
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し

な
が
ら
、
自
分
の
時
間
を
ど
う
使
う
の
か
に
つ
い
て
主
体

的
に
な
れ
る
よ
う
、
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
や
人
生
を
考
え
る

た
め
の
き
っ
か
け
を
与
え
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
高
校

生
が
地
元
の
人
や
能
登
留
学
に
来
て
い
る
学
生
と
話
す
機

会
を
つ
く
っ
た
り
、
地
域
情
報
誌
を
つ
く
る
際
に
地
域
の
人

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
任
せ
た
り
。
活
動
を
通
し
て
、
ひ
と
り

で
も
多
く
地
元
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
っ
て
く
れ
る
人
が

出
て
く
れ
た
ら
う
れ
し
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
後
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
？

仕
事
に
関
し
て
は
、
マ
ネ
タ
イ
ズ
（
収
益
性
を
高
め
る

こ
と
）の
必
要
性
を
常
に
感
じ
て
い
ま
す
。難
し
い
で
す
が
、

事
業
の
継
続
と
い
う
観
点
か
ら
も
必
要
な
こ
と
だ
と
感
じ

て
い
ま
す
。
社
長
と
も
よ
く
話
を
し
て
い
ま
す
ね
。
個
人

と
し
て
は
、
自
分
自
身
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
や
キ

ャ
リ
ア
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
第
一
歩
と
し
て
一
人
暮
ら
し
を
は
じ
め
ま
し
た
！

「
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
仕
事
は
な
い

―
圓
山
さ
ま
に
と
っ
て
の
「
地
域
づ
く
り
」「
人
づ
く
り
」

と
は
？

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
」
で
す
。
チ

ャ
レ
ン
ジ
の
数
・
挑
戦
す
る
人
を
増
や
す
こ
と
で
地
域
の

後
押
し
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
ま
ち
づ
く
り
」
っ

て
い
う
仕
事
は
な
く
て
、
自
分
が
そ
の
ま
ち
に
必
要
だ
と

思
う
、
か
つ
好
き
な
こ
と
、
や
り
た
い
こ
と
を
や
る
こ
と

が
、
結
果
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
小
さ

な
積
み
重
ね
で
も
そ
れ
ら
が
循
環
し
て
い
け
ば
地
域
が
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
、
地
域
に
人
が
集
ま
っ
た
り
関
わ
っ

た
り
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
る
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
ね
。

能登留学に参加した学生たち

「能登留学」で集落の課題解決に取り組む学生
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地域
TOPICS
トピックス

は
じ
め
に

北
海
道
石
狩
市
は
札
幌
市
の
北
側
に
隣

接
し
、
日
本
海
に
面
し
た
南
北
約
67
㌔
に

お
よ
ぶ
縦
長
の
ま
ち
で
す
。
２
０
０
５
年

10
月
に
旧
厚
田
村
、
旧
浜
益
村
と
合
併
し
、

人
口
は
約
５
万
８
０
０
０
人
、
札
幌
市
に

至
近
と
い
う
好
立
地
を
活
か
し
た
都
市
近

郊
農
業
が
盛
ん
で
、
米
を
は
じ
め
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
多
品
種
の

野
菜
が
栽
培
さ
れ
、
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
が
市

内
で
運
営
す
る
直
売
所
「
と
れ
の
さ
と
」

な
ど
で
販
売
し
て
お
り
、
石
狩
の
新
鮮
な

農
産
物
を
求
め
、
週
末
に
は
札
幌
市
か
ら

も
多
く
の
方
に
ご
来
店
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。し
か
し
近
年
、全
国
の
他
地
域
と
同
様
、

高
齢
化
な
ど
を
背
景
に
、
農
業
分
野
に
お

け
る
労
働
力
不
足
が
深
刻
で
あ
り
、
地
域

の
担
い
手
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
担
い
手
の
受
入
環
境
を
整
備

労
働
力
不
足
は
全
国
的
に
も
深
刻
化
し

て
い
る
一
方
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
を

背
景
に
、
特
に
若
い
世
代
を
中
心
と
し
た

「
田
園
回
帰
」
の
風
潮
や
、
リ
モ
ー
ト
ワ

ー
ク
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
普
及
を
受

け
、
ロ
ー
カ
ル
ワ
ー
ク
や
ロ
ー
カ
ル
ラ
イ

フ
が
注
目
さ
れ
る
と
と
も
に
、
農
業
へ
の

関
心
も
高
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
傾
向
を
追
い
風
に
、
リ
ア
ル
な
農
業
と

農
村
生
活
が
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
「
石
狩
ア
グ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
い
う
取
り
組
み
を
、

地
域
の
農
業
の
中
核
を
担
う
Ｊ
Ａ
い
し
か

り
と
連
携
し
て
開
始
し
ま
し
た
。

「
石
狩
ア
グ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」と
は
、「
ア

グ
リ（
農
作
業
）」と「
バ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
休

暇
）」
と
を
組
み
合
わ
せ
た
造
語
で
あ
り
、

石
狩
市
内
の
農
場
で
週
に
４
～
５
日
間
農

作
業
を
行
う
と
と
も
に
、
残
り
の
時
間
で

農
村
休
暇
を
満
喫
し
て
も
ら
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。２
０
２
０
年
度
は
総
務
省
の「
関

係
人
口
創
出
・
拡
大
事
業
」
モ
デ
ル
事
業

に
採
択
さ
れ
、
７
月
下
旬
か
ら
９
月
下
旬

ま
で
の
約
２
カ
月
間
、
参
加
者
が
宿
泊
滞

在
で
き
る
男
女
別
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
用

意
す
る
と
と
も
に
、
参
加
者
と
受
け
入
れ

農
家
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

と
農
場
と
の
送
迎
な
ど
を
Ｊ
Ａ
い
し
か
り

に
業
務
委
託
す
る
こ
と
で
受
け
入
れ
環
境

を
整
え
、
全
国
か
ら
定
員
の
10
人
を
上
回

る
12
人
の
参
加
者
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

参
加
者
の
内
訳
と
し
て
は
、
大
学
生
が

８
人
（
道
内
４
人
、
首
都
圏
４
人
）、
20

～
30
代
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
員
が
４

人
（
関
西
圏
２
人
、
九
州
圏
２
人
）
で
あ

り
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
た
若
い
層
の

参
加
が
目
立
ち
ま
し
た
。
持
ち
前
の
体
力

で
精
力
的
に
農
作
業
を
行
う
の
は
も
ち
ろ

ん
、
農
村
休
暇
を
利
用
し
た
市
内
の
観
光

名
所
や
飲
食
店
巡
り
、
石
狩
市
内
で
新
規

就
農
を
果
た
し
た
養
鶏
農
家
訪
問
、
さ
ら

に
は
地
域
住
民
を
交
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
の
開
催
な
ど
、
地
域
内
で
さ
ま
ざ
ま
な

交
流
機
会
の
創
出
に
努
め
ま
し
た
。ま
た
、

参
加
し
た
大
学
生
が
、
自
発
的
に
受
け
入

れ
農
家
の
子
ど
も
に
家
庭
教
師
を
行
う
な

ど
、
参
加
者
自
身
が
持
つ
特
技
を
地
域
に

活
か
す
、
い
わ
ゆ
る
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
ー

ク
の
よ
う
な
関
係
も
生
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

事
業
終
了
後
に
参
加
者
に
対
し
て
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、「
今
後
石
狩

市
と
ど
う
い
う
関
係
を
持
ち
続
け
た
い

か
？
」
と
の
問
い
に
、回
答
者
全
員
が
「
今

後
も
地
域
を
訪
問
し
た
い
」
と
回
答
す
る

な
ど
、
そ
れ
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者

に
馴
染
み
の
な
か
っ
た
北
海
道
石
狩
市

が
、
各
人
の
五
本
の
指
に
入
る
イ
ン
パ
ク

ト
あ
る
ま
ち
へ
と
格
上
げ
さ
れ
る
に
至
り

ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
人
材
を
念
頭
に

「
ス
マ
ー
ト
タ
イ
プ
」
新
設

２
０
２
１
年
度
の
「
石
狩
ア
グ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」
で
は
、
前
年
と
同
様
に
朝
８
時

か
ら
夕
方
５
時
ま
で
農
作
業
を
こ
な
す

「
ベ
ー
シ
ッ
ク
タ
イ
プ
（
参
加
者
20
人
／

定
員
20
人
）」
の
ほ
か
、
新
た
に
朝
８
時

か
ら
12
時
ま
で
農
作
業
を
行
い
つ
つ
午
後

か
ら
本
業（
テ
レ
ワ
ー
ク
等
）を
行
う「
ス

マ
ー
ト
タ
イ
プ
（
参
加
者
６
人
／
定
員
10

人
）」
を
新
設
し
ま
し
た
。

新
設
し
た
ス
マ
ー
ト
タ
イ
プ
で
は
、
主

に
Ｉ
Ｔ
系
人
材
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
て
お

り
、
Ｉ
Ｔ
の
力
を
用
い
て
農
作
業
中
に
肌

で
感
じ
た
課
題
の
解
決
を
目
指
す
「
石
狩

版
ス
マ
ー
ト
農
業
化
に
向
け
た
提
案
」を
、

参
加
終
了
後
１
カ
月
以
内
に
行
う
こ
と
を

要
件
と
し
、
提
案
内
容
に
つ
い
て
は
関
係

者
内
で
吟
味
の
上
、
優
良
提
案
に
つ
い
て

河
田　

寛
史

石
狩
市
企
画
経
済
部
農
政
課
主
任

―
石
狩
ア
グ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開
―

「
農
作
業
×
休
暇
」に
よ
る
農
的
関
係
人
口
の
創
造

北海道石狩市
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は
次
年
度
以
降
、
実
際
に
石
狩
市
内
の
農

場
に
お
い
て
実
証
的
に
展
開
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

農
作
業
や
農
村
休
暇
を
通
じ
た
農
村
地

域
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
交
流
は
も

と
よ
り
、
地
域
の
ス
マ
ー
ト
農
業
化
と
い

っ
た
地
域
課
題
解
決
に
つ
な
が
る
地
域
貢

献
の
要
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

参
加
者
と
地
域
と
の
関
係
の
さ
ら
な
る
深

化
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

涼
し
い
午
前
中
に
農
作
業
を
行
い
、
午

後
か
ら
は
海
沿
い
に
用
意
し
た
簡
易
コ
ワ

ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
本
業
に
従
事
す
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
仕
事
ス
タ
イ
ル
に
つ
い

て
、
開
始
前
は
農
作
業
で
疲
れ
果
て
て
本

業
に
支
障
が
出
る
の
で
は
と
の
懸
念
も
あ

り
ま
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
は

「
午
前
中
に
農

作
業
を
行
う
こ

と
で
頭
と
体
の

バ
ラ
ン
ス
が
整

え
ら
れ
、
午
後
か
ら
の
本
業
に
も
精
力
的

に
取
り
組
め
て
い
る
」
と
お
お
む
ね
好
評

で
し
た
。

「
ア
グ
リ
・
ブ
リ
ッ
ジ
」 

確
立
に
向
け
て

「
石
狩
ア
グ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
施

に
よ
り
、
石
狩
市
農
業
の
農
繁
期
で
あ
る

夏
場
を
中
心
に
、
全
国
の
特
に
若
年
層
人

材
が
、
リ
ア
ル
な
農
村
生
活
体
験
を
求
め

て
石
狩
市
を
訪
れ
る
流
れ
を
創
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
２
０
２
０
年
度
の
参

加
者
が
受
け
入
れ
農
家
と
の
関
係
を
継
続

し
、
２
０
２
１
年
度
も
石
狩
市
内
で
長
期

に
わ
た
り
農
作
業
を
担
う
な
ど
、
地
域
の

農
業
担
い
手
へ
と
成
長
し
て
い
く
様
を
見

て
取
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
農
業
の

魅
力
に
目
覚
め
、
北
海
道
が
農
閑
期
を
迎

え
る
冬
場
も
農
業
に
携
わ
り
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
も
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う
に
も
な

り
、
せ
っ
か
く
農
業
に
興
味
を
持
ち
始
め

た
人
材
を
農
業
現
場
に
つ
な
ぎ
留
め
、
さ

ら
に
は
育
成
で
き
な
い
か
と
い
う
視
点
か

ら
、
北
海
道
が
農
閑
期
と
な
る
冬
場
に
農

繁
期
を
迎
え
る
四
国
や
沖
縄
な
ど
他
産
地

と
連
携
し
、
農
業
人
材
を
融
通
し
合
う
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
「
ア
グ
リ
・
ブ

リ
ッ
ジ
（
仮
称
）」
の
確
立
を
検
討
し
て

い
ま
す
。
現
在
、
四
国
と
沖
縄
の
複
数
地

域
に
連
携
を
打
診
し
て
お
り
、
条
件
が
整

い
次
第
、
２
０
２
２
年
度
か
ら
実
際
に
人

材
融
通
に
着
手
し
、「
旅
す
る
ノ
ー
カ
ー
」

の
創
出
・
育
成
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。　
　

「
石
狩
ア
グ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
皮
切
り

に
、
農
的
関
係
人
口
の
発
掘
、
ス
マ
ー
ト
農

業
提
案
な
ど
地
域
貢
献
活
動
へ
の
誘
導
に

よ
る
地
域
と
の
関
係
の
深
化
、
他
産
地
人

材
融
通
に
よ
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
育
成
な

ど
、
農
的
関
係
人
口
か
ら
地
域
の
農
業
担
い

手
へ
の
成
長
に
つ
な
げ
る
べ
く
、
地
域
農
業

の
中
核
を
担
う
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
や
地
域
農

業
者
と
も
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
今
後

も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

「石狩アグリケーション」などプロジェクトの概要

テレワークを行うスマートタイプ参加者参加者と受入農家の方々

ミニトマトの収穫作業を行う参加者新規就農に向けた相談を行う参加者
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ま
た
、
県
で
は
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
離
れ
な

い
よ
う
に
職
員
が
発
案
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
愛

知
県
名
古
屋
市
を
拠
点
に
活
動
す
る
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
集
団
「
祭nine.

」
と

コ
ラ
ボ
し
、
ど
ち
ら
の
埼
玉
の
祭
り
が
魅

力
的
か
をT

w
itter

と
リ
ア
ル
投
票
で
勝

敗
を
決
め
る
「
さ
い
た
ま
つ
りnine.

ガ

チ
ン
コ
お
祭
り
3
本
勝
負
！
」
を
開
催
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
投
票
さ
せ
る
こ
と
で
閲
覧
数
が

大
幅
に
増
加
し
、
そ
れ
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト

の
周
知
に
つ
な
げ
る
相
乗
効
果
を
生
ん
で

い
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
や
開
催
規
模
の

縮
小
が
相
次
い
で
い
る
が
、
今
後
も
フ
ォ

ロ
ワ
ー
の
期
待
や
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
投
稿

を
行
い
、
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を
離
さ
な
い
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
、
本
当
に
知
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
人
を
把

握
す
る
た
め
に
分
析
を
強
化
し
、
さ
ら
な

る
フ
ォ
ロ
ワ
ー
獲
得
を
目
指
し
て
い
る
。

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
有
人
移
住
相
談

都
城
市
で
は
、
都
城
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

ア
カ
ウ
ン
ト
（
以
下
「
都
城
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」

と
い
う
）
を
開
設
し
、
運
用
し
て
い
る
。

都
城
市
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
は
、
セ
グ
メ
ン
ト
配

信
に
よ
る
情
報
提
供
や
キ
ー
ワ
ー
ド
応
答

に
よ
る
ご
み
分
別
方
法
の
案
内
、
チ
ャ
ッ

ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る
各
種
証
明
書
の
取
得
方

法
案
内
な
ど
の
機
能
を
備
え
て
い
る
ほ

か
、
全
国
初
と
な
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
チ
ャ
ッ
ト

機
能
に
よ
る
有
人
で
の
移
住
相
談
を
開
始

現
在
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
人
口
を
超
え
る

約
3
万
６
０
０
０
人
に
の
ぼ
る
。

葉
山
町
で
は
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
た

平
成
27
年
度
以
降
、
人
口
の
社
会
増
が
続

い
て
お
り
、Instagram

の
写
真
が
口
コ

ミ
に
寄
与
し
て
い
る
の
で
は
と
の
見
方
が

さ
れ
て
い
る
。

政
策
課
の
担
当
職
員
は
、「
＃
葉
山
歩

き
」
に
よ
り
発
掘
さ
れ
た
町
の
魅
力
は
、

葉
山
町
の
財
産
で
あ
り
、
よ
り
効
果
的
に

発
信
し
て
い
く
た
め
に
は
オ
フ
会
な
ど
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
や
流

行
を
敏
感
に
察
知
す
る
こ
と
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
継
続
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が

大
切
で
あ
る
と
語
っ
た
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
に
分
け
た 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
運
用

埼
玉
県
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご

と
に
使
い
分
け
、
広
聴
広
報
課
が
担
当
す

る
「
コ
バ
ト
ン
家
／
ち
」
は
ゆ
る
キ
ャ
ラ

が
好
き
な
人
、「
さ
い
た
ま
つ
り
」
は
お
祭

り
が
好
き
な
人
な
ど
、
埼
玉
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
人
を
そ
れ
ぞ
れ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

運
用
し
て
い
る
。Facebook

で
は
、
歴
史

や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
記
事
が
よ

く
読
ま
れ
る
な
ど
、
中
高
年
層
の
利
用
が

多
い
。
一
方
、T

w
itter

やInstagram
は
注
目
を
集
め
そ
う
な
言
葉
や
写
真
を
工

夫
し
て
若
年
層
か
ら
中
年
層
を
引
き
つ
け

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
年
齢
層
に
応
じ

て
コ
ン
テ
ン
ツ
を
使
い
分
け
る
こ
と
に
よ

り
、
埼
玉
の
魅
力
が
幅
広
い
世
代
に
届
く

仕
組
み
を
構
築
し
て
い
る
。

暮
ら
し
の
視
点
を
大
事
に

葉
山
町
は
、
移
住
定
住
の
促
進
を
目
指

し
て
20
～
30
代
の
町
内
外
の
若
者
へ
町
の

魅
力
発
信
を
強
化
す
る
た
め
に
、
葉
山
町

公
式Instagram

「@
hayam

a_offi
cial

」

を
運
用
し
、
写
真
と
動
画
で
町
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
る
。
運
営
に
あ
た
り
、
フ
ォ

ロ
ワ
ー
を
集
め
た
オ
フ
会
で
の
「
職
員
の

皆
さ
ん
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
楽
し
か
っ
た
」

と
い
う
親
近
感
を
評
価
す
る
意
見
を
き
っ

か
け
に
、
親
し
い
間
柄
の
よ
う
な
く
だ
け

た
口
調
の
投
稿
を
開
始
し
、
ダ
ジ
ャ
レ
や

問
い
か
け
な
ど
も
取
り
入
れ
親
し
み
や
す

い
投
稿
に
切
り
換
え
た
。
ま
た
、
観
光
名

所
を
映
す
よ
り
は
「
葉
山
で
暮
ら
す
と
味

わ
え
る
日
常
」
と
い
う
「
暮
ら
し
の
目
線
」

を
大
切
に
し
た
投
稿
を
意
識
す
る
こ
と
に

し
た
。
葉
山
で
生
活
を
し
て
い
る
「
人
の

姿
」
を
入
れ
る
工
夫
や
、
歩
く
こ
と
が
必

須
で
あ
る
町
で
の
生
活
を
イ
メ
ー
ジ
し
て

も
ら
う
た
め
に
、
路
地
裏
か
ら
海
が
見
え

る
風
景
な
ど
、
歩
い
て
い
る
か
ら
こ
そ
見

つ
け
ら
れ
る
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
。

暮
ら
し
の
視
点
か
ら
撮
影
さ
れ
た
美
し

い
写
真
と
、
友
だ
ち
に
話
し
か
け
て
い
る

よ
う
な
親
し
み

や
す
い
投
稿
が

話
題
と
な
り
、

フ
ォ
ロ
ワ
ー
が

増
加
し
続
け
、

２
０
２
０
年
度
国
内
調
査
報
告

埼
玉
県
、神
奈
川
県
葉
山
町
、 

宮
崎
県
都
城
市

―広報・広聴ツールとしての運用ポイント―
人を集めるソーシャルメディア利活用術

ソーシャルメディアは自治体の新たな情報発信ツールとして積極的に利用され、ほぼすべての自治体
でいずれかのSNS公式アカウントを開設している。しかし、総務省の調査によるとソーシャルメディ
アの特徴である双方向型の活用ができている自治体は3割未満である。単なる情報発信にとどまらず、
ソーシャルメディアの利点を生かした運用をしている先進事例を調査し、自治体のSNS活用のポイン
トを探った。

葉山町
公式 Instagram
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だ
ろ
う
。
庁
内
で
横
断
的
な
Ｓ
Ｎ
Ｓ
チ
ー

ム
を
作
り
、
楽
し
み
な
が
ら
運
用
で
き
る

よ
う
継
続
的
な
発
信
が
可
能
と
な
る
仕
組

み
づ
く
り
を
行
う
こ
と
で
、
そ
の
地
域
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
、
そ
の
地
域
の
フ

ァ
ン
を
獲
得
し
離
さ
な
い
よ
う
な
運
用
が

可
能
と
な
る
。

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
副
参
事

●
川
田　

寛
実

�

（
青
森
県
藤
崎
町
よ
り
派
遣
）

●
石
川
奈
緒
美

�

（
福
岡
県
上
毛
町
よ
り
派
遣
）

●
飯
野　

直
美

�

（
山
梨
県
富
士
吉
田
市
よ
り
派
遣
）

リ
ア
ル
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
効

果
的
な
活
用
③
双
方
向
性
を
生
か
し
、
利

用
者
の
声
を
集
め
る
広
聴
ツ
ー
ル
と
し
て

の
活
用
―
―
の
3
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。

積
極
的
な
情
報
発
信
も
重
要
だ
が
、
現

在
の
世
の
中
で
は
ど
の
よ
う
な
情
報
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
か
、
利
用
者
が
ど
ん
な

こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
の
か
な
ど
、
利

用
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ
と
で
よ
り

人
々
を
引
き
つ
け
る
発
信
が
可
能
と
な
る
。

自
分
た
ち
に
は
当
た
り
前
の
事
象
で

も
、
思
い
が
け
ず
人
々
の
驚
き
や
感
動
を

呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
の
反
応
か
ら

地
域
の
価
値
を
再
認
識
す
る
こ
と
も
あ
る

ら
、
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
と
感
謝
の
声

が
あ
が
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
窓
口
混
雑
緩
和
の
た
め
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
（
株
）
が
実
施
す
る
「
市
役
所
窓
口

で
の
順
番
待
ち
予
約
の
た
め
の
ミ
ニ
ア
プ

リ
事
業
」
に
応
募
し
、
全
国
の
自
治
体
で

初
め
て
同
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
な
ど
、
利

用
者
の
利
便
性
向
上
に
努
め
て
い
る
。

双
方
向
性
生
か
し
、 

利
用
者
ニ
ー
ズ
を
探
る

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
①
情
報
発
信
の

目
的
、
目
標
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明
確
に
し
、

各
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
特
性
を
理
解

し
た
運
用
②
住
民
や
企
業
を
巻
き
込
ん
だ

し
、
移
住
相
談

者
が
気
軽
に
問

合
せ
を
す
る
こ

と
を
可
能
と
し

た
。
回
答
内
容

の
定
型
文
登
録
も
可
能
で
あ
り
、
移
住
担

当
者
の
業
務
効
率
化
に
も
つ
な
げ
て
い

る
。
仕
事
探
し
や
空
き
家
探
し
な
ど
の
き

め
細
か
な
移
住
相
談
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
こ

と
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
他
県
か
ら

の
移
住
者
獲
得
に
つ
な
が
り
、
都
城
市
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
利
用
者
か
ら
は
、
気
軽
に
問
い
合

わ
せ
が
で
き
、
質
問
へ
の
回
答
が
早
い
点

や
市
内
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
す
る
情
報
が
す
ぐ
に
分
か
る
こ
と
か

都城市
公式 LINE

リニューアルされた都城市 LINE メニュー

Facebook で渋沢栄一記念館を紹介（埼玉県）

Instagram の写真を使用した葉山町のフォトブックも好評
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●
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る 

都
市
公
園
の
管
理
運
営

私
た
ち
の
活
動
拠
点
は
、
人
口
20
万
人

の
街
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
。
ジ
ブ
リ
映

画
「
平
成
狸
合
戦
ぽ
ん
ぽ
こ
」
の
舞
台
に

な
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
１

９
６
０
年
代
か
ら
大
規
模
な
住
宅
開
発
が

行
わ
れ
て
き
た
地
域
で
す
。
こ
の
開
発
に

よ
っ
て
、
多
摩
丘
陵
の
豊
か
な
自
然
や
そ

こ
に
培
わ
れ
て
き
た
里
山
の
暮
ら
し
は
大

き
く
変
化
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
背
景

を
持
つ
エ
リ
ア
で
、
残
さ
れ
た
自
然
環
境

を
保
全
し
な
が
ら
、
未
来
に
そ
の
環
境
を

地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
む
団
体
の
う
ち
、
地
域
づ
く
り
は
人

づ
く
り
か
ら
と
い
う
セ
ン
タ
ー
の
理
念
に
共
鳴
す
る
団
体
と
連
携
協
定
を
締
結
し
、
相
互
の

職
員
交
流
や
、
セ
ン
タ
ー
職
員
の
イ
ン
タ
ー
ン
派
遣
、
共
同
事
業
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
人
材
育
成
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
共
有
し
、
相
互
の
発
展
と
地
域
社
会
へ
の
一
層
の

貢
献
を
目
指
し
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
で
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る
団
体
の
活
動
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
第
３
回
は
「
エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
」
と
「
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
」

で
す
。�

（
企
画
グ
ル
ー
プ
）

つ
な
ぐ
こ
と
で
、「
人
と
自
然
が
持
続
可

能
に
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
地
域
協
働
に
よ
る
都
市

公
園
指
定
管
理
（
八
王
子
市
内
に
あ
る
都

市
公
園
81
カ
所
の
管
理
運
営
）
を
軸
と
し

て
、
環
境
教
育
、
環
境
保
全
、
人
材
育
成
、

市
民
団
体
活
動
支
援
な
ど
、
地
域
に
根
差

し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

年
間
述
べ 

１
万
５
０
０
０
人
以
上
が
参
画

私
た
ち
は
、
な
ぜ
、
地
域
協
働
に
徹
底

的
に
こ
だ
わ
る
の
か
。
な
ぜ
な
ら
、
地
域

の
一
人
一
人
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
す
る
こ
と
で
、
地
域
が
豊
か
に
な
っ

て
い
く
と
信
じ
て
い
る
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
に
も
、
公
園
を
舞
台
と
し
て
、
多
様

な
協
働
を
生
み
出
し
、
地
域
の
課
題
解
決
、

ま
た
、
多
様
な
地
域
住
民
の
自
己
実
現
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
協
働
数
は
、
平
成
29
年
度
～
令
和

２
年
度
ま
で
の
平
均
で
年
間
の
べ
１
５
０

件
以
上
、
団
体
数
１
４
４
団
体
、
協
働
人

数
１
万
５
０
０
０
人
以
上
に
上
り
ま
す
。

例
え
ば
、
令
和
２
年
12
月
に
は
公
園
で

パ
ー
ク
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
を
開
催
。
コ

ロ
ナ
禍
で
、
自
治
会
や
町
会
な
ど
の
地
縁

団
体
が
催
し
を
実
施
で
き
な
い
代
わ
り

に
、
当
法
人
が
主
体
と
な
り
、
自
治
会
、

町
会
、
地
域
住
民
、
教
育
機
関
な
ど
と
の

協
働
に
よ
っ
て
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

生
む
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
し
ま
し
た
。

ま
た
、
八
王
子
市
で
は
学
童
保
育
所
が

小
学
３
年
生
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
４
年

生
以
上
の
地
域
の
居
場
所
づ
く
り
も
重
要

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
公
園
を

そ
の
居
場
所
と
し
て
利
活
用
す
る
取
り
組

み
を
、
近
隣
の
学
童
保
育
所
と
共
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
主
体

的
に
公
園
で
の
環
境
活
動
な
ど
に
取
り
組

む
制
度
「
パ
ー
ク
キ
ッ
ズ
レ
ン
ジ
ャ
ー
」

を
実
施
し
、
家
庭
で
も
学
校
で
も
な
い
、

子
ど
も
た
ち
の
〝
第
３
の
居
場
所
〟
と
し

て
の
公
園
の
活
用
も
進
め
て
い
ま
す
。

公
園
か
ら 

豊
か
な
地
域
社
会
の
実
現
へ

公
園
に
お
い
て
、
地
域
協
働
に
よ
る
多

様
な
個
人
や
団
体
が
関
わ
る
機
会
を
創
り

出
す
こ
と
で
、
誰
に
で
も
身
近
な
公
園
と

い
う
地
域
資
源
を
豊
か
に
し
て
い
く
こ
と

を
、
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
一
連
の
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
パ
ー
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
公

園
経
営
）
か
ら
エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

（
地
域
経
営
）
へ
と
視
点
を
広
げ
、
地
域

が
抱
え
る
大
小
の
社
会
課
題
解
決
や
活
性

化
へ
と
貢
献
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
寄
与
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

協
働
に
よ
る
都
市
公
園
管
理
を
軸
に
地
域
活
性
化

田
所　

喬

特
定
非
営
利
活
動
法
人

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
理
事
長

パークキッズレンジャーによる水環境調査

学童保育所との協働　落ち葉清掃

パークキャンドルナイト
子供たちの絵のキャンドル

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
／
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会

《
連
載
》
連
携
団
体
の
取
り
組
み 

③

エ
ヌ
ピ
ー
オ
ー
・
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
長
池
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●
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会

は
、
自
治
体
が
そ
の
土
地
に
ち
な
ん
だ
地

産
地
消
の
木
製
お
も
ち
ゃ
を
誕
生
祝
い
品

と
し
て
贈
る
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
事
業
」

を
は
じ
め
と
す
る
木
育
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
近
年
、
木
育
の
推
進
拠
点
と

な
る
お
も
ち
ゃ
美
術
館
が
全
国
に
広
が
っ

て
お
り
、
10
月
24
日
に
は
、
徳
島
県
立
徳

島
木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
が
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
し
た
。

特
徴
は
三
つ
。
①
徳
島
県
産
材
を
活
用

し
た
本
格
的
木
育
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
あ
る

こ
と
②
徳
島
の
伝
統
文
化
の
発
信
拠
点
で

あ
る
こ
と
③
日
本
初
の「
県
立
」お
も
ち
ゃ

美
術
館
で
あ
る
こ
と
。

一
つ
め
。
き
っ
か
け
は
、
２
０
１
９
年

２
月
に
徳
島
市
内
で
開
催
さ
れ
た
第
６
回

木
育
サ
ミ
ッ
ト
（
林
野
庁
補
助
事
業
、
参

加
者
約
７
０
０
名
）
で
あ
る
。
こ
の
と
き

徳
島
県
が
、
県
と
し
て
は
全
国
２
番
目
と

な
る
「
ウ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
宣
言
」
を
行
っ

た
。
こ
の
宣
言
は
、
私
ど
も
の
団
体
と
連

携
し
て
、
木
育
推
進
を
行
っ
て
い
く
と
い

う
も
の
。
実
際
に
そ
の
後
徳
島
県
は
、
木

育
キ
ャ
ラ
バ
ン
、
木
育
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
養
成
講
座
、
県
版
木
育
サ
ミ
ッ
ト
な

ど
、
木
育
推
進
事
業
を
次
か
ら
次
へ
と

行
っ
た
。
そ
し
て
最
大
の
「
レ
ガ
シ
ー
」

と
し
て
花
開
い
た
の
が
、「
お
も
ち
ゃ
美

術
館
」
の
設
立
で
あ
る
。

そ
の
館
内
に
は
、
県
産
材
を
活
用
し
た

遊
具
、
生
活
用
具
、
玩
具
が
取
り
そ
ろ
え

て
あ
る
。
そ
し
て
一
番
大
切
な
の
は
、
木

の
良
さ
を
伝
え
る
「
人
」
が
い
る
こ
と
。

オ
ー
プ
ン
ま
で
に
ス
タ
ッ
フ
の
み
な
ら
ず
、

１
２
０
人
の
「
お
も
ち
ゃ
学
芸
員
」
を
養

成
し
た
。
こ
の
方
々
が
、
遊
び
を
通
し
て
、

木
の
良
さ
を
伝
え
る
の
で
あ
る
。
内
装
の

木
質
化
の
み
な
ら
ず
、
人
の
養
成
も
合
わ

せ
て
行
っ
た
こ
と
が
「
肝
」
で
あ
る
。

二
つ
め
。
館
内
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ

に
「
農
村
舞
台
」（
写
真
１
）
が
し
つ
ら

え
て
あ
る
。
阿
波
人
形
浄
瑠
璃
が
行
わ
れ

る
場
所
だ
。
こ
の
舞
台
で
毎
日
浄
瑠
璃
の

公
演
が
行
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ

の
代
わ
り
に
、
時
間
に
な
る
と
「
か
ら
く

り
人
形
」（
写
真
２
）
が
動
き
出
す
。
代

表
的
な
演
目
「
傾
城
阿
波
の
鳴
門
」
の
登

場
人
物
の
お
鶴
ほ
か
、
４
体
の
人
形
＋
も

み
じ
手
が
、
時
間
に
な
る
と
名
場
面
を
演

じ
て
く
れ
る
。

そ
の
先
に
は
、
多
彩
な
遊ゆ

山さ
ん

箱
が
並
ん

で
い
る
（
写
真
３
）。
昔
子
ど
も
た
ち
は
、

節
句
の
日
に
、
こ
の
遊
山
箱
に
、
巻
き
寿

司
や
う
い
ろ
う
を
詰
め
て
、
遊
山
に
出
か

け
た
。
近
年
、
廃
れ
て
し
ま
っ
た
こ
の
慣

習
を
、
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
も
、「
遊
び
」

を
通
し
て
、
復
活
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
。
入
館
者
は
、
こ
の
遊
山
箱
に
、
正
絹

や
県
産
材
で
作
ら
れ
た
「
食
材
」
を
詰
め

込
み
、「
マ
イ
遊
山
箱
」
を
つ
く
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
展
開
す
る
。

三
つ
め
。「
県
立
」
ゆ
え
に
、
オ
ー
ル
徳

島
の
体
験
が
で
き
る
。
徳
島
県
人
な
ら
誰

も
が
訪
れ
た
こ
と
の
あ
る
名
所
が
、
館
内

あ
ち
こ
ち
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
ゆ

ら
ゆ
ら
揺
れ
る
「
祖い

谷や

の
か
ず
ら
橋
」
を

渡
る
と
そ
の
先
に
は
、ス
リ
ル
満
点
の
「
鳴

門
の
渦
潮
」
滑
り
台
が
あ
る
。「
眉び

山ざ
ん

」

や
「
樫か

し

原は
ら

の
棚
田
」
か
ら
、
四
国
三
郎
の

異
名
を
と
る
暴
れ
川
「
吉
野
川
」
に
「
飛

び
込
む
」
と
、「
氾
濫
」
す
る
。
実
際
に

は
水
の
代
わ
り
に
、
県
産
材
で
作
っ
た
た

ま
ご
（
写
真
４
）
が
あ
ふ
れ
る
。
み
な
で

そ
の
「
氾
濫
」
を
食
い
止
め
る
の
も
、
遊

び
の
ひ
と
つ
だ
。「
脇
町
う
だ
つ
の
町
並
み
」

で
は
、
徳
島
を
代
表
す
る
木
製
玩
具
「
ジ

ス
イ
ズ
ヴ
ィ
ー
ク
ル
」「
て
る
ぺ
ん
の
不
思

議
な
椅
子
」（
写
真
５
）
で

遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

木
育
、
伝
統
文
化
、
オ
ー

ル
徳
島
。
こ
の
三
つ
の
特
徴

を
も
っ
た
徳
島
木
の
お
も

ち
ゃ
美
術
館
。
ぜ
ひ
一
度
足

を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
と
も

か
く
木
に
ま
み
れ
て
遊
ん

で
、「
徳
島
の
宝
」
を
体
験

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

日
本
初
！ 

徳
島
で
県
立「
木
育
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」誕
生
！

馬
場　

清

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
事
務
局
長

東
京
お
も
ち
ゃ
美
術
館
副
館
長

（写真５）徳島を代表する木製玩具
「てるぺん」がいっぱい

（写真４）里山ひろばでは県産材の
「たまご」で遊ぶことができる

（写真３）徳島の伝統文化のひとつ
「遊山箱」

（写真２）時間になると動き出す
「からくり人形浄瑠璃」

（写真１）普段は積み木ひろばになる
「農村舞台」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
芸
術
と
遊
び
創
造
協
会
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書 籍 紹 介

過疎再生　奇跡を起こすまちづくり

世界遺産である石見銀山の町、島根県大田市大森町で、古くから伝わる暮

らしを大切にしながらさまざまな活動を通じて町づくりに貢献し、令和２年

度の総務省「ふるさとづくり大賞」内閣総理大臣賞を受賞した松場登美氏の

著書である。40年前の 1981 年に夫の故郷である大森町に移り住み、古民

家を改修して手作りの布小物の店を開いた頃から、さまざまな活動を展開す

る現在までを振り返り、その根底にある考え方を語っている。

松場氏は現在、各種事業を展開する岩見銀山生活文化研究所の代表取締役

だ。企業経営者であるとともに、アパレルブランド「群
ぐん

言
げん

堂
どう

」のデザイナー

でもある。また、これまでにいくつもの古民家を改修、再生して活用。古民

家を再生した宿「他
た

郷
きょう

阿
あ

部
べ

家
け

」の女
おかみ

将でもある。文化審議会委員など政府の

役職も務めてきた。

しかし、こうしてさまざまな仕事や活動、肩書を並べても、本書で描かれ

た松場氏のイメージとはうまく重ならない。「40年という年月をかけて、私と夫の大吉さんは、人口 400人のこの小さな町

に根を下ろし、ものづくりを始めて起業し、その後、空き家を再生させて店や宿をつくり、この町の文化や暮らしについて全

国に発信してきました」という、松場氏自身の淡々とした記述が、むしろその実像をうまく伝えているだろう。松場氏は「群

言堂が誕生してから私はずっと服をデザインしてきましたが、私が本当にデザインしたいのは、暮らし方でした」とも述べて

いる。つまり、松場氏の多岐にわたる活動は、自身の「暮らし方」を追い求めているうちに、それを実現しようという行動が

さまざまな形をとって現れ、広がったものと考えることができる。

初めての店づくりや服の話、チラシの話、クラシックやジャズの演奏家を招いて開いたイベントの話、石見銀山の世界遺産

登録にまつわる話、魅力的な国内外の友人との交流など、具体的なエピソードがさまざまに語られる。１日に２組しか泊まれ

ない古民家宿「他郷阿部家」は1789年に建てられた武家屋敷だが、松場氏はそれを「一カ所ずつていねいに手を入れて改修

していきました。13年かけて改修した阿部家は、かつての廃墟と化した阿部家とは見違えるほどになりました」という。古

くから残るものの美しさについて、オーストラリア人やアメリカ人の友人に教えられたこともある、といった逸話も興味深い。

「私の講演会の演題は、いつも『足元の宝を見つめて暮らしを楽しむ』ですが、どこの地方にも必ず宝物はあるのです」「私

たちが一貫して重視していたことは、『非効率を大切にしよう』ということでした」「群言堂を立ち上げたときに決めたことは『都

会のメーカーと同じ土俵に上がらない』ということです」「私たちは『ものを残さないと職人さんも技術も残らない』とずっと

言いつづけています」「私たちの根底にあるのは、古くからあるものの価値を信じて、それを生かし切ろうという思いです」

こうした松場氏の言葉や考え方は、必ずしも目新しいものではないかもしれない。ところが、松場氏の 40年におよぶ行動

の回想とともに語られると、これらの言葉がにわかに新鮮な響きを帯び、強い説得力を持つのだ。

「『町おこし』を意識して行動したことはありません」という松場氏の言葉にうそはあるまい。にもかかわらず、その「暮ら

し方」の追求が、「町おこし」として高く評価されるようになった。その理由が本書を通読して納得できる。夫の大吉氏があっ

てこそ、松場氏の今があることもよく分かる。

松場　登美　著
小学館（2021年10月6日発行）
定価：1,500円＋税
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木
津
川
市
は
、奈
良
市
に
隣
接
す
る
京
都
府
最
南
端
の
ま
ち
で
、

市
名
の
由
来
で
あ
り
ま
す
「
木
津
川
」
が
市
の
中
央
を
流
れ
る
自

然
豊
か
な
街
で
す
。
ま
た
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
の
中
核
都

市
と
し
て
最
先
端
の
研
究
開
発
機
関
を
有
す
る
一
方
、
浄
瑠
璃
寺

や
岩が

ん

船せ
ん

寺じ

、
海か

い

住じ
ゅ
う

山せ
ん

寺じ

、
蟹か

に

満ま
ん

寺じ

な
ど
、
多
く
の
歴
史
文
化
遺

産
が
あ
り
、
新
旧
文
化
が
自
然
と
と
も
に
調
和
す
る
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
で
す
。

奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
が
、
平
城
京
か
ら
現
在
の
木
津
川
市
に

都
を
移
さ
れ
、「
恭く

仁に

京き
ょ
う」
と
し
て
日
本
の
都
を
お
か
れ
た
こ
と

を
背
景
に
、
市
内
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
時
代
の
歴
史
文
化
遺
産
が
あ

り
、
京
都
府
内
で
も
京
都
市
に
次
ぐ
２
番
目
に
多
く
の
国
宝
、
重

要
文
化
財
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
古
く
は
卑
弥
呼
の
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る
三さ

ん

角か
く

縁ぶ
ち

神し
ん

獣じ
ゅ
う

鏡き
ょ
う

が
出
土
し
た
椿つ

ば

井い

大お
お

塚つ
か

山や
ま

古こ

墳ふ
ん

や
「
美
し
い
日
本
の
歴
史
的

風
土
１
０
０
選
」
に
も
選
ば
れ
た
石
仏
の
道
、
幕
末
時
代
か
ら
の

風
情
あ
る
街
並
み
が
楽
し
め
る
上か

み

狛こ
ま

茶ち
ゃ

問ど
ん

屋や

街が
い

や
明
治
時
代
の
大

仏
鉄
道
の
遺
構
な
ど
見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
で
す
。

さ
て
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
本
市

で
は
子
育
て
世
帯
の
転
入
が
進
み
、
人
口
は
平
成
19
年
の
市
制
発

足
時
の
６
万
６
４
９
０
人
か
ら
、現
在
で
は
７
万
９
５
５
５
人（
令

和
３
年
９
月
末
時
点
）
に
増
加
い
た
し
ま
し
た
。
特
に
、
学
研
都

市
区
域
を
中
心
に
子
ど
も
の
数
が
増
加
し
て
お
り
、
市
の
総
合
計

画
に
お
き
ま
し
て
も
、「
子
ど
も
の
笑
顔
が
未
来
に
続
く　

幸
せ

実
感
都
市　

木
津
川
」
と
掲
げ
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
市
内
の
大
型
商
業
施
設

に
保
育
支
援
施
設
を
設
置
し
た
ほ
か
、
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
の

相
談
を
行
う
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
を
市
役
所
に
配
置
す
る
と
と

も
に
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
宝
箱
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ま
た
、
公
立
保
育
所
の
民
営
化
や
民
間
認
定
こ
ど
も
園
の
誘
致

な
ど
多
様
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
策
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り

待
機
児
童
ゼ
ロ
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
所
得
制
限
を
設
け
な
い

第
３
子
以
降
の
幼
稚
園
・
保
育
園
使
用
料
の
無
償
化
や
中
学
校
卒

業
ま
で
の
医
療
費
助
成
な
ど
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
市
で
はSociety5.0

を
見
据
え
、
先
進
技
術
や

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
活
用
に
よ
る
『
ス
マ
ー
ト
』
な
市
政
運
営
を
行

い
、
今
後
も
持
続
的
発
展
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
戦
略
的
に
進

め
る
た
め
、
令
和
元
年
に
「
木
津
川
市
ス
マ
ー
ト
化
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。

宣
言
以
降
の
取
り
組
み
と
し
て
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や「
書

か
な
い
窓
口
」
の
導
入
な
ど
新
し
い
生
活
様
式
を
推
進
す
る
た
め

の
『
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
ス
マ
ー
ト
化
』、
市
内
産
業
の
競
争
力
強

化
を
目
的
と
し
た
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
補
助
金
制
度
創
設

な
ど
の
『「
稼
ぐ
」
地
域
づ
く
り
の
ス
マ
ー
ト
化
』、
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）・
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
の
定
型
業
務
の
自
動
化
）

な
ど
の
先
進
技
術
を
活
用
し
た
効
率
的
な
行
政
運
営
に
よ
る
『
行

政
事
務
の
ス
マ
ー
ト
化
』
の
３
つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
軸
に
事
業
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
元
地
域
を
再
発
見
し
、
市
の
魅
力
や
文
化
を
市
内
外

に
発
信
す
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
し
て
、
２
０
１
０
年
に
「
木
津

川
ア
ー
ト
」
を
始
め
ま
し
た
。

「
木
津
川
ア
ー
ト
」
は
、
市
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ア
ー
ト
作

家
の
皆
様
と
市
の
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
活
動
し
、
地
域
に
現
代

ア
ー
ト
を
展
示
し
、
魅
力
を
発
掘
、
発
信
す
る
事
業
で
あ
り
、
地

域
の
皆
様
の
協
力
な
し
に
は
成
り
立
た
な
い
事
業
で
す
。
毎
回
、

開
催
地
域
の
選
定
か
ら
展
示
場
所
の
確
保
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で

地
域
住
民
の
皆
様
と
市
が
協
働
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
秋
に
は
、
７
回
目
の
開
催
と
な
る
「
木
津
川
ア
ー
ト
２
０
２

１
」
を
瓶
原
地
域
で
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
地
域
を
巡
り
な
が
ら

現
代
ア
ー
ト
を
鑑
賞
す
る
こ
の
祭
典
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
風
景
と

と
も
に
ア
ー
ト
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
毎
回
、
地
域
の
素
晴
ら

し
さ
を
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
次
回
は
２
年
後
の
２
０

２
３
年
に
開
催
予
定
で
す
の
で
、
皆
様
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
い
た
だ

き
、
現
場
で
体
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

京都府木津川市長 河井　規子

子育て支援や
スマートな市政運営を推進
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表
紙

日
本
一
の
長
さ
を
誇
る
10
線
防
風
林

12２０２１-

（
北
海
道
芽
室
町
）

北
海
道
十
勝
管
内
の
中
心
に
位
置
す
る
芽
室
町
は
、

小
麦
、
じ
ゃ
が
い
も
、
小
豆
、
ビ
ー
ト
（
て
ん
菜
）
の

畑
作
主
要
４
品
目
を
中
心
に
農
業
王
国
を
築
き
上
げ
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
生
産
量
は
日
本
一
を
誇
り
ま
す
。

市
街
地
を
南
に
４
㌔
ほ
ど
走
る
と
、
道
路
沿
い
（
通

称
10
線
道
路
）
西
側
に
防
風
林
が
果
て
し
な
く
続
く
場

所
が
あ
り
ま
す
。
幅
65
ｍ
、
全
長
９
㌔
の
防
風
林
は

「
10
線
防
風
林
」
と
呼
ば
れ
、
日
本
一
の
長
さ
を
誇
り
、

十
勝
ら
し
い
景
観
を
創
り
上
げ
、
日
高
山
脈
か
ら
吹
き

降
ろ
す
西
風
か
ら
農
業
王
国
を
守
り
抜
い
て
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
は
、
山
菜
や
キ
ノ
コ
、
鳥
類
、
エ
ゾ
リ
ス

な
ど
、
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
も
評
価
さ
れ
、
平
成

18
年
３
月
に
「
芽
室
遺
産
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
冬
の
10
線
防
風
林
に
は
、
木
々
と
畑
を
覆
う

雪
、
遠
く
に
見
え
る
日
高
山
脈
が
、
不
思
議
な
魅
力
を

創
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
魅
力
に
引
き
こ
ま
れ
た

ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
の
「
い
ろ
ひ
ろ
い
さ
ん
」
が
こ
の
日
、

芽
室
町
を
訪
れ
、
そ
の
情
景

を
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
に
描
き
、

カ
メ
ラ
に
収
め
て
い
き
ま
し

た
。そ

の
様
子
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
＝
芽
室
町
役
場
魅
力
創
造
課

（
０
１
５
５
‐
６
２
‐
９
７
３
６
）

（
写
真
提
供
＝
芽
室
町
役
場
魅
力
創
造
課
）

●神奈川県横浜市	 独自認証制度「Y-SDGs」で企業を後押し	 吉田　光、小野寺智香
●富山県氷見市	 「環境にやさしいまち氷見」を目指して	 篠田伸二
●福井県大野市	 健全な水循環による、住み続けたいまちの実現	 松本高志
●愛知県豊橋市	 私たちがつくる　未来をつくる	 鈴木宏尚
●京都府亀岡市	 世界に誇れる環境先進都市への歩み	 辻慎太郎
●兵庫県神戸市	 「こうべハーベスト」で資源循環	 武村晃太郎
●鳥取県日南町	 古くからの森のめぐみを生かす	 荒金太郎
●徳島県上勝町	 小さな町の大きな挑戦	 栗林七波
●福岡県北九州市	 日本一住みよいまちを目指して	 栗原健太郎

【特集編では基調論文、全12事例を全て掲載～特集編のみに掲載される事例は以下の通り】

秋の10線防風林

グラビア

28都道府県漫遊� 【埼玉県】
手前みそですが…�【大分県豊後大野市】

1		 巻頭エッセー／お互いに幸福を守り育てる希望郷いわてを目指して� 達増拓也（岩手県知事）

特  集 SDGsと地域活性化（2）〜環境〜
地域活性化を進めるに当たっては、SDGsの理念に沿った取り組みが政策全体を最適化し課題解決を加速するとも言
われる。「持続可能な消費と生産」に焦点を当てた７月号に続き、今号は「環境」に関する自治体の取り組みを紹介。

2	 基調論文 	 自由と環境のつながりから SDGs を考える	 高井　亨（公立鳥取環境大学
准教授　　　　 ）

6	 北海道上士幌町	 未来へつなぐ持続可能なまちづくり	 井溪雅晴

8	 岡山県、広島県、香川県、愛媛県
	 	 海ごみゼロに向けて	 松浦正樹

10	 沖縄県恩納村	 「サンゴの村宣言」SDGs プロジェクト	 冨着　開

12	 副基調論文 	 環境で地域を元気にする地域循環共生圏・ローカルSDGs	 佐々木真二郎（環境省大臣官房環境計画課
企画調査室長　　　　　 ）

レギュラーリポート

“がんばる地域” 応援事業　北海道芽室町
ＮＰＯ設立し商店継続、異世代交流
	 蘆田千秋

地域づくりは人づくり
人々がチャレンジできる環境をつくり地域をアップデートする
	 圓山晃歩

地域トピックス　北海道石狩市
「農作業×休暇」による農的関係人口の創造
	 河田寛史

2020年度 国内調査報告
埼玉県、神奈川県葉山町、宮崎県都城市
人を集めるソーシャルメディア利活用術

16

18

20

22

《連載》連携団体の取り組み③
エヌピーオー・フュージョン長池／芸術と遊び創造協会
協働による都市公園管理を軸に地域活性化
	 田所　喬
日本初！�徳島で県立「木育ミュージアム」誕生！
	 馬場　清

書籍紹介　「過疎再生�奇跡を起こすまちづくり」
首長の思い
子育て支援やスマートな市政運営を推進
	 河井規子（京都府木津川市長）

24

26

27

豊後大野市

大
分
県

274

豊後大野市は、大分県の南西部に位置し、県土の9.5％を占め
る約600平方㌔の広大な土地を擁しており、市内の南西部に

は祖
そ

母
ぼ

・ 傾
かたむき

山系の急峻な山々が連なり、中域には母なる川「大
野川」が流れています。温暖な気候と肥沃な大地、そして清らか
で豊富な水の恩恵を受けながら作られる野菜は「大分の野菜畑」
と呼ばれるほど多彩でおいしく、四季を通じてさまざまな旬の野
菜を楽しむことができます。
さらに、豊かな自然に恵まれた大地や文化継承などが高く評価
され、九州で唯一「日本ジオパーク」と「ユネスコエコパーク」の
両方に認定されています。
また、「おんせん県おおいた」にあって温泉のない本市では、こ
の素晴らしい自然や大地を文字通り体感できるアウトドア・サウナ
を観光資源として活用するため、令和3年7月に「サウナのまち」
を宣言しました。今後は地域と連携して自然と共生した持続可能な
豊後大野市づくりに取り組んでいきます。

█普光寺磨崖仏
国内最大級の大きさを誇る磨崖仏と並ん
で瞑想体験もできる

█原
はら
尻
じり
の滝

日本の滝百選。幅120㍍、高さ20㍍で平
野の中に突如現れる珍しい滝。間近で滝
の迫力を感じることができる

█豊のしゃも
脂肪が少なく、しゃも独特のコクとうま
みのある最高級の地鶏肉

█チューリップフェスタ
原尻の滝周辺に 100 種類約 40 万球の
チューリップが咲き誇り、多くの観光客
を出迎える

█稲
いな
積
づみ
水中鍾乳洞

３億年の歳月をかけて形成された日本最
長の水中鍾乳洞。サウナ体験や洞内ダイ
ビング体験も！

█御
おん
嶽
だけ
神楽

国指定重要無形民俗文化財。市内には神
楽や獅子舞、白熊など数多くの郷土芸能
が受け継がれている

█サウナのまち豊後大野
川サウナや鍾乳洞サウナなど
大自然を満喫できるアウトド
ア・サウナで「ととのう」体
験を！
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SDGsと地域活性化（2）〜環境〜
地域活性化を進めるに当たっては、SDGsの理念に沿った取り組みが政策全体を最適化し課題解決を加速するとも言われる。「持
続可能な消費と生産」に焦点を当てた７月号に続き、今号は「環境」に関する自治体の取り組みを紹介。

北海道上士幌町（p６-７）
居辺集中バイオガスプラント
1神奈川県横浜市（p８-９）

独自認証制度「Y-SDGs」の最上位supreme
2

富山県氷見市（p10-11）
氷見市役所で行われた設立記者会見
3

福井県大野市（p12-13）
市内の湧水の温度を測定する子どもたち
4

愛知県豊橋市（p14-15）
国内最大規模の複合バイオマス施設
5京都府亀岡市（p16-17）

７×８mの巨大エコバッグ「フライバッグ」
6

1

2

圏
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
うW

eb

サ
イ
ト

を
２
０
１
９
年
に
立
ち
上
げ
た
（
５
）。
共
生
圏
を
創
造

す
る
た
め
の
手
引
き
や
、
他
省
庁
も
含
め
た
支
援
制
度
や

分
析
ツ
ー
ル
の
紹
介
等
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
「
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
」（
２
０
２
１
年
度
は
36
地
域
で
実
施
）
や
、
共

生
圏
を
担
う
人
材
を
育
て
る
「
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
リ
ー

ダ
ー
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

〝m
igakiba

（
ミ
ガ
キ
バ
）〟」

（
６
）
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い
と
考
え
行
動
す

る
人
た
ち
が
「
学
び
」「
つ
な
が
る
」
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
先
生
や
先
輩
か
ら
学
び
、
地

域
や
企
業
の
仲
間
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
場
「
寺
子

屋
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
。

暮
ら
し
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

環
境
省
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド

共
生
圏
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
地
域
で
実
践
す
る
こ
と
だ
が
、

環
境
省
で
は
一
人
一
人
、
一
社
一
社
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
転
換
、
つ
ま
り
「
暮
ら
し
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
関
す
る
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。
環
境
に
配
慮
し
た
農
産
物
を
作

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
取
り
組
み
に
共
感
し
て
購
入
す
る

消
費
者
が
い
な
け
れ
ば
、
持
続
可
能
な
事
業
と
は
な
ら
な

い
。
単
に
安
さ
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
災
害
時
の
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
や
地
域
経
済
構
造
も
考
え
、
地
域
の
小
さ
な
商

店
を
消
費
者
が
買
い
支
え
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
と
な
る
。
企
業
が
単
に

利
益
を
追
求
す
る
の
み
で
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の
調
和

を
崩
し
、
社
会
的
弱
者
や
自
然
環
境
に
し
わ
寄
せ
を
も
た

ら
す
よ
う
な
経
営
を
続
け
る
よ
う
で
も
持
続
可
能
な
社
会

会
議
体
を
活
用
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
例

や
、
明
確
な
会
議
体
が
存
在
し
な
い
中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
形
で
は
な
く
中
身
（
信
頼

関
係
、
情
報
の
質
と
量
、
関
係
者
の
熱
量
・
主
体
性
・
ワ

ク
ワ
ク
感
等
）
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
合
意
形
成
の

た
め
の
協
議
会
・
検
討
会
だ
け
で
は
な
く
、
自
由
な
意
見

交
換
が
で
き
、気
づ
き
が
生
ま
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

会
議
前
後
の
雑
談
の
時
間
の
よ
う
な
出
会
い
と
学
び
の
場

が
必
要
と
な
る
。

地
域
同
士
や
企
業
、
金
融
機
関
等
の
人
々
が
出
会
い
、

た
が
い
に
学
び
あ
い
、
連
携
し
て
共
生
圏
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
応
援
す
る
た
め
に
、
環
境
省
で
は
全
国
を
対
象

と
し
て
「
環
境
省
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

－

地
域
循
環
共
生

は
実
現
し
な
い
。
資
源
や
お
金
の
循
環
だ
け
で
な
く
、

「
人
々
の
想
い
の
循
環
」
が
必
要
で
あ
る
。

環
境
省
で
は
、「
環
境
と
社
会
に
よ
い
暮
ら
し
」
を
実

践
し
て
い
る
優
れ
た
活
動
や
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
グ

ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
」
を
行
っ
て
い
る
（
７
）。
グ
ッ

ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
のW

eb

サ
イ
ト
で
は
、
過
去
の
受

賞
事
例
の
記
事
や
、
受
賞
後
の
取
り
組
み
の
発
展
状
況
を

紹
介
す
る
動
画
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事

業
の
具
体
例
を
豊
富
に
紹
介
し
て
い
る
。
環
境
で
地
域
を

元
気
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
あ
る
。
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兵庫県神戸市（p18-19）
下水汚泥を有効利用した肥料「こうべ再生リン」
7鳥取県日南町（p20-21）

平井伸治鳥取県知事も出席したＪ−クレジット売買契約調印式
8

福岡県北九州市（p26-27）
北九州市響灘地区の風力発電
11沖縄県恩納村（p28-29）

きれいなサンゴ（写真提供＝沖縄ダイビングサービス ラグーン）
12

徳島県上勝町（p24-25）
上勝町ゼロ・ウェイストセンター
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岡山県、広島県、香川県、愛媛県（p22-23）
日本財団と4県による

「瀬戸内オーシャンズX」調印式
（写真提供＝日本財団）
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基調論文Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
２
０
１
５
年
９
月
に
国
連
総
会
で
採
択

さ
れ
た
「
我
々
の
世
界
を
変
革
す
る
︱
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」（
以
下
「
２
０
３
０

ア
ジ
ェ
ン
ダ
」）
に
記
載
さ
れ
た
２
０
１
６
年
か
ら
２
０

３
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
₁₇
の
ゴ
ー
ル
と
１
６
９
の
タ

ー
ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
国
際
目
標
で
あ
り
、「
共
通
言
語
」

と
も
言
わ
れ
る
。

内
容
を
端
的
に
表
す
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
「
普
遍
（
す

べ
て
の
国
が
取
り
組
む
）」「
包
摂
（
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
）」「
五
つ
の
Ｐ
（
₁₇
の
ゴ
ー
ル
を
人
間
、
地
球
、
繁
栄
、

平
和
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
五
つ
に
ま
と
め
た
も
の
）」

「
統
合
性
（
経
済
・
社
会
・
環
境
間
の
不
可
分
な
相
互
連

関
性
）」「
参
画
型
（
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
役

割
を
担
う
）」「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
あ
る
べ
き
将

来
像
か
ら
現
在
な
す
べ
き
こ
と
を
導
く
）」そ
し
て「
変
革
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
い
っ
た
い
何
を
「
普
遍
」
な

も
の
と
し
た
い
の
か
。
現
状
を
ど
ん
な
世
界
へ
と「
変
革
」

し
た
い
の
か
。
そ
れ
を
端
的
に
把
握
す
る
こ
と
こ
そ
が
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
的
・
羅
列
的
な
理
解
か
ら
、
統

合
的
な
理
解
へ
と
導
い
て
く
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
核

そ
の
た
め
に
は
２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
全
体
に
目
を
通

せ
ば
よ
い
が
、
こ
こ
で
は
近
道
と
し
て
そ
の
前
文
の
第
３

パ
ラ
グ
ラ
フ
ま
で
（
注
１
）
を
読
む
こ
と
を
勧
め
た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
詰
ま
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

当
該
箇
所
を
一
読
し
て
わ
か
る
こ
と
は
上
述
の
キ
ー
ワ

ー
ド
の
う
ち
「
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
」
以
外
の
す
べ

て
が
登
場
し
、ひ
と
つ
な
が
り
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
だ
。

そ
し
て
傍
線
（
注
１
参
照
）
に
着
目
し
て
読
む
と
、
こ
れ

ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
底
流
し
、
文
書
全
体
に
有
機
的
連
関

を
与
え
る
も
の
が
「
人
間
の
尊
厳
」
や
「
人
権
」
の
概
念

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
ゆ
え
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
環
境
へ

の
ス
タ
ン
ス
は
、（
人
権
の
中
で
最
も
基
本
的
権
利
で
あ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

自
由
と
環
境
の
つ
な
が
り
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
考
え
る

︱
我
々
が
変
革
す
べ
き
は
何
か
︱

高
井
　
亨

公
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鳥
取
環
境
大
学
准
教
授
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る
）
生
存
権
を
保
障
す
る
た
め
に
「
地
球
を
癒
や
し
安
全

に
す
る
」
と
い
う
、
人
間
中
心
的
な
色
合
い
を
帯
び
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
前
文
」
後
半
の
「
地

球
」
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
い
て
、
人
類
が
地
球
を
破
壊
か

ら
守
る
意
義
を
「
地
球
が
現
在
及
び
将
来
の
世
代
の
需
要

を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
も
や
は
り
明
ら
か
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
人
間
に
よ
る
利

用
が
前
提
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
地
球
を
守
ら
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
以
上
は
、
自
明
の
よ
う
だ
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
お
け
る
環
境
の
位
置
づ
け
を
端
的
に
表
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
自
由

さ
て
、
人
権
、
な
か
ん
ず
く
人
権
概
念
の
中
心
的
位
置

づ
け
に
あ
る
「
尊
厳
」
が
、
実
の
と
こ
ろ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
核

心
的
概
念
で
あ
る
と
述
べ
た
（
な
お
「
尊
厳
」
と
い
う
文

言
は
上
記
引
用
箇
所
に
は
な
い
が
、
す
ぐ
後
の
「
人
間
」

の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
登
場
す
る
）。
と
こ
ろ
で
人
権
は
自
由

主
義
（
注
２
）
の
産
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
は
自
由
な
い
し
自
由
主
義
を
普
遍
的
な
も
の
と

し
、
そ
れ
ら
が
あ
ま
ね
く
行
き
渡
っ
た
世
界
へ
と
変
革
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
実
際
にliberal/liberty

とfree/freedom

と
の
間
に
は
意
味
合
い
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、

自
由
（free/freedom

）
と
い
う
文
言
が
２
０
３
０
ア

ジ
ェ
ン
ダ
に
は
し
ば
し
ば
現
れ
る
。
前
文
の
第
１
パ
ラ
グ

ラ
フ
に
お
い
て
も
「
よ
り
大
き
な
自
由
」
と
い
う
表
現
が

見
出
さ
れ
る
。

自
由
と
環
境
の
不
都
合
な
関
係

以
上
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
自
由
な
い
し
自
由
主
義
と
い
う

観
点
か
ら
把
握
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
以
下
で
は
こ
の

視
角
を
援
用
し
各
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
状
況
を
読
み
と
く
。

ベ
ル
テ
ル
ス
マ
ン
財
団
お
よ
び
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
報
告
書

「
持
続
可
能
な
開
発
レ
ポ
ー
ト
２
０
２
１
」
に
よ
れ
ば
、

日
本
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
全
体
の
到
達
度
は
１
０
０
点
満
点
中
₇8

点
で
あ
り
、
十
分
な
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
た
１
６
５
カ
国
中

₁8
位
と
な
っ
て
い
る
。
上
位
３
カ
国
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

（
85
・
９
点
）、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
（
85
・
６
点
）、
デ
ン
マ

ー
ク
（
84
・
９
点
）
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
数
値
は

9₁
の
指
標
を
合
成
し
算
出
さ
れ
て
い
る
が
、
国
連
が
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
到
達
度
を
測
定
す
る
た
め
に
設
定
し
た
２
３
２
の

指
標
を
必
ず
し
も
用
い
て
い
な
い
。
多
く
の
国
に
お
い
て

統
計
が
十
分
に
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

次
い
で
、
環
境
面
の
ゴ
ー
ル
₁₃
～
₁5
の
到
達
度
を
、
各

ゴ
ー
ル
の
到
達
度
の
算
術
平
均
に
よ
っ
て
確
認
す
る
。
日

本
は
₆0
・
７
点
で
１
４
０
位
と
な
っ
て
い
る
。
上
位
３
カ

国
は
、
総
合
結
果
が
最
下
位
の
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国

（
94
・
８
点
）、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
（
9₁
・
０
点
）、
ブ
ル

ン
ジ
（
88
・
５
点
）
で
あ
る
。
総
合
結
果
の
上
位
３
カ
国

は
い
ず
れ
も
₇0
点
台
で
あ
る
。

こ
の
結
果
を
読
み
と
く
た
め
に
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と

い
う
眼
鏡
を
通
そ
う
。
各
国
の
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
世

界
銀
行
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
取
得
）
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到
達

度
お
よ
び
環
境
面
の
到
達
度
と
の
関
係
に
は
、
前
者
に
正

の
相
関
（
図
１
）、
後
者
に
負
の
相
関
（
図
２
）
が
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
実
は
因
果
関
係
で
あ
る
。
経
済
が
発

展
す
る
こ
と
で
人
間
開
発
・
社
会
開
発
が
成
し
遂
げ
ら
れ
、

そ
の
一
方
で
環
境
負
荷
は
増
大
し
て
き
た
の
だ
。
評
価
結

果
は
こ
の
こ
と
を
如
実
に
語
っ
て
い
る
。

で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
自
由
な
い
し
自
由
主
義
の

拡
大
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到
達
度
と
の
間
に
は
ど
ん
な
関
係
が
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
に
答
え
る
前
に
、
国
の
自
由
度

と
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
の
関
係
に
着
目
し
よ
う
。
国
の

自
由
度
は
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
リ
ー
ダ
ム
ハ
ウ
ス
が

公
表
す
るFreedom
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（
Ｆ
Ｉ
Ｗ
）

よ
り
得
る
。
こ
れ
ら
の
関
係
を
確
認
す
る
と
、
国
の
自
由

注
１　

前
文
の
第
３
パ
ラ
グ
ラ
フ
ま
で
は
以
下
の
通
り
で
あ
る（
傍

線
は
筆
者
）。

　
「
こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
人
間
、
地
球
及
び
繁
栄
の
た
め
の
行
動

計
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
よ
り
大
き
な
自
由
に
お
け
る
普
遍

的
な
平
和
の
強
化
を
追
求
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
我
々
は
、
極
端

な
貧
困
を
含
む
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
と
側
面
の
貧
困
を
撲
滅
す
る
こ

と
が
最
大
の
地
球
規
模
の
課
題
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
不
可
欠
な
必
要
条
件
で
あ
る
と
認
識
す
る
。

　

す
べ
て
の
国
及
び
す
べ
て
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
は
、
協
同
的

な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
こ
の
計
画
を
実
行
す
る
。
我
々
は
、

人
類
を
貧
困
の
恐
怖
及
び
欠
乏
の
専
制
か
ら
解
き
放
ち
、
地
球
を

癒
や
し
安
全
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
て
い
る
。
我
々
は
、
世
界
を

持
続
的
か
つ
強
靱
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
）
な
道
筋
に
移
行
さ
せ
る
た

め
に
緊
急
に
必
要
な
、
大
胆
か
つ
変
革
的
な
手
段
を
と
る
こ
と
に

決
意
し
て
い
る
。
我
々
は
こ
の
共
同
の
旅
路
に
乗
り
出
す
に
あ
た

り
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
誓
う
。

　

今
日
我
々
が
発
表
す
る
17
の
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
目
標

（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
と
、
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
こ
の
新
し
く
普
遍

的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
の
規
模
と
野
心
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
目

標
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
を

基
に
し
て
、
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
も
の

を
全
う
す
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て

の
人
々
の
人
権
を
実
現
し
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
す
べ
て
の
女
性

と
女
児
の
能
力
強
化
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
れ
ら
の
目

標
及
び
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
、
統
合
さ
れ
不
可
分
の
も
の
で
あ
り
、
持

続
可
能
な
開
発
の
３
側
面
、
す
な
わ
ち
経
済
、
社
会
及
び
環
境
の

３
側
面
を
調
和
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。」

注
２　

こ
こ
で
い
う
自
由
主
義
は
、
自
由
主
義
の
多
様
な
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
（
古
典
的
自
由
主
義
や
現
代
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
か
ら
、
は

た
ま
た
リ
バ
タ
リ
ア
ニ
ズ
ム
ま
で
）
を
区
別
す
る
も
の
で
は
な
く

「
個
人
の
自
由
を
尊
重
す
る
立
場
」
全
般
を
指
す
。

特 集
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度
（
０
～
１
０
０
で
評
価
し
、
値
が
大
き
い
ほ
ど
自
由
）

と
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
間
に
、
そ
れ
ほ
ど
明
瞭
な
関
連

性
は
見
ら
れ
な
い
（
図
３
）。
こ
れ
は
Ｆ
Ｉ
Ｗ
が
基
本
的

人
権
に
重
き
を
お
き
、
市
場
の
自
由
度
を
測
定
す
る
指
標

で
は
な
い
た
め
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
注
意
深
く
観
察
す
る

と
、
自
由
度
が
お
お
よ
そ
40
点
以
上
の
国
で
は
、
国
の
自

由
度
が
上
が
る
と
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大
き
く
な
り
、

そ
れ
以
下
の
国
で
は
、
国
の
自
由
度
が
下
が
る
と
１
人
あ

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大
き
く
な
る
と
い
う
、
Ｕ
字
型
の
関
係
が

弱
い
な
が
ら
も
確
認
さ
れ
る
。

以
上
の
分
析
を
統
合
す
る
と
、
国
の
自
由
度
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
達
成
と
の
間
に
は
次
の
よ
う
な
関
係
が
成
り
立
つ
こ
と

が
わ
か
る
。
①
自
由
度
が
一
定
以
上
の
国
々
で
は
、
自
由

度
の
向
上
→
１
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
→
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到

達
度
の
上
昇
（
環
境
面
の
到
達
度
に
つ
い
て
は
低
下
）
②

自
由
度
が
一
定
以
下
の
国
々
で
は
、
自
由
度
の
低
下
→
１

人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
→
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到
達
度
の
上
昇

（
環
境
面
の
到
達
度
に
つ
い
て
は
低
下
）。
結
果
、
自
由
度

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到
達
度
の
関
係
は
図
４
（
Ｕ
字
型
）、
環
境

面
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
到
達
度
と
の
関
係
は
図
５
（
逆
Ｕ
字
型
）

の
よ
う
に
な
る
。

上
記
の
よ
う
な
因
果
連
鎖
の
解
釈
に
は
細
心
の
注
意
を

要
す
る
が
、
現
状
で
は
、
日
本
を
含
む
高
い
自
由
度
を
誇

る
国
に
お
い
て
、
自
由
度
が
増
す
と
環
境
面
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

達
成
度
は
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
る
。

地
域
に
お
け
る
自
由
と
環
境
の 

よ
い
つ
な
が
り

で
は
、
こ
の
よ
う
な
望
ま
し
く
な
い
つ
な
が
り
を
断
ち

切
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
で
は
、
そ
の
可

能
性
に
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
事
例
を
、
日
本
国
内
の

地
域
か
ら
取
り
上
げ
る
。

事
例
１　

岡
山
県
西
粟
倉
村

岡
山
県
西
粟
倉
村
は
鳥
取
県
と
兵

庫
県
と
の
県
境
に
位
置
す
る
人
口
約

１
４
０
０
人
の
村
で
あ
る
。
村
の
総

面
積
の
95
％
を
森
林
が
占
め
、
そ
の

う
ち
85
％
は
人
工
林
で
あ
る
。
村
は

２
０
０
８
年
よ
り
「
百
年
の
森も

り林
構

想
」
を
掲
げ
、
村
内
の
森
林
を
集
約

管
理
し
、
伐
採
時
期
を
迎
え
た
50
年

生
の
人
工
林
を
さ
ら
に
50
年
間
整
備

し
続
け
る
こ
と
で
、１
０
０
年
生
の
森
林
に
囲
ま
れ
た「
上

質
な
田
舎
」を
作
る
こ
と
に
着
手
し
た
。
こ
の
事
業
で
は
、

上
流
の
森
林
管
理
に
関
わ
る
施
業
か
ら
下
流
の
製
品
化
ま

で
を
村
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
担
い
、
木
材
の
付
加
価

値
が
村
内
に
還
流
す
る
仕
組
と
な
っ
て
い
る
。林
地
残
材
、

Ｃ
材
（
枝
や
曲
が
り
材
な
ど
）、
端
材
を
村
の
公
共
施
設

や
温
泉
施
設
で
熱
利
用
し
て
お
り
、
域
内
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
循
環
も
図
ら
れ
て
い
る
。
村
で
は
さ
ら
な
る
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
拡
大
を
目
指
し
て
お
り
実
質
的
な

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
低
減
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

村
内
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
育
成
は
、
エ
ー
ゼ
ロ
株
式

会
社
が
担
っ
て
い
る
。
同
社
の
企
業
育
成
方
針
は
ユ
ニ
ー 図５　国の自由度と環境面のSDGs 到達度の関係

図 4　国の自由度とSDGs 到達度の関係

図 3　国の自由度と 1人あたりGDPの関係

図２　1人あたりGDPと環境面のSDGs 到達度の関係

図 1　1人あたりGDPと SDGs 到達度の関係
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ク
で
、
社
長
の
牧
大
介
氏
に
よ
れ
ば
「
計
画
し
な
い
・
合

意
形
成
し
な
い
・
前
例
に
従
わ
な
い
」と
い
う
も
の
だ
。「
計

画
・
合
意
形
成
・
前
例
」
が
、
個
人
的
に
責
任
を
負
わ
な

い
た
め
の
手
段
に
し
か
な
っ
て
お
ら
ず
、
責
任
を
負
う
覚

悟
で
行
動
で
き
る
人
が
増
え
る
と
よ
い
、
と
の
考
え
に
よ

る
。
自
由
と
自
己
責
任
が
徹
底
し
て
貫
か
れ
、
一
見
シ
ビ

ア
に
映
る
も
の
の
、「
本
当
に
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
」（
こ

れ
ぞ
自
由
の
本
質
）
で
な
け
れ
ば
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続
け
る

の
は
難
し
い
た
め
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
メ
ン
タ
ー
に
よ
る

支
援
体
制
も
充
実
し
て
お
り
、
現
在
ま
で
に
45
社
が
起
業

し
、
総
売
上
は
年
間
₂₁
億
円
に
の
ぼ
る
。

以
上
を
簡
潔
に
ま
と
め
よ
う
。
西
粟
倉
村
は
、
企
業
育

成
の
場
面
に
お
い
て
自
由
の
精
神
を
重
視
し
、
多
く
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
を
輩
出
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
育
成
さ
れ

た
企
業
の
多
く
が
村
内
の
自
然
資
本
を
持
続
可
能
な
形
で

利
用
す
る
事
業
形
態
を
と
る
こ
と
で
、
自
由
と
環
境
の
よ

い
つ
な
が
り
を
生
ん
で
い
る
。

事
例
２　

大
牟
田
市
動
物
園

自
由
の
概
念
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
環
境
へ
よ
い
影

響
を
与
え
う
る
取
り
組
み
が
大
牟
田
市
動
物
園
（
以
下
、

園
）
で
行
わ
れ
て
い
る
。
園
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
ロ
ー
カ
ラ
イ

ズ
し
、「
動
物
福
祉
を
伝
え
る
動
物
園
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
の
も
と
、「
動
物
福
祉
」
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
へ
の
取

り
組
み
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
。
動
物
福
祉
と
は
「
動

物
の
身
体
的
、
心
理
的
両
面
に
お
け
る
よ
き
生
」
の
こ
と

で
あ
り
、
英
国
家
畜
動
物
福
祉
協
議
会
が
提
唱
し
た
「
５

つ
の
自
由
」
に
、
そ
の
思
想
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
そ
れ

ら
は
①
飢
え
と
乾
き
か
ら
の
自
由
②
不
快
か
ら
の
自
由
③

痛
み
・
障
害
・
病
気
か
ら
の
自
由
④
正
常
な
行
動
を
表
出

す
る
自
由
⑤
恐
怖
と
苦
悩
か
ら
の
自
由
︱
︱
で
あ
る
。

注
目
す
べ
き
取
り
組
み
は
以
下
の
二
つ
で
あ
る
。
一
つ

は
、
飼
育
動
物
が
生
得
的
本
能
に
基
づ
き
正
常
な
行
動
を

発
現
で
き
る
よ
う
、
飼
育
環
境
に
工
夫
を
加
え
る
「
環
境

エ
ン
リ
ッ
チ
メ
ン
ト
」
で
あ
る
。
園
で
は
、
給
餌
方
法
や

展
示
場
内
の
設
備
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
凝
ら
し
動
物
の

Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
飼
育
動
物
の
心

身
の
健
康
管
理
を
動
物
の
協
力
を
得
て
行
う
「
ハ
ズ
バ
ン

ダ
リ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
で
あ
る
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
結

果
、
通
常
は
き
わ
め
て
困
難
と
さ
れ
る
無
麻
酔
採
血
も
行

わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、
来
園
者
に
動
物
の
自
然
な

行
動
を
目
に
す
る
機
会
を
提
供
し
、
動
物
た
ち
の
本
来
の

生
息
環
境
へ
と
来
園
者
が
思
い
を
は
せ
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
そ
れ
は
結
果
的
に
、
野
生
動
物
の
生
息
地
（
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
途
上
国
）
の
保
護
へ
理
解
を
促
す
だ
ろ
う
。
園

の
取
り
組
み
は
、
自
由
の
一
部
を
動
物
園
の
動
物
へ
押
し

広
げ
る
こ
と
が
、
環
境
へ
の
よ
い
連
鎖
を
生
む
契
機
と
な

り
う
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

環
境
の
た
め
の
自
由
へ

さ
て
、
以
上
は
あ
く
ま
で
限
ら
れ
た
事
例
で
あ
る
。
そ

こ
で
、
自
由
と
環
境
と
の
よ
い
つ
な
が
り
を
普
遍
的
に
生

み
出
す
た
め
の
道
筋
を
、
残
さ
れ
た
紙
幅
で
考
え
た
い
。

い
ま
、
人
類
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
共
通
言
語
を
手
に
入

れ
て
お
り
、
₁₇
の
ゴ
ー
ル
に
照
ら
し
「
正
し
い
」
行
動
を

選
択
で
き
る
。
ゆ
え
に
人
類
の
持
続
可
能
性
へ
の
道
は
開

か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
し
、
自
由
と
環
境
の
望
ま

し
く
な
い
つ
な
が
り
も
改
善
さ
れ
そ
う
に
映
る
。し
か
し
、

こ
の
言
語
が
正
し
け
れ
ば
正
し
い
ほ
ど
、
人
間
は
往
々
に

し
て
こ
の
枠
内
で
の
み
思
考
を
完
結
さ
せ
て
し
ま
う
。
こ

こ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
落
と
し
穴
が
あ
る
。
１
６
９
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
含
ま
れ
な
い
も
の
は
重
要
で
は
な
い
と
み
な
さ

れ
、
省
み
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
る
の
だ
。
取
り
残
さ
れ

る
も
の
が
ど
れ
だ
け
あ
っ
た
と
し
て
も
、
だ
。

実
際
、
国
連
事
務
総
長
よ
り
任
命
さ
れ
た
独
立
し
た
科

学
者
の
グ
ル
ー
プ
は
「
持
続
可
能
な
開
発
に
関
す
る
グ
ロ

ー
バ
ル
・
レ
ポ
ー
ト
２
０
１
９
」
の
中
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
欠

け
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
市
民
か
ら
公
募
し
取
り
上

げ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は「
長
期
間
に
わ
た
る
武
力
紛
争
」「
牧

畜
」「
精
神
的
価
値
」「
文
化
」「
薬
物
中
毒
」「
動
物
福
祉
」

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
編
集
と
ト
ラ
ン
ス
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
で
あ

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
よ
り
大
き
な
自
由
を
求
め
る
の
で
あ
れ

ば
、
欠
落
は
他
に
も
あ
る
だ
ろ
う
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
は

現
代
人
に
課
さ
れ
た
至
上
命
題
で
あ
る
と
し
て
も
、
こ
れ

を
万
能
な
共
通
言
語
と
決
め
込
む
姿
勢
は
危
険
で
あ
る
。

そ
こ
で
い
ま
一
度
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
思
想
の
中
核
で
あ
る

「
自
由
」
と
は
何
か
を
問
い
た
い
。
こ
の
問
い
こ
そ
、
自

由
と
環
境
の
つ
な
が
り
を
抜
本
的
に
変
革
す
る
た
め
の
起

点
と
な
る
か
ら
だ
。
筆
者
が
考
え
る
と
こ
ろ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

が
人
類
の
共
通
言
語
な
ら
ば
、「
自
由
」
は
「
感
覚
を
有

す
る
（
意
識
あ
る
）
存
在
に
と
っ
て
の
共
通
言
語
」
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
現
代
に
お
け
る
自
由
は
、
も
は
や
人
間
だ

け
の
占
有
物
で
は
な
い
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
「
よ
り
大
き
な
自

由
」
を
追
求
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
科
学
が
動
物
と
人
間
と

の
連
続
性
を
示
し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
通
り
、
こ
れ

を
人
間
に
限
る
理
由
は
な
い
。
人
類
は
「
自
由
」
の
概
念

こ
そ
を
「
変
革
」
す
べ
き
と
き
に
あ
る
。
我
々
は
、
新
た

な
自
由
の
下
に
「
共
通
言
語
」
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と

き
、
人
類
以
外
の
生
命
を
も
尊
重
し
、
お
の
ず
と
自
由
と

環
境
が
両
立
さ
れ
た
、
真
に
持
続
可
能
な
地
球
の
一
員
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
。

特 集
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特 集
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
で
内
閣
官
房
長
官
賞

上
士
幌
町
は
、
北
海
道
中
央
部
に
位
置
し
、
東
京
都
23

区
を
超
え
る
約
７
０
０
平
方
㌖
の
広
大
な
面
積
に
人
口
約

５
０
０
０
人
、
牛
約
４
万
頭
が
暮
ら
す
、
酪
農
・
畑
作
を

中
心
と
し
た
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
ま
ち
で
す
。
林
業

の
衰
退
や
旧
国
鉄
士
幌
線
の
廃
止
な
ど
で
、
１
９
５
５
年

の
１
万
３
６
０
８
人
を
ピ
ー
ク
に
人
口
の
減
少
・
流
出
が

続
き
、
２
０
１
５
年
に
は
４
８
８
６
人
に
ま
で
減
少
、
65

歳
以
上
の
高
齢
化
率
も
35
・
２
％
と
少
子
高
齢
化
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け

る
た
め
、
寄
付
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
を
原
資
と
し
て
、

給
食
費
を
含
む
認
定
こ
ど
も
園
の
保
育
料
10
年
間
完
全
無

料
化
や
賃
貸
住
宅
の
建
設
費
補
助
、
農
業
生
産
法
人
の
規

模
拡
大
、
無
料
職
業
紹
介
な
ど
、
暮
ら
し
・
住
ま
い
・
働

く
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
若
年

◆◆◆

層
の
移
住
者
は
増
え
、
高
齢
化
に
歯
止
め
が
か
か
る
と
と

も
に
、
町
民
の
所
得
水
準
が
上
昇
し
、
税
収
も
増
加
す
る

な
ど
、
ま
ち
に
活
気
が
戻
り
始
め
、
人
口
は
半
世
紀
ぶ
り

に
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
山
村
と
い
う
地
域
特

性
か
ら
食
料
自
給
率
の
向
上
、
家
畜
ふ
ん
尿
を
資
源
と
し

た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
の
取
り

組
み
を
進
め
、
食
料
自
給
率
は
約
３
５
０
０
％
、
町
内
主

要
施
設
に
お
け
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給

率
は
１
０
０
％
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
昨
年
12
月
に
政
府

の
「
第
４
回
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
に
お
い
て

内
閣
官
房
長
官
賞
を
受
賞
し
、
今
年
５
月
に
は
、
内
閣
府

の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
並
び
に
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

モ
デ
ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

家
畜
ふ
ん
尿
で
発
電
、
肥
料
・
熱
源
に
も

酪
農
・
畜
産
業
の
拡
大
に
よ
り
、
飼
育
す
る
牛
の
数
が

◆◆◆

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
牛
が
１
日
に
出
す
ふ
ん
尿
は
、
約

70
㌔
。
大
規
模
農
家
で
は
１
日
数
百
㌧
に
も
及
び
、
ふ
ん

尿
の
適
正
な
処
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

町
内
の
農
業
関
係
者
で
、
家
畜
ふ
ん
尿
処
理
の
課
題
整
理

と
調
査
研
究
を
行
い
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
設
置
を
進
め
、
現
在
は
町
内
６
カ
所
、
計
７

基
の
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

家
畜
の
ふ
ん
尿
は
、
農
家
に
よ
っ
て
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ

ン
ト
に
持
ち
込
ま
れ
、集
め
ら
れ
た
ふ
ん
尿
は
約
40
日
間
、

40
度
で
発
酵
さ
せ
、発
生
す
る
メ
タ
ン
ガ
ス
を
取
り
出
し
、

こ
れ
を
燃
料
に
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
し
て
発
電
し
ま

す
。
発
電
さ
れ
た
電
気
は
電
力
会
社
に
売
電
さ
れ
、
町
や

ガ
ス
会
社
、
金
融
機
関
等
で
出
資
す
る
地
域
商
社
「
株
式

会
社karch

」
が
運
営
す
る
小
売
電
気
事
業
者
「
か
み
し

ほ
ろ
電
力
」
が
買
い
戻
す
形
で
、
町
内
に
供
給
し
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
か
ら
、
町
内
の
公
共
施
設
や
農
協
施
設

に
お
い
て
電
力
の
供
給
が
開
始
さ
れ
、
現
在
で
は
町
内
の

農
家
や
事
業
者
、
一
般
家
庭
へ
と
電
気
の
供
給
先
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
発
酵
後
に
残
る
消
化
液
は
、
固
体
と
液
体
に
分

け
ら
れ
、
固
体
は
牛
の
寝
わ
ら
な
ど
に
、
液
体
は
肥
料
と

し
て
デ
ン
ト
コ
ー
ン
畑
な
ど
に
再
利
用
し
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
余
剰
と
な
る
バ
イ
オ
ガ
ス
を
熱
源
に
利
用
し
、
イ
チ

ゴ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
ハ
ウ
ス
施
設
栽
培
に
役
立
て
る
な

ど
、
ふ
ん
尿
も
重
要
な
資
源
と
し
て
活
用
す
る
無
駄
の
な

い
仕
組
み
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
移
動
・
物
流
な
ど
利
便
性
向
上

ま
ち
の
持
続
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

や
業
務
の
効
率
化
、
大
都
市
圏
か
ら
の
距
離
の
ハ
ン
デ
ィ
を

◆◆◆

北
海
道
上
士
幌
町

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

井
溪
　
雅
晴

上
士
幌
町
企
画
財
政
課 

主
幹

―
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
構
築
と

�

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
か
み
し
ほ
ろ
の
実
現
―

未
来
へ
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
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な
く
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ

を
は
じ
め
と
す
る
次
世
代
高
度
技
術
は
、
本
町
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
の
技
術
革
新
を
促
す
と
と
も
に
、
移
動
や

物
流
な
ど
住
民
生
活
に
お
け
る
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
カ

ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
自
動
運
転
バ
ス
に
よ
る
貨
客
混
載
や

M
aaS

ア
プ
リ
の
活
用
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
買
い
物
支
援

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
実
証
実
験
の
ほ
か
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
福
祉
バ
ス
の
デ
マ
ン
ド
（
予
約
）
お
よ
び
保
健
師

と
の
健
康
相
談
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
の
防
災
情
報
一
斉

送
信
、
さ
ら
に
は
24
時
間
３
６
５
日
お
問
い
合
わ
せ
に
対

応
す
る
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
の
導
入
を
進
め
る
な
ど
、

ま
ち
づ
く
り
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
取
り
入
れ
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
っ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
二
拠

点
居
住
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
中
、
昨
年
７
月
に
は
顔
認
証

シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
た
「
か
み
し
ほ
ろ
シ
ェ
ア
Ｏ
Ｆ
Ｆ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
」
を
開
設
。
今
年
７
月
に
は
市
街
地
に
「
カ
ミ
シ
ホ

ロ
ホ
テ
ル
」
が
開
業
し
、
来
年
３
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し

て
無
印
良
品
と
の
協
業
に
よ
る
企
業
滞
在
型
交
流
施
設
の

建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
で
は
同
じ

認
証
シ
ス
テ
ム
で
利
用
可
能
に
す
る
予
定
で
あ
る
ほ
か
、

移
動
手
段
と
し
て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
電

気
自
動
車
を
組
み
合
わ
せ
、
移
動
・
宿
泊
・
仕
事
を
セ
ッ

ト
に
し
て
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と
も
に
、
都
市
部

企
業
と
町
内
事
業
者
の
交
流
を
通
じ
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
を
後
押
し
す
る
な
ど
、
経
済
・
社
会
・
環
境
面
に
お

い
て
相
乗
効
果
を
高
め
る
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
の
構
築
を
進

め
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
身
の
回
り
の
経
済
・
社
会
・
環
境
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
「
自
分
ご
と
」
と
し
て
捉
え
、
積
極
的
に

行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
本
町
に

お
い
て
も
、
町
民
へ
の
理
解
促
進
に
向
け
た
取
り
組

み
を
通
じ
、
自
ら
が
率
先
し
て
行
動
に
移
せ
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
が

提
唱
す
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
モ
デ

ル
」
で
は
、「
経
済
圏
」
の
発
展
は
、
生
活
や
教
育

な
ど
の
社
会
条
件
に
よ
っ
て
成
り
立
ち
、「
社
会
圏
」

は
最
下
層
の
「
生
物
圏
（
環
境
）」
に
よ
っ
て
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
経
済
活
動
と
人
間
社
会

は
、
環
境
の
持
続
可
能
性
な
く
し
て
、
成
立
し
な
い

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
目
標
は
広
範
な
分
野
に
わ
た
り
ま
す

が
、
環
境
に
関
わ
る
ゴ
ー
ル
は
全
て
の
基
盤
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
町
と
し
て
も
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

実
現
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

と
と
も
に
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、
企
業
や
団
体
な

ど
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
皆
が
一
歩
ず
つ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
実
践
し
て
い
く
こ
と

で
、持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆
ウェディングケーキモデル

（出典：ストックホルムレジリエンスセンター）
全国初の

買物代行個宅ドローン配送

上士幌町のバイオガス発電の仕組み

7 2021・12月号 地域づくり 特集編 2021・12月号地域づくり 特集編 6



特 集
２
０
５
０
年
脱
炭
素
化
の
表
明
と 

戦
略
策
定

昨
年
10
月
の
国
の
２
０
５
０
年
脱
炭
素
化
宣
言
に
よ

り
、
国
と
し
て
２
０
５
０
年
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指

す
こ
と
と
な
り
、
自
治
体
レ
ベ
ル
で
も
２
０
５
０
年
ま
で

の
脱
炭
素
化
を
目
指
す
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
が
全
国
で

４
６
４
自
治
体
（
２
０
２
１
年
９
月
30
日
時
点
）
ま
で
拡

大
し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
は
、
２
０
１
８
年
10
月
に
横
浜
市
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
を
改
定
し
、
２
０
５
０
年
脱
炭
素
化
の
実

現
〝Zero Carbon Y

okoham
a

〟
を
い
ち
早
く
表
明
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
脱
炭
素
化
に
向
け
た
具

体
的
な
行
動
が
問
わ
れ
る
段
階
に
入
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
２
０
２
０
年
５
月
に
横
浜
市
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
戦
略
を
策
定
し
、
２
０
５
０
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

◆◆◆

量
の
試
算
に
よ
り
ゴ
ー
ル
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
に
し
た

ほ
か
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
や
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
戦
略
的
拡
大
施
策
、
今
後
の
課
題

を
整
理
し
ま
し
た
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の 

普
及
拡
大
に
向
け
て

２
０
５
０
年
脱
炭
素
化
の
道
筋
の
一
つ
と
し
て
、
①
省

エ
ネ
等
に
よ
る
最
大
限
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
②

使
用
す
る
電
力
の
再
エ
ネ
転
換
③
電
力
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
で
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
（
回
収
・
貯
留
し
た
Ｃ
Ｏ
２
の
利
用
）
や

メ
タ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
メ
タ
ン
の
合
成
）
等
の
新
技
術
に
よ

り
脱
炭
素
化
を
図
る
こ
と
―
―
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
人
口

約
３
７
８
万
人
を
擁
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
消
費
地
で
あ
る

横
浜
市
で
は
、
市
内
の
再
エ
ネ
供
給
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
２

０
５
０
年
に
想
定
さ
れ
る
市
内
電
力
消
費
量
の
約
１
割
に

◆◆◆

過
ぎ
ず
、
残
り
９
割
は
市
域
外
か
ら
再
エ
ネ
電
力
を
調
達

す
る
必
要
が
あ
る
と
試
算
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
横
浜
市
は
２
０
１
９
年
２
月
、
２
０
２
０
年

10
月
に
再
エ
ネ
供
給
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い
東
北
の
13
市

町
村
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
連
携
協
定
を
締

結
し
、
連
携
先
の
再
エ
ネ
由
来
の
電
気
を
市
内
需
要
家
の

皆
様
に
使
用
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
進
め
て
お
り
、
現

在
、市
内
の
約
50
の
事
業
所
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

連
携
先
の
自
治
体
と
お
互
い
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

交
流
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
お
り
、
国
が
提
唱
す
る

地
域
循
環
共
生
圏
の
実
現
に
も
資
す
る
取
り
組
み
で
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
な
お
、
市
内
で
の
再
エ
ネ
供
給
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
は
低
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
最
大
限
の
再
エ
ネ

地
産
地
消
を
図
る
た
め
、
今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け
て
、

屋
根
置
き
自
家
消
費
型
の
第
三
者
所
有
モ
デ
ル
（
Ｐ
Ｐ
Ａ

神
奈
川
県
横
浜
市

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

吉
田
　
光

横
浜
市
温
暖
化
対
策
統
括
本
部 

調
整
課
担
当
係
長

小
野
寺
　
智
香

横
浜
市
温
暖
化
対
策
統
括
本
部

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
推
進
課
担
当
係
長

2050 年ゼロカーボンのイメージ

独
自
認
証
制
度
「
Ｙ-

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
で

�

企
業
を
後
押
し

―
再
エ
ネ
利
用
で
は
東
北
13
市
町
村
と
連
携
協
定
―
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モ
デ
ル
）
を
活
用
し
た
市
内
小
中
学
校
₆5
校
へ
の
太
陽
光

発
電
設
備
お
よ
び
蓄
電
池
の
導
入
を
進
め
る
な
ど
、
再
エ

ネ
普
及
拡
大
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
制
度
の
企
画
・
運
用

脱
炭
素
化
の
動
き
と
と
も
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
の
規
模
拡

大
と
い
う
大
き
な
潮
流
を
市
内
事
業
者
の
皆
様
が
捉
え
、

持
続
可
能
な
経
営
・
運
営
へ
転
換
さ
れ
る
後
押
し
を
す
る

べ
く
、
ヨ
コ
ハ
マ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、
２
０
２
０
年
８
月
に
横
浜
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
制
度

﹁
Ｙ︲

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹂
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

認
証
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
、
認
証
を
希
望

す
る
事
業
者
の
皆
様
に
、
期
間
内
に
取
り
組
み
状
況
を
記

載
し
た
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
と
申
請
書
を
提
出
し
て
も
ら
い

ま
す
。
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
基
に
中
小
企
業
診
断
士
資
格

を
持
つ
調
査
員
が
取
り
組
み
の
詳
細
に
つ
い
て
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
後
に
そ
の
内
容
を
有
識
者
検
討

会
で
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
皆
様
の
取
り
組
み
状
況
に

◆◆◆

応
じ
て
、
最
上
位
（Suprem

e

）、
上
位
（Superior

）、

標
準
（Standard

）
の
三
つ
の
区
分
で
認
証
し
ま
す
。

認
証
期
間
は
２
年
間
で
す
が
、
上
位
、
標
準
の
認
証
を
取

得
さ
れ
た
事
業
者
の
皆
様
は
、
更
に
上
位
の
認
証
の
取
得

を
目
指
し
て
認
証
期
間
内
に
再
度
申
請
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
制
度
で
は
、
Ｅ
＝
環
境
、
Ｓ
＝
社
会
、
Ｇ
＝
ガ
バ
ナ

ン
ス
に
、
Ｌ
＝
地
域
を
加
え
た
４
分
野
30
項
目
を
評
価
項

目
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
Ｅ
＝
環
境
で
は

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
等
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た

取
り
組
み
、
Ｓ
＝
社
会
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
の
多

様
な
人
材
の
活
躍
に
向
け
た
取
り
組
み
、
Ｇ
＝
ガ
バ
ナ
ン

ス
で
は
個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
な
ど
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
対
策
、
Ｌ
＝
地
域
で
は
地
域
社
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
機
会
等
を
項
目
と
し
て
設
定
し
て
い
ま
す
。

本
制
度
の
活
用
・
普

及
を
促
進
す
る
た
め
、

認
証
事
業
者
の
皆
様
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
認

証
マ
ー
ク
を
名
刺
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
使

用
で
き
る
ほ
か
、
ヨ
コ

ハ
マ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
デ
ザ
イ

ン
セ
ン
タ
ー
が
開
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
優
先

的
な
案
内
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
横
浜

市
が
連
携
協
定
を
締
結

し
て
い
る
民
間
企
業
が

提
供
す
る
、
認
証
項
目

に
対
応
し
た
、
Ｅ
、
Ｓ
、

Ｇ
各
分
野
で
の
セ
ミ
ナ
ー
（
例
＝
脱
炭
素
取
り
組
み
研
修
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
研
修
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
策

定
研
修
）
等
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
原
則
無
償
で
利
用
で
き

ま
す
。
加
え
て
、
希
望
さ
れ
る
事
業
者
に
は
、
横
浜
市
お

よ
び
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
各
事
業
者
の

取
り
組
み
を
紹
介
す
る
﹁
Ｙ︲

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
取
り
組
み
紹
介

シ
ー
ト
﹂
を
掲
載
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
最

上
位・上
位
の
認
証
を
取
得
し
た
事
業
者
は
、本
制
度
が﹁
横

浜
市
総
合
評
価
落
札
方
式
﹂
の
評
価
項
目
と
な
っ
て
い
る

ほ
か
、
中
小
企
業
融
資
制
度
﹁
よ
こ
は
ま
プ
ラ
ス
資
金
﹂

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

２
０
２
１
年
８
月
に
、
認
証
事
業
者
の
皆
様
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、﹁
認
証
を
取
得
し
た

こ
と
で
、
事
業
者
内
外
で
変
化
は
あ
り
ま
し
た
か
﹂、
と

い
う
問
い
に
対
し
、﹁
あ
る
﹂
と
回
答
を
し
た
事
業
者
は

₇5
％
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
具
体
的
な
変
化
と
し
て
、﹁
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
企
業
と
し
て
の
認
知
度
が
ア
ッ
プ
し

た
﹂﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い
る
企
業
と
し
て
問
い

合
わ
せ
が
増
え
た
﹂﹁
従
業
員
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
認
識
が

深
ま
っ
た
﹂﹁
取
引
先
や
金
融
機
関
か
ら
声
を
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
﹂﹁
認
証
取
得
を
き
っ
か
け
に
取
材
を

受
け
た
﹂
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、﹁
認
証

を
取
得
し
て
よ
か
っ
た
﹂
と
の
回
答
を
₉5
・
８
％
の
事
業

者
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

﹁
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
横
浜
﹂
の
実
現
、
さ
ら
に
２

０
５
０
年
脱
炭
素
化
を
目
指
す
上
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
認
証
制

度
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
し
く
み
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
市

民
や
企
業
、
団
体
の
皆
様
、
他
の
自
治
体
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
社
会
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
脱
炭
素
化
を
軸

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
資
す
る
取
り
組
み
を
一
層
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

東北 13市町村との広域連携

Y-SDGs の評価分野
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特 集
２
０
１
５
年
の
パ
リ
協
定
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

に
関
す
る
国
際
的
取
り
決
め
等
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
２
０
２
０
年
10
月
、
第
２
０
３
回
臨
時
国
会
の
所

信
表
明
演
説
に
お
い
て
菅
義
偉
内
閣
総
理
大
臣
（
当
時
）

は
、「
２
０
５
０
年
ま
で
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
、
す
な
わ
ち
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
指
す
」

と
宣
言
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
氷
見
ふ
る
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会

社
（
以
下
「
氷
見

ふ
る
さ
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
」）
は
、「
恵

み
豊
か
な
ふ
る
さ

と
の
自
然
と
環
境

を
守
り
な
が
ら
、

世
代
を
超
え
て

人
々
が
生
き
生
き

と
暮
ら
す
氷
見
を

実
現
す
る
」
こ
と

を
目
指
し
、
地
域

内
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大
等
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

削
減
や
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
貢
献
、
事
業
収
益

を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
事
業
に
よ
る
市
民
生
活
応
援
等

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
た
め
、
２
０
２
０
年
10
月
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
と
し
て

氷
見
ふ
る
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
氷
見
市
や
北
陸
電
力

株
式
会
社
（
以
下
「
北
陸
電
力
」）、
氷
見
商
工
会
議
所
、

市
内
関
係
団
体
が
発
起
人
と
し
て
出
資
、
設
立
さ
れ
た
第

３
セ
ク
タ
ー
の
会
社
で
す
。

資
本
金
は
９
９
９
万
円
、
本
社
事
務
所
を
氷
見
商
工
会

館
内
に
、
出
張
ブ
ー
ス
を
氷
見
市
役
所
庁
舎
内
に
そ
れ
ぞ

れ
設
け
て
い
ま
す
。

出
資
比
率
は
、
氷
見
市
50
・
１
％
、
北
陸
電
力
33
・
４

％
、
氷
見
商
工
会
議
所
・
氷
見
市
観
光
協
会
・
富
山
県
電

気
工
事
工
業
組
合
な
ど
の
関
係
団
体
と
金
融
機
関
等
16
・

５
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆◆◆

役
員
は
取
締
役
４
名
、
監
査
役
２
名
体
制
で
、
代
表
取

締
役
（
非
常
勤
）
が
氷
見
市
副
市
長
、
常
務
取
締
役
（
常

勤
）
が
北
陸
電
力
出
向
者
、
取
締
役
が
氷
見
商
工
会
議
所

副
会
頭
と
北
陸
電
力
高
岡
支
店
長
（
い
ず
れ
も
非
常
勤
）、

監
査
役
が
氷
見
市
会
計
管
理
者
と
北
陸
銀
行
氷
見
支
店
長

（
い
ず
れ
も
非
常
勤
）
で
、
社
員
は
常
勤
４
名
で
、
常
務

取
締
役
の
他
は
北
陸
電
力
出
向
者
と
新
規
採
用
２
名
と
な

っ
て
い
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
貢
献
す
る

電
力
取
次
事
業

北
陸
電
力
の
電
力
取
次
事
業
を
基
盤
と
し
て
収
入
を
確

保
し
、
次
の
事
業
を
計
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
当

社
は
、
経
済
産
業
省
の
「
電
力
の
小
売
営
業
に
関
す
る
指

針
の
取
次
ぎ
」
に
該
当
し
、
電
力
販
売
の
形
態
は
小
売
り

電
気
事
業
ラ
イ
セ
ン
ス
が
必
要
な
新
電
力
事
業
と
は
異
な

◆◆◆

富
山
県
氷
見
市

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

篠
田
　
伸
二

氷
見
ふ
る
さ
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社 

代
表
取
締
役

―
再
生
エ
ネ
普
及
に
貢
献
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
―

「
環
境
に
や
さ
し
い
ま
ち
氷
見
」を
目
指
し
て

省エネルギー設備を備えた建設中の氷見市芸術文化館

氷見市役所で行われた設立記者会見
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り
ま
す
。

①
氷
見
市
の
公
共
施
設
へ
の
電
力
販
売
（
取
次
）

北
陸
電
力
の
電
力
販
売
の
取
次
ぎ
と
し
て
、
氷
見
市
の

公
共
施
設
と
契
約
を
締
結
。

②
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
設
置
サ
ポ
ー
ト

初
期
費
用
な
し
で
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
す
る
サ
ー

ビ
ス（
発
電
し
た
電
気
を
購
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
）

や
氷
見
市
補
助
金
を
活
用
し
て
太
陽
光
発
電
等
創
エ

ネ
・
蓄
エ
ネ
設
備
を
導
入
す
る
方
の
サ
ポ
ー
ト
。

③
氷
見
市
の
公
共
施
設
の
設
備
支
援

初
期
費
用
な
し
で
省
エ
ネ
設
備
リ
ー
ス
導
入
を
検
討
す

る
市
施
設
管
理
者
の
サ
ポ
ー
ト
。

④
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
設
備
導
入
支
援

再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
設
備
を
導
入
す
る
企
業
等
の
設
備
選

定
や
工
事
手
配
、
国
の
補
助
制
度
等
を
含
め
た
資
金
調

達
ま
で
を
一
括
サ
ポ
ー
ト
。

⑤
市
民
向
け
の
環
境
啓
発
事
業

氷
見
市
や
北
陸
電
力
と
連
携
し
た
脱
炭
素
に
関
す
る
環

境
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
。

⑥
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
高
度
化
実
証
事
業
の
受
託

氷
見
市
か
ら
の
委
託
に
よ
る
、
市
施
設
の
デ
マ
ン
ド
レ

ス
ポ
ン
ス
（
Ｄ
Ｒ
）
実
証
業
務
や
Ｄ
Ｒ
リ
ソ
ー
ス
拡
大

に
向
け
た
市
民
・
事
業
者
へ
の
普
及
啓
発
・
理
解
促
進

事
業
の
実
施
。

⑦
再
エ
ネ
、
省
エ
ネ
機
器
導
入
補
助
金
等
の
申
請
補
助
業

務
人
々
が
生
き
生
き
と
暮
ら
す
ま
ち

氷
見
へ
の
貢
献

地
域
活
性
化
事
業

①
子
育
て
応
援
で
ん
き

対
象
＝
４
歳
未
満
の
子
ど
も
世
帯

内
容
＝
電
気
料
金
割
引
と
市
内
商
品
券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
ウ
エ
ル
カ
ム
ひ
み
で
ん
き

対
象
＝
１
年
以
内
の
市
内
転
居
世
帯

内
容
＝
電
気
料
金
割
引
と
市
内
商
品
券
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

③
と
や
ま
ひ
み
移
住
応
援
で
ん
き

対
象
＝
県
外
か
ら
の
移
住
世
帯

内
容
＝
ウ
エ
ル
カ
ム
ひ
み
の
電
気
料
金
に
上
乗
せ
し
て

割
引

④
ひ
み
ふ
る
さ
と
応
援
で
ん
き

対
象
＝
氷
見
市
出
身
や
氷
見
市
を
応
援
し
た
い
首
都
圏

在
住
世
帯

内
容
＝
電
気
料
金
の
割
引

⑤
ひ
み
で
ガ
ン
バ
レ
！　

創
業
応
援
で
ん
き

対
象
＝
氷
見
市
内
で
起
業
し
、
市
の
「
創
業
支
援
事
業

補
助
金
」
等
の
交
付
を
受
け
た
事
業
者

内
容
＝
電
気
料
金
の
割
引

◆◆◆

新
た
な
未
来
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
ま
ち
氷
見

氷
見
市
で
は
、
少
子
・
高
齢
化
に
よ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
、
中
心
市
街
地
が
空
洞
化
す

る
と
と
も
に
、
空
き
家
・
空
き
地
の
増
加
、
家
庭
や
企
業

か
ら
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
、
農
林
水
産
業
の
担
い

手
不
足
に
伴
う
森
林
や
農
地
・
水
辺
の
公
益
的
機
能
の
低

下
⋮
、
こ
れ
ら
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
も
、
氷

見
市
に
お
い
て
は
持
続
可
能
な
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を

構
築
す
る
こ
と
が
目
指
す
べ
き
大
き
な
目
標
課
題
で
す
。

こ
の
た
め
、
当
社
で
は
氷
見
市
や
北
陸
電
力
等
と
連
携

し
、
電
力
需
要
調
整
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
度
利
用
を

は
じ
め
、
創
エ
ネ
・
省
エ
ネ
・
蓄
エ
ネ
関
連
の
取
り
組
み

を
進
め
る
と
と
も
に
、
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
た
氷
見
市
の

特
性
を
い
か
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
等
の
「
熱
シ
ス
テ
ム
」、

市
域
面
積
が
広
い
自
治
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
電
気
自
動
車

の
普
及
・
カ
ー
シ
ェ
ア
等
「
輸
送
シ
ス
テ
ム
」
の
調
査
・

研
究
に
も
、
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

新
し
い
時
代
の
中

で
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は

多
く
の
困
難
が
あ
る

で
し
ょ
う
が
、
一
つ

ず
つ
乗
り
越
え
小
さ

な
成
功
を
積
み
重
ね

る
こ
と
で
、「
新
た

な
未
来
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
る
ま
ち
氷
見
」

を
全
国
に
発
信
し
て

い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

◆◆◆

氷見市いきいき元気館で開催した氷見市エネルギーフォーラム

氷見市役所庁舎屋上の太陽光パネル
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水
と
共
に
生
き
る

九
頭
竜
川
源
流
域
に
位
置
し
、
豊
か
な
地
下
水
に
恵
ま

れ
た
当
市
で
は
、
地
下
水
は
日
常
的
な
利
用
以
外
に
も
名

水
・
湧
水
の
観
光
資
源
と
し
て
の
活
用
や
、
地
下
水
で
生

産
し
た
物
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
地
下
水
を
利
用
し
た
地

場
産
業
の
振
興
な
ど
、
重
要
な
地
域
資
源
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
持
続
的
な
発
展
に
と
っ
て
、
地
下

水
の
適
正
な
保
全
及
び
利
用
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
当
市
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に
も
沿

っ
た
日
々
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
水
環
境
を
次
世

代
に
継
承
し
、
住
み
続
け
た
い
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

を
多
様
な
主
体
と
の
連
携
・
協
力
の
下
に
推
進
す
る
こ
と

な
ど
を
柱
と
し
た
「
大
野
市
水
循
環
基
本
計
画
」
を
令
和

３
年
２
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
令
和
３
年
度
を

「
水
循
環
元
年
」
と
し
て
位
置
付
け
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト

◆◆◆

を
切
り
ま
し
た
。　
　
　
　

以
下
に
、
当
市
に
お
け
る
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
普

及
啓
発
、
広
報
及
び
教
育
の
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

な
お
、
大
野
市
水
循
環
基
本
計
画
は
、
本
年
７
月
に
内

閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
か
ら
、「
流
域
水
循
環

計
画
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

「
越
前
お
お
の
水
の
が
っ
こ
う
」
の
開
設

「
越
前
お
お
の
水
の
が
っ
こ
う
」
は
、
古
民
家
を
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
し
、
市
民
や
観
光
客
が
地
下
水
や
水
文
化
を
総

合
的
に
学
べ
る
場
と
し
て
令
和
２
年
３
月
22
日
の
「
世
界

水
の
日
」
に
オ
ー
プ
ン
し
た
学
習
研
究
施
設
で
す
。
市
の
職

員
が
土
日
祝
日
も
常
駐
し
（
冬
期
間
を
除
く
）、
地
域
の
水

環
境
を
学
び
に
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
学
生
な
ど
へ
の
対
応

や
、
地
下
水
に
関
す
る
観
測
、
情
報
の
収
集
、
整
理
、
分
析
、

公
表
及
び
保
存
な
ど
の
業
務
を
行
う
な
ど
、
水
循
環
に
関

◆◆◆

す
る
施
策
を
推
進
す
る
拠
点
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
階
の
図
書
室
や
教
室
に
は
、
当
市
が
半
世
紀
近
く
に

わ
た
り
蓄
積
し
て
き
た
地
下
水
に
関
す
る
デ
ー
タ
や
調
査

の
記
録
、
水
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
な
ど
約
１
０
０

０
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
蔵
書
は
自
由
に
閲
覧
す
る

こ
と
が
で
き
、貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す
。
２
階
に
は
、

水
に
関
す
る
研
究
に
必
要
な
器
具
を
配
置
し
た
研
究
活
動

拠
点
「
リ
エ
ゾ
ン
・
ラ
ボ
」
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
市
民

講
座
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
水
の
が

っ
こ
う
」
は
、
観
光
客
の
無
料
休
憩
所
や
貸
館
と
し
て
も

利
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
新
た
な
交
流
を
生
む
広

く
開
か
れ
た
公
共
施
設
で
す
。
市
民
団
体
に
よ
る
水
循
環

に
関
す
る
勉
強
会
の
開
催
や
夏
休
み
の
自
由
研
究
等
で
水

環
境
に
関
す
る
調
べ
物
を
す
る
学
生
で
に
ぎ
わ
う
な
ど
、

地
域
の
活
性
化
に
も
寄
与
し
て
い
ま
す
。

水
循
環
に
関
心
を
持
つ
人
材
の
裾
野
の
拡
大

当
市
で
は
、
市
民
の
間
に
広
く
健
全
な
水
循
環
の
重
要

性
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
高
め
る
た
め
、「
水
の
が

っ
こ
う
」
を
拠
点
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
の
市
民
を
対
象
と
し
た
市
民
講
座
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
講
座
で
は
、
水
と

触
れ
合
う
機
会
を
提
供
し
、
身
近
な
地
域
の
水
環
境
に
興

味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
近
隣
の
ダ
ム
や
、
名
水
百
選

に
選
ば
れ
て
い
る
湧
水
地
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
取

り
入
れ
る
な
ど
、
楽
し
く
水
と
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
知
識
が

身
に
付
く
講
座
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
少
子
化

の
進
行
が
著
し
い
中
、
参
加
者
数
を
安
定
し
て
確
保
で
き

な
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
人
向
け
の
講
座

は
、
地
元
の
水
へ
の
自
信
と
誇
り
を
養
っ
て
も
ら
う
こ
と

◆◆◆

福
井
県
大
野
市

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

松
本
　
高
志

大
野
市
く
ら
し
環
境
部
環
境
・ 

水
循
環
課
企
画
主
査

健
全
な
水
循
環
に
よ
る
、

�

住
み
続
け
た
い
ま
ち
の
実
現

―
九
頭
竜
川
源
流
域
の
豊
か
な
水
環
境
を
次
世
代
へ
―
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を
目
的
と
し
て
、
森
林
や
農
地
、
河
川
な
ど
水
循
環
を
構

成
し
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、

国
土
交
通
省
の
職
員
や
大
学
教
授
な
ど
を
講
師
に
招
き
、

平
日
の
夜
間
や
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
講
座

は
、
リ
ピ
ー
ト
率
が
高
い
こ
と
や
定
員
を
超
過
す
る
場
合

が
あ
る
な
ど
市
民
の
学
習
需
要
に
マ
ッ
チ
し
た
講
座
の
運

営
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
水
循
環
に
関
心
を
持
つ
市
民
の

裾
野
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
新
規
参
加
者
の
獲
得
が
今
後

の
課
題
だ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

２
０
０
０
人
の
小
中
学
生
に
「
水
の
授
業
」

ま
た
、
当
市
の
市
街
地
に
は
歩
い
て
巡
れ
る
湧
水
地
が

点
在
し
て
い
る
こ
と
や
散
策
し
な
が
ら
歴
史
や
文
化
を
学

べ
る
観
光
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
県
内
外
の
小
中
学

校
か
ら
遠
足
の
適
地
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ

◆◆◆

こ
で
、「
水
の
が
っ
こ
う
」
で
は
、
遠
足
や
校
外
学
習
で

当
市
を
訪
れ
る
児
童
生
徒
を
対
象
に
「
水
の
授
業
」
を
行

っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
県
内
外
₃₃
校
の
児
童
生

徒
約
２
０
０
０
人
に
授
業
を
受
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
水

の
授
業
」
で
は
、
水
循
環
の
重
要
性
や
、
先
人
た
ち
の
絶

え
間
な
い
努
力
と
工
夫
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
水
環
境
が

継
承
さ
れ
、
地
域
の
水
利
用
が
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
テ

ー
マ
と
し
、
水
循
環
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を
目
的
と
し

て
約
2₀
分
間
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
受
講
し
た
生
徒

か
ら
は
「
お
い
し
い
水
は
た
く
さ
ん
の
人
の
思
い
と
努
力

に
よ
っ
て
で
き
て
い
る
の
だ
と
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
環
境
教
育
の

一
助
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
当
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
下
水
の
保
全
と
利
用
に
向
け
て

令
和
２
年
に
市
内
の
小
中
学
生
を
対
象
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
水
に
対
す
る
問
題

意
識
や
学
習
意
欲
の
高
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、

水
環
境
を
次
世
代
に
継
承
す
る
施
策
の
や
り
が
い
と
責
任

の
重
さ
を
再
認
識
さ
せ
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
ま
た
は

回
復
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
呼
び
水
と
な
り
ま
し

た
。「
水
の
が
っ
こ
う
」
を
拠
点
と
し
た
水
循
環
に
理
解

と
関
心
を
持
つ
人
材
の
育
成
や
調
査
研
究
に
関
す
る
取
り

組
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
り
、
近
い
将
来
、
大
野
市
か

ら
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
水
の
研
究
者
が
輩
出
す
る
日

が
来
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

水
循
環
基
本
法
の
改
正
に
よ
り
、
地
下
水
の
適
正
な
保

全
及
び
利
用
に
関
す
る
施
策
に
取
り
組
む
こ
と
が
市
の
責

務
に
位
置
付
け
ら
れ
ま

し
た
。し
か
し
な
が
ら
、

行
政
だ
け
で
地
下
水
を

守
り
続
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
市
民
を
は

じ
め
地
下
水
関
係
者
が

知
恵
を
出
し
合
い
、
連

携
し
な
が
ら
、
豊
か
な

水
環
境
を
基
盤
と
し
た

地
域
活
性
化
と
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
掲
げ

る
持
続
可
能
な
社
会
の

実
現
に
つ
な
げ
て
い
き

ま
す
。

◆◆◆

遠足で大野市を訪れた子どもたち

「水のがっこう」授業風景

「水のがっこう」正面
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
親
和
性
の
高
い 

地
域
性
と
市
民
性

豊
橋
市
は
愛
知
県
東
部
の
三
河
地
方
に
位
置
す
る
⼈
⼝

37
万
⼈
余
の
中
枢
中
核
都
市
で
あ
る
。
⼭
や
海
、
湿
原
や

⼲
潟
な
ど
の
⾃
然
に
囲
ま
れ
る
⼀
⽅
で
、
東
海
道
新
幹
線

を
は
じ
め
と
す
る
３
社
６
路
線
が
集
ま
る
豊
橋
駅
に
東
三

河
の
⽞
関
⼝
と
し
て
多
く
の
⼈
が
⾏
き
交
い
、
都
会
と
⽥

舎
が
共
存
す
る
農
業
・
⼯
業
・
商
業
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ

た
ま
ち
で
あ
る
。

「
５
３
０
（
ゴ
ミ
ゼ
ロ
）
運
動
」
発
祥
の
地
で
あ
る
本

市
は
、
環
境
へ
の
高
い
意
識
と
行
動
力
を
持
ち
、
市
民
に

よ
る
草
の
根
活
動
が
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
市
内
の
全
小

中
学
校
は
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
Ｅ

Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
） 

等
の
環
境
教

育
に
注
力
し
て
い
る
ほ
か
、
生
ご
み
を
資
源
と
す
る
国
内

最
大
規
模
の
複
合
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
施
設
を
整

備
す
る
な
ど
、
環
境
実
践
都
市
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
奥
三
河
を
水
源
地
と
す
る
豊と

よ

川が
わ

流
域
で
つ
な
が

◆◆◆

る
東
三
河
８
市
町
村
は
、
本
市
を
中
心
に
古
く
か
ら
広
域

的
な
経
済
生
活
圏
を
築
き
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
。
そ
の

絆
は
強
く
、
こ
れ
ま
で
も
産
業
、
環
境
、
福
祉
、
教
育
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け

て
互
い
に
連
携
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
本
市
に
は
豊
橋
技
術
科
学
大
学
、
愛
知
大

学
、
豊
橋
創
造
大
学
の
３
大
学
が
立
地
し
、
知
の
拠
点
た

る
大
学
の
集
積
地
域
で
も
あ
る
。
各
大
学
と
は
包
括
連
携

協
定
を
結
ん
で
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
有
す
る
特
色
や
専
門

性
を
生
か
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
向
け
た
推
進
力
を
高

め
る
こ
と
の
で
き
る
基
盤
が
整
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

「
水
」
と
「
緑
」
を
テ
ー
マ
に 

世
界
と
未
来
へ
つ
な
ぐ

本
市
は
２
０
１
９
年
に
内
閣
府
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」
に
選
定
さ
れ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
親
和
性
の
高
い
地

域
性
や
市
民
性
の
あ
る
な
か
で
、「
豊
橋
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

で
世
界
と
未
来
に
つ
な
ぐ
⽔
と
緑
の
地
域
づ
く
り
」
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
、目
指
す
将
来
像
の
構
成
要
素
と
し
て
、

①
豊
川
水
系
の
恵
み
が
受
け
継
が
れ
る
都
市
②
環
境
保
全

◆◆◆

意
識
が
高
く
国
際
感
覚
に
優
れ
た
都
市
③
開
発
途
上
国
の

水
環
境
改
善
に
寄
与
す
る
都
市
④
グ
ロ
ー
バ
ル
経
験
が
活

か
さ
れ
た
水
道
技
術
力
の
高
い
地
域
―
―
の
４
点
を
掲
げ

た
。具

体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る

水
環
境
等
の
改
善
活
動
に
お
い
て
、
高
い
技
術
と
知
識
を

有
す
る
本
市
の
水
道
技
術
者
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
ソ

ロ
ク
市
に
派
遣
し
、
水
道
施
設
の
改
善
や
浄
⽔
・
排
⽔
技

術
指
導
を
行
う
こ
と
で
、
日
本
と
同
水
準
の
「
飲
め
る
水

道
水
」が
地
域
住
民
に
行
き
渡
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
国
際
協
力
活
動
を
経
験
し
た
水
道
技
術
者
が
、
東

三
河
地
域
で
の
水
道
技
術
指
導
や
講
演
・
相
談
な
ど
を
行

い
、
そ
の
知
識
を
地
域
へ
と
還
元
す
る
こ
と
で
、
東
三
河

地
域
全
体
で
持
続
可
能
な
水
道
技
術
力
の
向
上
を
図
っ
て

い
る
。

こ
の
ほ
か
、
野
生
動
物
保
全
の
た
め
の
国
際
協
力
活
動

の
取
り
組
み
と
し
て
、
豊
橋
総
合
動
植
物
公
園
（
の
ん
ほ

い
パ
ー
ク
）
の
ほ
か
五
つ
の
動
物
園
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
提

携
し
、「
ボ
ル
ネ
オ
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
発
足
さ
せ
、

マ
レ
ー
シ
ア

ボ
ル
ネ
オ
島

の
野
生
動
物

の
保
護
や
支

援
な
ど
に
関

す
る
取
り
組

み
を
推
進
し

て
い
る
。
園

内
で
は
ボ
ル

ネ
オ
ド
ネ
ー

シ
ョ
ン
（
寄

贈
）
自
動
販

愛
知
県
豊
橋
市

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

―
自
分
ご
と
と
し
て
取
り
組
む
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
―

鈴
木
　
宏
尚

豊
橋
市
企
画
部
未
来
創
生
戦
略
室 

主
査

私
た
ち
が
つ
く
る
　
未
来
を
つ
く
る

寄付ができるボルネオ保全プロジェクトの自動販売機
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売
機
を
設
置
す
る
な
ど
、
手
軽
に
生
物
多
様
性
保
全
活
動

に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
提
供
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
地
域
や
開
発
途
上
国
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
協
力

活
動
の
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
「
水
と
緑
に
係
る

国
内
外
の
支
援
⾃
治
体
数
」
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画

の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業
績
評
価
指
標
）
に
設
定
し
、
支
援
⾃

治
体
数
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
⼀
定
数
に
増
や
す
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
。

多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
巻
き
込
み

市
民
の
行
動
変
容
を
促
す
仕
組
み

こ
こ
ま
で
他
地
域
や
外
国
な
ど
外
向
き
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
が
、
現
在
は
イ
ン
ナ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
注

力
し
て
い
る
。
２
０
２
１
～
２
０
３
０
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
し
て
策
定
し
た
第
６
次
豊
橋
市
総
合
計
画
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

◆◆◆

ｓ
を
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
原
動

力
と
位
置
づ
け
、
地
域
を
取
り
巻
く
多
様
な
主
体
と
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
幅
広
く
ま
ち
づ
く

り
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性
を
強
く
表
明
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
＝
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
」

と
し
て
捉
え
、
ま
ち
づ
く
り
を
⾃
分
ご
と
と
し
て
も
ら
う

た
め
の
第
⼀
歩
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
認
知
度
を
高
め
る

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
当
室
職
員
が
小
中
高
校
へ
赴

い
て
出
前
講
座
を
実
施
し
た
り
、
本
市
職
員
向
け
の
研
修

会
を
実
施
し
た
り
す
る
な
ど
、「
周
知
・
啓
発
」
の
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
が
、
市
民
・
事
業
者
を
「
巻
き
込
む
」

取
り
組
み
を
加
え
る
た
め
、
２
０
２
０
年
７
月
に
「
豊
橋

市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
を
創
設
し
た
。
市

と
企
業
や
団
体
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
有
す
る
資
源
や
知
見
等

を
生
か
し
、
と
も
に
目
指
す
ゴ
ー
ル
や
市
の
地
域
課
題
の

解
決
に
向
け
て
連
携
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の

で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
同

士
の
交
流
を
深
め
た
り
情

報
交
換
を
⾏
う
場
を
提
供

し
た
り
す
る
な
ど
し
て
い

る
。
登
録
数
は
順
調
に
増
え
、
制
度
開
始
か
ら
１
年
３
カ

月
経
っ
た
本
年
₁₀
月
時
点
で
２
７
２
の
パ
ー
ト
ナ
ー
を
得

て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ
多
様
な
主
体
の
「
巻
き
込
み
」
に

成
功
し
て
い
る
が
、
連
携
の
「
数
」
に
加
え
て
「
質
」
に

も
着
目
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
有
機
的
な
連
携
を
築
い
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
は
「
巻
き
込
み
」
の
先
の
「
⾏
動

変
容
」
を
起
こ
す
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
豊
橋
市

高
校
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
活
動
」
の
募
集
を
開
始
し

た
。
応
募
の
あ
っ
た
活
動
内
容
を
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
パ
ー

ト
ナ
ー
」
が
審
査
し
、
気
に
入
っ
た
活
動
内
容
に
は
特
別

賞
を
贈
呈
し
て
た
た
え
る
と
い
う
仕
組
み
で
、
締
切
１
カ

月
前
で
３
０
０
件
以
上
の
応
募
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
現

在
進
⾏
中
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
来
年
１
月
に
予
定
し
て

い
る
授
賞
式
を
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

今
後
も
豊
橋
市
は
、
地
域
に
お
け
る
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
と
も
に
、
内
外
・
大
小
問
わ
ず
、
⼀
歩
⼀
歩
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。
全
て
の

市
民
が
肩
肘
張
る
こ
と
な
く
⾃
然
体
に
、
か
つ
⾃
分
ご
と
と

し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
実
践
で
き
て
い
る
状
態
は
、

２
０
３
０
年
に
向
け
た
「
誰
⼀
⼈
取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可

能
で
多
様
性
と
包
摂
性

の
あ
る
社
会
の
実
現
に

大
い
に
貢
献
で
き
る
も

の
で
あ
り
、
そ
れ
は
同

時
に
、
本
市
総
合
計
画

の
基
本
理
念
「
私
た
ち

が
つ
く
る　

未
来
を
つ

く
る
」
を
体
現
し
た
あ

り
た
い
姿
そ
の
も
の
で

あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

高校生SDGs チャレンジ活動の募集チラシ

SDGs 推進パートナー制度の登録証交付式

小学校出前講座
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日
本
で
唯
一
、 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の
提
供
禁
止 

亀
岡
市
は
、
２
０
２
１
年
１
月
１
日
か
ら
全
国
で
初
め

て
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
レ
ジ
袋
の
提
供
に
関
す
る
条
例
」

（
以
下
、
レ
ジ
袋
禁
止
条
例
）
を
施
行
し
、
市
内
事
業
者

は
買
い
物
客
に
有
料
で
も
レ
ジ
袋
を
提
供
す
る
こ
と
が
禁

止
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
で
は
市
民
の
生
活
に
エ
コ
バ
ッ

グ
持
参
が
定
着
し
、
２
０
１
９
年
４
月
時
点
で
５３
・
８
％

だ
っ
た
エ
コ
バ
ッ
グ
持
参
率
が
、
２
０
２
１
年
7
月
に
は

９８
・
１
％
に
ま
で
達
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
所
に
給
水
器
が
設
置
さ
れ
、
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
っ

た
人
が
水
を
く
む
姿
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
他
自
治
体
に
は

見
ら
れ
な
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
た
取
り
組
み
が
市
民
に

根
付
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
市
民
の
方
々
の
環
境
へ
の
意
識
変
革
の
き

っ
か
け
づ
く
り
と
な
っ
た
の
は
、
２
０
１
８
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
「
か
め
お
か
霧
の
芸
術
祭
」
で
す
。
環
境
政

策
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
力
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る

取
り
組
み
を
始
め
、
環
境
先
進
都
市
の
実
現
に
向
け
て
、

◆◆◆

亀
岡
市
は
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

環
境
先
進
都
市
を
目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
経
緯

亀
岡
市
に
は
豊
か
な
自
然
の
象
徴
で
あ
る
保
津
峡
谷
が

あ
り
、
四
季
折
々
の
美
し
さ
を
体
感
で
き
る
「
保
津
川
下

り
」
や
「
嵯
峨
野
ト
ロ
ッ
コ
列
車
」
に
は
毎
年
多
く
の
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
峡
谷
に
は
、
大
雨

や
台
風
に
よ
る
増
水
の
度
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
等
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
散
乱
し
景
観
を
損
ね
て
い

ま
し
た
。
２
０
０
４
年
か
ら
保
津
川
下
り
の
船
頭
さ
ん
た

ち
や
市
民
に
よ
る
清
掃
活
動
が
始
ま
り
、
今
で
も
毎
月
１

回
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
清
掃
活
動
を
続
け
て
い
て
も
、
川

か
ら
ご
み
が
な
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
川
の
景
観
を
損
ね
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
一
度
川
か
ら
海
に
流
れ
出
す
と
自
然
に
分
解
さ
れ
な

い
ま
ま
、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
生
物
の
体
内
に
取
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
る
生
態
系
へ

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
に
内
陸
部

◆◆◆

の
自
治
体
と
し
て
は
初
め
て
「
海
ご
み
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１

２
亀
岡
保
津
川
会
議
」
を
開
催
し
、
多
く
の
関
係
者
と
ご

み
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
を
共
有
し
ま
し
た
。
２
０
１
８

年
に
は
市
議
会
と
と
も
に
「
か
め
お
か
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
ゼ
ロ
宣
言
」
を
発
表
し
、
世
界
に
誇
れ
る
環
境
先
進
都

市
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。

レ
ジ
袋
禁
止
条
例
施
行
後
、
事
業
者
の
方
か
ら
は
「
レ

ジ
袋
を
提
供
で
き
な
い
こ
と
で
お
客
様
に
迷
惑
を
か
け
る

こ
と
も
あ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
等
の
提
供
を
制
限
さ
れ

る
こ
と
で
、商
品
開
発
に
も
制
限
が
出
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

亀
岡
市
で
は
環
境
へ
配
慮
し
た
生
活
様
式
が
『
当
た
り
前
』

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
商
売
を
し
て
い
き

た
い
」
と
前
向
き
な
意
見
を
う
か
が
い
、
環
境
政
策
に
対

す
る
意
識
変
容
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

環
境
政
策
×
ア
ー
ト

「
か
め
お
か
霧
の
芸
術
祭
（
以
下
、芸
術
祭
）」
の
「
霧
」

は
、
盆
地
で
あ
る
亀
岡
市
の
地
形
上
、
晩
秋
か
ら
初
春
に

か
け
て
、
雲
海
の
よ
う
に
広
が
る
朝
霧
か
ら
ネ
ー
ミ
ン
グ

し
て
い
ま
す
。

芸
術
祭
で
は
こ
の
霧
を
市
の
「
象
徴
」
と
し
て
捉
え
、

画
家
や
陶
芸
家
と
い
っ
た
人
だ
け
で
な
く
、
農
家
や
職
人

の
方
々
な
ど「
生
命
を
輝
か
せ
る
技
術
や
智
慧
を
も
つ
人
」

も
芸
術
家
で
あ
る
と
い
う
考
え
の
も
と
、
多
様
な
人
々
と

と
も
に
豊
か
な
地
域
資
源
を
活
か
し
て
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
２
０
１
９
年
、
役
目
を
終
え
廃

棄
さ
れ
る
予
定
の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
の
生
地
を
用
い
て
、

縦
７
㍍
×
横
８
㍍
の
巨
大
な
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
成
し
、
ク
レ

◆◆◆

京
都
府
亀
岡
市

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

―
か
め
お
か
霧
の
芸
術
祭
×
Ｘ
（
か
け
る
エ
ッ
ク
ス
）―

辻
　
慎
太
郎

亀
岡
市
市
長
公
室
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
創
生
課 

主
査

世
界
に
誇
れ
る
環
境
先
進
都
市
へ
の
歩
み
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ー
ン
で
吊
り
下
げ
て
Ｊ
Ｒ
亀
岡
駅
前
に
展
示
す
る
こ
と
で
、

住
民
に
マ
イ
バ
ッ
グ
の
必
要
性
を
分
か
り
や
す
く
呼
び
か

け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、こ
の
巨
大
エ
コ
バ
ッ
グ
を
裁
断
し
て
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
エ
コ
バ
ッ
グ
を
作
る
市
民
参
加
型
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
世
代
を
超
え
て
持
続
可
能
な
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
と
は
何
か
を
考
え
る
機
会
を
つ
く
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
エ
コ
バ
ッ
グ
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン

ドT
H

EA
T

R
E PR

O
D

U
CT

S

が
、
市
内
を
流
れ
る
保

津
川
の
名
称
を
使
用
し
「H

O
ZU

BA
G

」
と
し
て
販
売

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
廃
棄
予
定
の
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ

ー
の
生
地
を
切
り
合
わ
せ
て
制
作
す
る
た
め
、
す
べ
て
一

点
も
の
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
好
み
で
選
べ
る
た
め
人
気
と
な

り
、
２
０
２
０
年
度
に
は
７
３
３
万
１
０
０
０
円
の
売
上

実
績
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
材
料
と
な

る
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
生
地
の
裁
断
な
ど
を
行
う
拠
点
を
市

内
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
産
業
と
雇
用
の
機
会
も

生
み
出
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
地
下
１
階
に
﹁
開
か
れ
た
ア
ト
リ
エ
﹂

前
述
の
よ
う
な
施
策
が
評
価
さ
れ
、
亀
岡
市
は
２
０
２

０
年
に
内
閣
府
か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
、

芸
術
祭
を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
が
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ

デ
ル
事
業
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
２
０
２

◆◆◆

１
年
４
月
に
市
役
所
の
地
下
食
堂
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、

誰
も
が
自
由
に
利
用
で
き
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
拠
点
「
開

か
れ
た
ア
ト
リ
エ
」
を
開
設
し
ま
し
た
。
行
政
と
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
ら
が
協
働
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
誘
発
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
受
け
た
地
方
創
生
の
実
現
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
芸
術
祭
は
単
な
る
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
で

は
な
く
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
根
底
に
あ
る
「
経
済
」「
社
会
」「
環

境
」
の
３
側
面
を
統
合
的
に
解
決
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
創
生
課
を
新
設

亀
岡
市
は
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
新
た
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
創

生
課
と
い
う
部
署
を
設
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
レ
ジ
袋
禁
止
条
例
は「
環
境
先
進
都
市
」

へ
の
第
一
歩
に
す
ぎ
ず
、
環
境
と
共
存
す
る
「
新
た
な
日

常
」
を
創
る
た
め
に
は
、
多
く
の
市
民
や
事
業
者
の
理
解

や
協
力
が
必
要
で
す
。
私
が
所
属
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
創
生
課

は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
の
理
念
を
実
践
す
る
た
め
に
、
市
民

や
市
内
事
業
者
と
の
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
環
境
に

限
ら
ず
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
や
経
済
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
す
べ
て
の

市
民
や
事
業
者
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
「
未

来
に
生
き
る
人
の
た
め
に
考
え
て
行
動
す
る
」
そ
ん
な
地

域
を
目
指
し
て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
亀
岡
市
は
市
民
の
方
々
と
と
も
に
２
０
３
０
年

ま
で
に
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
ゼ
ロ
の
ま
ち
を
目

指
し
、
こ
こ
亀
岡
か
ら
全
国
に
、
更
に
は
世
界
へ
向
け
て

も
発
信
す
る
こ
と
で
、
地
球
環
境
の
問
題
解
決
に
寄
与
し

て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

市役所地下にある「開かれたアトリエ」

７×８m の巨大エコバッグ「フライバッグ」

ファッションブランド
THEATRE PRODUCTS の

「HOZUBAG」
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は
じ
め
に

神
戸
市
は
昭
和
26
年
に
下
水
道
事
業
に
着
手
し
て
以
来
、

下
水
道
施
設
の
整
備
を
進
め
、
現
在
、
６
つ
の
処
理
場
と

汚
水
管か

ん

渠き
ょ

４
０
９
６
㌔
、
雨
水
管
渠
６
５
８
㌔
の
施
設
等

を
有
し
て
い
ま
す
。
平
成
７
年
１
月
に
阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
経
験
し
た
本
市
は
、
震
災
を
教
訓
に
、
災
害
に
強
い

下
水
道
を
目
指
し
て
復
旧
復
興
の
過
程
で
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
下
水
処
理

場
で
の
資
源
の
有
効
利
用
で
す
。
下
水
に
は
活
用
可
能
な

さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
処
理
水
、
消
化

ガ
ス
、
汚
泥
の
有
効
利
用
等

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
汚
泥

は
農
作
物
の
肥
料
や
セ
メ
ン

ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
材
料

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
汚
泥
か
ら
回

収
し
た
リ
ン
が
つ
な
ぐ
地
域

◆◆◆

循
環
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ハ
ー
ベ
ス
ト
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ハ
ー
ベ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要

本
市
は
、
山
が
海
に
迫
る
坂
道
の
街
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
市
の
北
部
や
西
部
に
は
広
々
と
し
た
農
地
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。
都
市
に
近
い
と
い
う
利
便
性
を
生
か

し
て
葉
物
野
菜
や
い
ち
じ
く
な
ど
の
近
郊
農
業
が
盛
ん
で

す
。
人
口
１
０
０
万
人
以
上
の
大
都
市
の
な
か
で
最
大
の

農
業
生
産
額
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
農
業
生
産
に
お
い
て
リ

ン
は
不
可
欠
な
資
源
で
あ
り
、
肥
料
の
三
大
要
素
の
一
つ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
、
日
本
で
は
ほ
ぼ
全
量
を

輸
入
に
頼
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、リ
ン
は
下
水
中
に
大
量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

下
水
は
処
理
過
程
で
処
理
水
と
汚
泥
に
分
け
ら
れ
、
リ
ン

は
ほ
と
ん
ど
が
汚
泥
に
移
行
し
ま
す
。
汚
泥
内
に
含
ま
れ

る
リ
ン
は
、
下
水
処
理
場
の
配
管
内
で
固
着
し
、
配
管
閉

塞
を
引
き
起
こ
す
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
っ
て
い

ま
す
。

◆◆◆

本
市
で
は
、
配
管
閉
塞
の
解
消
と
資
源
の
有
効
利
用
を

図
る
た
め
、
平
成
23
年
か
ら
企
業
と
汚
泥
中
の
リ
ン
を
回

収
す
る
技
術
の
共
同
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
共
同

研
究
に
よ
り
リ
ン
の
回
収
技
術
を
実
証
し
、
回
収
し
た
リ

ン
を
「
こ
う
べ
再
生
リ
ン
」
と
名
付
け
、
市
内
の
農
村
地

域
へ
の
普
及
を
試
み
ま
し
た
。
下
水
道
か
ら
リ
ン
を
回
収

し
、
神
戸
産
農
作
物
の
栽
培
に
活
用
す
る
こ
と
は
、
資
源
、

農
作
物
、
地
域
を
つ
な
ぎ
、
地
産
地
消
に
よ
る
地
域
循
環

を
活
性
化
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
に
共

感
い
た
だ
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
協
力
の
も
と
、
肥

料
開
発
、
農
作
物
に
対
す
る
試
験
施
肥
、
農
作
物
の
評
価

等
実
施
し
、
こ
う
べ
再
生
リ
ン
を
配
合
し
た
園
芸
用
肥
料

や
水
稲
用
肥
料
を
開
発
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
肥
料
は
、

Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
に
お
い
て
「
こ
う
べ
ハ
ー
ベ
ス
ト
」
と
い

う
名
称
で
、
市
民
や
農
家
へ
販
売
さ
れ
て
お
り
、
資
源
の

地
域
循
環
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
べ
再
生
リ
ン
の
活
用

⑴�

園
芸
用
肥
料
「
こ
う
べ
ハ

ー
ベ
ス
ト
10-

６-

６-

２
」

「
こ
う
べ
ハ
ー
ベ
ス
ト

10-

６-

６-

２
」
は
、
こ

う
べ
再
生
リ
ン
を
20
％
含
む

園
芸
用
肥
料
で
す
。
多
種
多

様
な
作
物
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
こ
う
べ
再
生
リ
ン
に

加
え
、
窒
素
や
カ
リ
ウ
ム
等

の
肥
料
成
分
を
添
加
し
て
い

ま
す
。
平
成
27
年
か
ら
キ
ャ

ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

◆◆◆

兵
庫
県
神
戸
市

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

―
都
市
と
農
村
を
つ
な
ぐ
下
水
由
来
の
リ
ン
肥
料
―

武
村
　
晃
太
郎

神
戸
市
建
設
局
下
水
道
部
計
画
課

「
こ
う
べ
ハ
ー
ベ
ス
ト
」
で
資
源
循
環

こうべ再生リン

こうべハーベスト 10-6-6-2
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さ
ま
ざ
ま
な
作
物
で
試
験
栽
培
を
実
施
し
、
良
好
な
成
果

を
収
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
神
戸
の
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
「
こ

う
べ
旬
菜
」
等
の
野
菜
栽
培
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
末
か
ら
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
で
販
売
を
開
始
し
、

年
間
４
５
０
０
袋
程
度
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ペ
レ
ッ
ト

状
の
形
状
で
散
布
し
や
す
く
、
一
般
の
化
成
肥
料
と
同
等

の
効
果
が
得
ら
れ
る
た
め
、
使
用
者
か
ら
好
評
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

⑵
水
稲
用
肥
料
「
こ
う
べ
ハ
ー
ベ
ス
ト
水
稲
一
発
型
」

こ
う
べ
ハ
ー
ベ
ス
ト
水
稲
一
発
型
は
、
こ
う
べ
再
生
リ

ン
を
1₅
％
含
む
一
度
散
布
す
る
だ
け
で
お
米
の
栽
培
が
で

き
る
追
肥
不
要
の
肥
料
で
す
。
平
成
2₈
年
か
ら
試
験
栽
培

を
開
始
し
、
改
良
を
重
ね
、
全
量
市
内
産
を
使
用
し
て
い

る
給
食
用
米
「
き
ぬ
む
す
め
」
の
栽
培
に
使
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
か
ら
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
で
販
売
開
始
し
、
始
め

は
５
０
０
袋
程
度
の
販
売
数
で
し
た
が
、
令
和
２
年
は
約

１
２
０
０
袋
販
売
さ
れ
、
順

調
に
販
売
数
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
う
べ
ハ
ー
ベ
ス
ト

水
稲
一
発
型
で
栽
培
さ
れ
た
お
米
は
、
令
和
２
年
か
ら
市

内
の
学
校
給
食
に
提
供
さ
れ
て
お
り
、
食
と
下
水
道
を
つ

な
ぐ
新
た
な
循
環
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

⑶
こ
う
べ
再
生
リ
ン
の
販
売
と
提
供

こ
う
べ
再
生
リ
ン
を
事
業
者
向
け
に
８
０
０
㌔
単
位
で

販
売
し
て
い
ま
す
︵
₄₅
円
／
㌔
＝
税
抜
︶。
さ
ら
に
、
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
た
市
民
向
け
の
小
口
販
売
と
し
て
、
東
灘
処
理

場
の
見
学
施
設
で
あ
る
「
下
水
道
の
歩
み
館
」
に
カ
プ
セ

ル
ト
イ
を
設
置
し
、
１
０
０
㌘
単
位
で
販
売
し
て
い
ま
す

︵
１
０
０
円
／
１
カ
プ
セ
ル
＝
税
込
︶。
ま
た
、
学
術
研
究

に
用
い
る
場
合
や
民
間
企
業
が
新
た
な
商
品
開
発
に
必
要

と
す
る
場
合
に
は
、
サ
ン
プ
ル
と
し
て
無
償
で
提
供
し
て

い
ま
す
。

神
戸
っ
子
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム

神
戸
っ
子
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
は
、
神
戸
市
学
校

給
食
会
が
実
施
す
る
食
育
・
地
産
地
消
推
進
事
業
の
一
つ

で
す
。
令
和
２
年
か
ら
、
神
戸
市
学
校
給
食
会
や
Ｊ
Ａ
兵

庫
六
甲
な
ど
と
連
携
し
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
な
か
で
、

下
水
道
の
資
源
循
環
を
通
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

小
学
生
に
伝
え
る
出
前
授
業
と
、
こ
う
べ
ハ
ー
ベ
ス
ト
を

用
い
て
栽
培
し
た
ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
収
穫
体
験
を
セ
ッ

ト
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
下

水
道
を
通
じ
て
「
食
」
と
「
環
境
」
に
つ
い
て
学
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
な
る

利
用
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み

こ
う
べ
再
生
リ
ン
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
市

◆◆◆◆◆◆

内
の
特
産
品
を
対
象
に
試
験
栽
培
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
よ
り
、
神
戸
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
に
、

こ
う
べ
再
生
リ
ン
を
単
肥
と
し
て
使
用
し
た
試
験
施
肥
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ぶ
ど
う
の
糖
度
向
上
や
色
素
の
増
加

に
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
よ
り
、「
こ
う
べ
ハ
ー
ベ
ス
ト
水
稲
一
発
型
」

を
改
良
し
、
市
内
や
そ
の
周
辺
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
る

酒
米
︵
山
田
錦
︶
で
の
試
験
施
肥
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
試
験
施
肥
に
よ
り
栽
培
さ
れ
た
酒
米
を
１
０
０
％
使
用

し
た
純
米
吟
醸
酒
が
、
地
元
酒
造
会
社
に
よ
り
限
定
販
売

さ
れ
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

下
水
由
来
の
リ
ン
を
有
効
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、

全
量
を
海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
日
本
の
リ
ン
資

源
の
安
定
確
保
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｋ

Ｏ
Ｂ
Ｅ
ハ
ー
ベ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
継
続
で
き
て
い
る

要
因
は
、
都
市
近
郊
の
立
地
を
生
か
し
た
農
業
経
営
が
盛

ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や
Ｊ
Ａ
兵
庫
六
甲
、
生
産
者
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
や
地
域
の
資
源
循
環
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
が
関
係
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
関
係

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
貴
重
な
リ
ン
資
源
の
有
効

利
用
を
継
続
し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目
指
す
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
な
お
本
市
で
は
、
本
稿

で
紹
介
し
た
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
ハ

ー
ベ
ス
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

な
ど
下
水
道
の
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
動
画
で
配

信
し
て
い
ま
す
。
是
非
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆◆◆

下水道×アート×
SDGs プロジェクト

出前授業の様子

こうべハーベスト水稲一発型
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変
わ
り
ゆ
く
山
村
の
姿

鳥
取
県
日
南
町
は
、
中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中
央
、
鳥
取
県

南
西
部
に
位
置
す
る
町
で
あ
る
。
人
口
４
４
０
０
人
、
高

齢
化
率
51
％
と
い
う
過
疎
・
高
齢
化
が
進
む
典
型
的
な
中

山
間
地
域
で
あ
り
、
人
口
最
少
県
の
鳥
取
県
の
中
に
お
い

て
、
一
番
高
齢
化
率
の
高
い
町
で
あ
る
。
そ
の
日
南
町
が

令
和
元
年
７
月
、
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業
を
基
軸
と
し
た

「
第
一
次
産
業
を

元
気
に
す
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
～
に
ち
な
ん

チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０

３
０
」
を
テ
ー
マ

に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
に
選
定
さ

れ
た
。

日
南
町
は
、
古

く
か
ら
森
の
恵
み

を
生
か
し
た
「
た

◆◆◆

た
ら
製
鉄
」
に
よ
り
雇
用
と
所
得
を
確
保
し
て
き
た
が
、

安
価
な
洋
鉄
に
シ
ェ
ア
を
奪
わ
れ
、「
た
た
ら
製
鉄
」
は

途
絶
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
林
業
で
は
戦
後
、
ス

ギ
・
ヒ
ノ
キ
な
ど
が
植
林
さ
れ
、
山
林
の
６
割
を
こ
う
し

た
樹
種
の
人
工
林
が
占
め
る
。
現
在
、
そ
れ
ら
の
多
く
が

伐
期
を
迎
え
、
鳥
取
県
の
素
材
生
産
量
の
約
３
分
の
１
を

占
め
る
に
至
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
人
口
流
出
や

高
齢
化
と
い
っ
た
社
会
背
景
も
あ
り
、
町
の
主
要
産
業
で

あ
る
林
業
の
再
編
は
一
刻
の
猶
予
も
許
さ
れ
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

企
業
と
連
携
し
森
を
守
る 

〝
Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
〟
制
度

Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
の

導
入
や
森
林
経
営
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
の
取
り
組
み

に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
量
や
吸
収
量
を
「
ク
レ

ジ
ッ
ト
」（
排
出
権
）と
し
て
国
が
認
証
す
る
制
度
で
あ
る
。

創
出
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
低
炭
素
社
会
実
現
へ
向
け

た
目
標
達
成
や
、
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
（
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
活
動
へ
の
投
資
な
ど
で
自
ら
の
排
出
量
を
相
殺

◆◆◆

す
る
こ
と
）
で
の
販
売
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
活
用
で

き
る
。

日
南
町
で
は
、恵
ま
れ
た
森
林
を
資
源
と
し
て
活
用
し
、

持
続
可
能
な
森
林
整
備
の
た
め
の
財
源
を
見
込
み
、
町
有

林
３
０
０
㌶
を
対
象
に
、
６
６
０
４
㌧
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を

平
成
25
年
に
取
得
し
た
。

同
年
よ
り
販
売
を
開
始
し
た
も
の
の
、
当
初
は
制
度
の

認
知
不
足
も
あ
り
、
年
間
に
数
件
、
２０
～
２
０
０
㌧
ほ
ど

の
販
売
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
令
和
３
年
度
は
９
月
末
時

点
で
、
販
売
件
数
53
件
、
販
売
量
１
０
８
９
㌧
と
、
過
去

最
高
の
販
売
量
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
要
因
と
し
て
は
、

地
球
温
暖
化
対
策
や
脱
炭
素
と
い
っ
た
環
境
意
識
の
高
ま

り
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
と
い
っ
た
企
業
の
意
識

変
化
も
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
が
、
山
陰
合
同

銀
行
や
鳥
取
銀
行
な
ど
、
地
域
金
融
機
関
と
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
契
約
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
も
大
き
く
影
響
し
て
い

る
。
地
元
企
業
と
の
結
び
つ
き
の
強
い
地
方
銀
行
の
支
援

に
よ
り
、
購
入
企
業
の
裾
野
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
う
し

た
地
域
金
融
機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
販
売
戦
略
は
、
全

国
の
優
良
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
単
価
は
自
治
体
等
に
よ
り
異
な
る

が
、
日
南
町
で
は
８
０
０
０
円
／
㌧
で
販
売
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
に
は
、
好
調
な
販
売
実
績
を
も
と
に
「
Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
基
金
」
を
創
設
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
益

は
、
循
環
型
森
林
の
実
現
を
目
指
す
べ
く
、
町
有
林
の
新

植
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
い
る
。

企
業
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
資
す
る

町
で
は
、
購
入
す
る
企
業
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
と
な
る

よ
う
な
取
り
組
み
を
独
自
で
行
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
契

◆◆◆

鳥
取
県
日
南
町

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

SDGs のアイコンカラーの和傘による
町役場庁舎のアンブレラスカイ

―
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
に
よ
る
森
林
管
理
―

古
く
か
ら
の
森
の
め
ぐ
み
を
生
か
す荒

金
　
太
郎

日
南
町
役
場
農
林
課
主
任
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約
に
お
い
て
、
企
業
と
の
契
約
調
印
式
を
実
施
。
町
長
や

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
い
た
だ
い
た
地
域
金
融
機
関
、
購
入
企

業
の
経
営
者
ら
と
と
も
に
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
す
る
こ
と

に
よ
り
、地
元
メ
デ
ィ
ア
や
町
の
広
報
紙
等
に
掲
載
さ
れ
、

購
入
企
業
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
す
る
こ
と
も
可
能

と
な
る
。
ま
た
、
購
入
企
業
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
購
入
を
機

に
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
展
開
し
て
い
る
。例
え
ば
、

米
子
市
を
拠
点
と
す
る
株
式
会
社
中
海
テ
レ
ビ
放
送
で

は
、
同
社
が
運
営
す
る
電
力
事
業
の
新
規
契
約
１
世
帯
に

つ
き
、
日
南
町
の
森
林
１
本
分
を
守
る
と
い
う
環
境
貢
献

型
の
電
力
事
業
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。
電
力
の
地
産
地

消
を
促
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、
地
元
電
力
会
社
と
連

携
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
モ
デ
ル
は
全
国
か
ら
も
注
目

さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｏ
２
排
出
ゼ
ロ
の
道
の
駅

日
南
町
の
道
の
駅
「
に
ち
な
ん
日
野

川
の
郷
」
は
、
全
国
初
の
二
酸
化
炭
素

を
排
出
し
な
い「
環
境
貢
献
型
道
の
駅
」

と
し
て
運
営
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
道

の
駅
で
使
用
す
る
電
気
や
ガ
ス
等
を
二

酸
化
炭
素
排
出
量
に
換
算
し
、
町
が
所

有
す
る
Ｊ

−

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
カ
ー
ボ

ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
可
能
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
道
の
駅
で
販
売

す
る
全
て
の
商
品
を
寄
付
型
オ
フ
セ
ッ

ト
商
品
と
し
、
１
品
１
円
の
寄
付
金
を

付
与
し
、
お
客
様
が
お
買
い
物
を
す
る

こ
と
で
間
接
的
に
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
寄
付
は
、

年
2０
万
円
を
超
え
て
お
り
、現
在
で
は
、

同
様
の
取
り
組
み
を
導
入
す
る
全
国
の

道
の
駅
も
現
れ
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
も
図
っ
て
い
る
。

林
業
の
担
い
手
を
育
成
す
る

◆◆◆◆◆◆

全
国
初
の
町
営
林
業
学
校
と
な
る
日
南
町
立
林
業
ア
カ

デ
ミ
ー
は
、
平
成
31
年
４
月
に
開
校
。
学
生
が
技
術
習
得

を
行
う
演
習
林
は
、
日
本
最
大
の
６
６
８
㌶
を
誇
る
。
林

業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
特
徴
は
、
学
生
を
全
国
か
ら
募
集
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
就
職
先
を
日
南
町
に
限
定
し
て
い
な
い

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
日
南
町
の
林
業
ア
カ
デ
ミ

ー
で
学
ん
だ
後
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
戻
り
、
林
業
従

事
者
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
て
い
る
。
全
国

の
い
わ
ゆ
る
優
良
林
業
事
業
体
で
あ
っ
て
も
人
材
が
不
足

し
、
経
営
が
継
続
で
き
な
い
事
例
も
多
く
存
在
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
全
国
の
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
日
南
町
で
学
ん

だ
こ
と
を
全
国
に
持
ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
フ
ォ

レ
ス
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
日
本
林
業
の
発
展
に
寄

与
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
あ
る
。

日
本
の
30
年
先
を
見
据
え
て

折
し
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
伴
う
米
国
の
膨
大
な
財
政
出

動
と
低
金
利
政
策
に
よ
っ
て
、木
材
の
輸
入
量
が
不
足
し
、

国
内
の
木
材
流
通
価
格
も
大
き
く
高
騰
し
た
。
今
回
の
ウ

ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
は
、
海
外
依
存
度
が
高
い
日
本
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆
弱
性
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
。
こ

う
し
た
中
、
国
産
材
の
安
定
供
給
の
た
め
に
は
、
新
た
な

労
働
力
の
確
保
と
効
率
的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築
す

る
こ
と
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
日
本
の
７
割
と

い
わ
れ
る
中
山
間
地
域
の
存
続
に
向
け
て
は
、
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
業
の
活
性
化
な
く
し
て
持
続
し
て
い
く
こ
と

は
難
し
い
。
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
た
林
業
施
策
に
お
い

て
、「
日
本
の
3０
年
後
の
姿
」
と
い
わ
れ
る
創
造
的
過
疎

の
町
と
し
て
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て
い
き
た

い
。 ◆◆◆

Ｊ - クレジット販売推移
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瀬
戸
内
海
の
海
洋
ご
み
状
況

１
９
３
４
年
（
昭
和
９
年
）
に
日
本
初
の
国
立
公
園
と

し
て
指
定
さ
れ
た
瀬
戸
内
海
は
、
半
世
紀
ほ
ど
前
の
高
度

経
済
成
長
期
に
は
開
発
優
先
の
時
代
の
あ
お
り
を
受
け
て

水
質
が
悪
化
し
、
大
規
模
な
赤
潮
が
発
生
す
る
な
ど
、
瀕

死
の
海
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
水
質
汚
濁
防

止
法
や
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
等
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
瀬
戸
内
海
の
水
質
は
一
定
の
改
善
が
進

み
ま
し
た
。

一
方
で
、
海
洋
ご
み
に
つ
い
て
は
、
２
０
５
０
年
に
は

魚
の
数
よ
り
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
方
が
多
く
な
る

と
い
う
予
測
も
あ
る
な
ど
、
近
年
世
界
的
な
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
瀬
戸
内
海
に
お
い
て
も
人
ご
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
藤
枝
繁
氏
ら
に
よ
る
と
（
瀬
戸
内
海
の
海
洋
ご

み
収
支
参
照
）、
瀬
戸
内
海
へ
と
流
入
し
て
い
る
海
洋
ご

み
は
年
間
４
５
０
０
㌧
に
も
な
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
回

収
さ
れ
て
い
る
量
は
３
分
の
１
に
も
満
た
な
い
年
間
１
４

０
０
㌧
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
回
収
量
が
発
生
量
に
追

◆◆◆

い
つ
い
て
い
な
い
た
め
、
海
洋
ご
み
の
総
量
は
年
々
増
加

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
海
洋
ご
み
に
占
め

る
割
合
の
多
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
つ
い
て
は
、
自
然

分
解
に
長
い
時
間
が
か
か
る
う
え
に
紫
外
線
や
物
理
的
な

外
力
に
よ
り
微
小
化
（
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
）
さ

れ
、
よ
り
回
収
が
困
難
と
な
る
ば
か
り
か
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
表
面
に
有
害
物
質
が
吸
着
す
る
こ
と
で
誤
飲
し
た
生

物
へ
の
悪
影
響
が
出
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
早
期

に
対
策
を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
海
洋
ご
み
の
発
生
源
は
海
域
や
沿
岸
部
か
ら
の
発

生
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
そ
の
多
く
は
内
陸
部
も
含
め
た

我
々
の
生
活
の
場
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
街
中

で
不
注
意
で
落
と
し
て
拾
わ
な
か
っ
た
（
拾
え
な
か
っ
た
）

物
や
、
あ
る
い
は
不
適
正
に
捨
て
ら
れ
た
ご
み
等
は
、
雨
や

風
の
力
で
や
が
て
川
へ
と
運
ば
れ
、
そ
れ
が
海
ま
で
た
ど
り

着
き
、
海
洋
ご
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
海
洋
ご
み
対
策
の
難

し
い
点
に
は
、
処
理
責
任
が
あ
い
ま
い
な
こ
と
や
、
発
生
地

点
や
発
見
地
点
か
ら
潮
流
や
風
の
影
響
で
移
動
す
る
点
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
漁
師
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
も

含
め
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
回
収
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
問
題
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

こ
の
よ
う
に
海
洋
ご
み
対
策
に
つ
い
て
は
、
一
つ
の
主
体

や
一
つ
の
エ
リ
ア
で
の
取
り
組
み
だ
け
で
は
問
題
解
決
が
不

可
能
で
あ
り
、
実
効
的
な
対
策
に
は
、
よ
り
多
く
の
関
係

主
体
、よ
り
広
い
地
域
で
の
一
体
的
な
活
動
が
不
可
欠
で
す
。

瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
の
発
足

こ
の
非
常
に
困
難
な
海
洋
ご
み
問
題
を
解
決
す
る
た

め
、
公
益
財
団
法
人
日
本
財
団
と
岡
山
県
、
広
島
県
、
香

◆◆◆

岡
山
県
、
広
島
県
、

香
川
県
、
愛
媛
県

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

松
浦
　
正
樹

瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
推
進
協
議
会
事
務
局　

香
川
県
環
境
管
理
課
主
任

―
瀬
戸
内
海
か
ら
世
界
へ
―

海
ご
み
ゼ
ロ
に
向
け
て

瀬戸内海の海洋ごみ収支
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川
県
、
愛
媛
県
は
、
瀬
戸
内
海
の
海
洋
ご
み
対
策
に
係
る

連
携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
を
２
０
２
０
年
12
月
25
日
に

締
結
し
、
広
域
で
の
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
し
た
共
同
事
業

﹃
瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
﹄
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

協
定
で
は
、
４
県
が
相
互
に
連
携
し
、
日
本
財
団
と
協
力

し
て
、
瀬
戸
内
地
域
に
お
け
る
海
洋
ご
み
問
題
の
解
決
に

向
け
、
海
洋
ご
み
の
発
生
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
全
域
調

査
か
ら
施
策
実
施
後
の
効
果
測
定
ま
で
、
行
政
、
企
業
や

関
連
産
業
、
市
民
ら
と
連
携
し
た
包
括
的
な
取
り
組
み
を

集
中
的
に
実
践
す
る
と
と
も
に
、
陸
域
・
海
域
に
お
け
る

先
進
的
な
取
り
組
み
方
策
を
見
い
だ
し
発
信
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
で
本
格
始
動

ス
パ
コ
ン
予
測
デ
ー
タ
な
ど
共
有　

瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
の
活
動
は
２
０
２
１
年
７
月

◆◆◆

に
海
洋
ご
み
問
題
に
対
し
て
、﹁
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自
分

に
で
き
る
こ
と
﹂
を
テ
ー
マ
に
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
、
本
格
的
に
動
き
始
め
ま
し
た
。
こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
瀬
戸

内
の
漂
流
ご
み
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
予
測
や
、
Ａ
Ｕ
Ｖ

（
自
律
航
行
型
無
人
潜
水
機
）
を
用
い
た
海
底
堆
積
ご
み

調
査
、
４
県
の
人
口
の
６
割
を
カ
バ
ー
す
る
流
域
河
川
の

川
ご
み
調
査
を
含
め
た
海
洋
ご
み
問
題
の
実
態
や
発
生
原

因
な
ど
最
新
の
科
学
的
知
見
を
共
有
し
た
ほ
か
、
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
企
業
・
学
生
・
住
民
等
の
さ
ま
ざ
ま
な

セ
ク
タ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
の
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ア
ー
カ
イ
ブ
化
し
て
瀬
戸
内
オ
ー

シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
公
式
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

今
後
の
取
り
組
み
の
方
針
と
し
て
は
、
回
収
・
処
理
に

焦
点
を
当
て
た
対
策
だ
け
で
は
根
本
的
な
解
決
に
は
結
び

つ
か
な
い
た
め
、
発
生
抑
制
を

強
力
に
推
進
し
、
こ
れ
に
よ
り

瀬
戸
内
海
へ
の
流
入
量
の
７
割

を
削
減
す
る
と
と
も
に
回
収
量

は
１
割
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
目

標
と
し
て
、
各
種
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
く
予
定
と
し
て
い

ま
す
。
発
生
量
の
７
割
削
減
は

簡
単
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
海
洋
ご
み
に
占
め
る
割

合
の
多
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
対

し
て
、
そ
も
そ
も
の
使
用
量
を

減
ら
す
こ
と
も
含
め
た
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

（
製
造
か
ら
販
売
ま
で
に
生
み

出
さ
れ
る
付
加
価
値
）
モ
デ

ル
の
構
築
や
、
海
洋
環
境
デ

ザ
イ
ン
教
育
等
に
よ
る
住
民

意
識
の
改
革
等
、
海
洋
ご
み

削
減
に
向
け
た
企
業
や
住
民

の
積
極
的
な
参
画
を
促
し
、
オ
ー
ル
瀬
戸
内
で
の
取
り
組

み
に
よ
り
、
進
め
て
い
く
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
瀬
戸
内
オ
ー
シ
ャ
ン
ズ
Ｘ
の
取
り
組
み
に
賛
同

い
た
だ
け
る
企
業
か
ら
相
談
も
受
け
て
お
り
、
地
域
や
市

民
と
も
つ
な
げ
て
ど
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
て
い
く
の

が
効
果
的
で
、
持
続
可
能
で
あ
る
か
検
討
し
て
い
ま
す
の

で
近
々
、
連
携
活
動
を
続
々
と
展
開
し
て
い
け
る
と
思
い

ま
す
。世

界
展
開
可
能
な
対
策
モ
デ
ル
構
築
へ

海
洋
ご
み
対
策
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
自
分
事
化
す
る

こ
と
で
す
。
こ
の
点
、
瀬
戸
内
海
は
閉
鎖
性
海
域
で
す
の

で
、﹁
外
海
か
ら
の
海
洋
ご
み
の
流
入
が
少
な
く
﹂﹁
瀬
戸

内
海
の
ご
み
の
大
半
は
自
分
た
ち
が
流
出
さ
せ
た
も
の
で

あ
る
と
い
う
当
事
者
意
識
を
伴
う
対
策
が
取
り
易
い
﹂、

ま
た
、﹁
各
対
策
に
応
じ
た
成
果
を
可
視
化
し
易
い
﹂
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
加
え
て
﹁
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し

て
、
山
・
街
・
川
・
海
と
海
底
ま
で
網
羅
し
て
い
る
﹂
と

い
う
こ
と
か
ら
、
瀬
戸
内
海
で
集
中
的
に
取
り
組
ん
で
構

築
し
た
海
洋
ご
み
対
策
は
広
く
通
用
す
る
対
策
モ
デ
ル
に

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
・
企
業
等
と
連
携
し
て
、
い
ず
れ
は
日
本
全

国
へ
、
そ
し
て
世
界
へ
と
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
な
循
環

型
社
会
も
見
据
え
た
海
洋
ご
み
対
策
モ
デ
ル
の
構
築
に
向

け
て
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

キックオフシンポジウムの写真

日本財団と 4県による「瀬戸内オーシャンズX」調印式
（写真提供＝日本財団）

オーシャンズX
公式ページQR
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上
勝
町
は
徳
島
市
中
心
部
か
ら
車
で
約
１
時
間
の
と
こ

ろ
に
位
置
す
る
中
山
間
地
域
で
、
人
口
は
１
４
７
４
人
、

高
齢
化
率
52
・
99
％
（
令
和
３
年
10
月
１
日
現
在
）
の
少

子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
四
国
で
一
番
小
さ
い
町
で
あ

り
、平
成
15
年
に
は
日
本
の
自
治
体
で
は
じ
め
て
「
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

町
議
会
が
満
場
一
致
で
宣
言

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
と
は
、
ゼ
ロ
＝
「
０
」、
ウ
ェ
イ

ス
ト
「
浪
費
・
無
駄
・
廃
棄
物
」
で
、
直
訳
す
る
と
浪
費
・

無
駄
・
廃
棄
物
を
な
く
す
と
い
う
意
味
で
す
。
ご
み
を
出

さ
な
い
生
産
と
消
費
の
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
く
「
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」
の
理
念
に
触
れ
、
こ
れ
を
ま
ち
づ
く

り
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
た
運
動
に
取
り
組
も
う
と
、

平
成
15
年
に
町
議
会
が
満
場
一
致
で
国
内
初
の
〝
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
〟
を
議
決
し
ま
し
た
。

か
つ
て
、
本
町
で
は
野
焼
き
が
当
た
り
前
の
時
代
が
あ

り
、
県
か
ら
適
正
な
処
理
を
す
る
よ
う
に
指
導
を
受
け
て

い
た
の
で
す
が
、
ご
み
収
集
車
を
走
ら
せ
た
り
、
焼
却
場

◆◆◆

を
建
設
し
た
り
す
る
財
政
的
余
裕
が
な
か
っ
た
た
め
、
住

民
に
協
力
を
仰
ぎ
な
が
ら
分
別
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
力
を
入

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

生
ご
み
は
堆
肥
化
、
そ
の
他
は
45
分
別

家
庭
ご
み
の
３
～
４
割
を
占
め
る
生
ご
み
は
、
各
家
庭

で
の
堆
肥
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
町
が
購
入
を
補
助
し

て
電
動
生
ゴ
ミ
処
理
機
や
コ
ン
ポ
ス
ト
を
家
庭
に
導
入
し

ま
し
た
。

生
ご
み
以
外
の
ご
み
は
、
町
内
に
１
カ
所
の
ゴ
ミ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
住
民
自
ら
持
ち
込
ん
で
分
別
し
て
も
ら
う
ス

タ
イ
ル
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
当
初
は
、
容
器
包
装
リ
サ

イ
ク
ル
法
に
則
っ
た
９
種
類
か
ら
は
じ
ま
り
ま
し
た
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
業
者
を
新
規
開
拓
し
て
き
た
結
果
、
現
在
は

45
種
類
ま
で
細
分
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
見
、
不
便
な
よ

う
で
す
が
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
年
末
年
始
の
３
日
間
を

除
き
毎
日
運
営
し
て
い
る
の
で
、
自
分
の
都
合
に
合
わ
せ

て
ご
み
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
上
、
分
別
の
仕
方
が
分
か

ら
な
い
と
き
は
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
場
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
の

◆◆◆

で
会
話
が
生
ま
れ
、地
域
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

運
転
が
で
き
な
い
な
ど
運
搬
手
段
が
な
い
住
民
に
対
し

て
は
、
２
カ
月
に
１
回
自
宅
ま
で
収
集
に
伺
う
制
度
も
あ

徳
島
県
上
勝
町

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

―
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
で
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
―

栗
林
　
七
波

上
勝
町
役
場
企
画
環
境
課
主
事
補

小
さ
な
町
の
大
き
な
挑
戦

〈ごみ処理費（Ｈ29年）〉

総排出量286tを

仮に、すべて焼却・埋立てると� 1,470万円

資源化すると� 593万円

ごみ処理費が約60％削減でき、さらに紙や金属は買い
取ってくれるので約200万円の売上げに。

ゼロ・ウェイスト宣言 2020

　2003年のゼロ・ウェイスト宣言から17年、上勝町
では町民一人一人がごみ削減に努めリサイクル率80％
以上を達成しました。小さな町の大きな挑戦は世界か
ら注目され、持続可能な社会への道筋を示しました。
私たちが目指すのは、豊かな自然とともに、誰もが幸
せを感じながら、それぞれの夢を叶えられる町です。
　上勝町はゼロ・ウェイストの先駆者として、「未来
のこどもたちの暮らす環境を自分の事として考え、行
動できる人づくり」を2030年までの重点目標に掲げ、
再びゼロ・ウェイストを宣言します。

１．�ゼロ・ウェイストで、私たちの暮らしを豊かにします。
２．�町でできるあらゆる実験やチャレンジを行い、ご
みになるものをゼロにします。

３．�ゼロ・ウェイストや環境問題について学べる仕組
みをつくり、新しい時代のリーダーを輩出します。

年度 総排出量 焼却・埋立て リサイクル率

H10
（９分別開始） 300t 136t 54.8％

R2 294t 56t 81.1%
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り
ま
す
。

リ
ユ
ー
ス
拠
点
﹁
く
る
く
る
シ
ョ
ッ
プ
﹂

リ
メ
イ
ク
は
﹁
く
る
く
る
工
房
﹂

上
勝
町
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
セ
ン
タ
ー
の
一
角
に
、
不

用
品
交
換
所
「
く
る
く
る
シ
ョ
ッ
プ
」
が
あ
り
ま
す
。
ま

だ
使
え
る
も
の
を
町
民
限
定
で
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
、

誰
で
も
無
料
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

不
用
に
な
っ
た
着
物
や
鯉
の
ぼ
り
を
活
用
し
た
リ
メ
イ

ク
商
品
を
作
っ
て
販
売
す
る
「
く
る
く
る
工
房
」
で
は
、

高
齢
者
が
介
護
予
防
も
兼
ね
て
手
作
り
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
飲
食
物
の
提
供
に
対
し
て
リ

ユ
ー
ス
食
器
の
無
料
貸
出
を
行
い
、
一
時
的
に
出
る
使
い

捨
て
容
器
を
削
減
し
て
い
ま
す
。

独
自
認
証
制
度
や
量
り
売
り
を
導
入

町
独
自
の
基
準
で
公
的
に
認
証
す
る
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
認
証
制
度
」
を
２
０
１
７
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
町
内

６
店
舗
が
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に
関
す
る
人
材
育
成
や
、

食
品
ロ
ス
の
防
止
、
食
材
調
達
か
ら
調
理
に
い
た
る
ま
で

◆◆◆◆◆◆

ご
み
の
発
生
を
抑
制
す
る
工
夫
な
ど
を
取
り
入
れ
た
運
営

を
し
て
い
ま
す
。

「
ご
み
の
出
な
い
」
売
り
方
・
買
い
方
と
し
て
、
町
内

で
「
量
り
売
り
」
が
始
ま
っ
て
お
り
、
ビ
ー
ル
や
焼
き
菓

子
、
晩
茶
、
野
菜
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
商
品
を
、
容
器
を
持

参
す
れ
ば
包
装
容
器
な
し
で
必
要
な
分
だ
け
購
入
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
お
得
に
エ
コ

町
独
自
の
「
ち
り
つ
も
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
で
は
、
指
定

ご
み
の
持
込
み
や
レ
ジ
袋
を
断
る
、
量
り
売
り
を
利
用
す

る
な
ど
の
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
推
進
活
動
に
対
し
て
ポ
イ

ン
ト
が
も
ら
え
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
で
日
用
品
や
エ
コ
な
商

品
な
ど
と
交
換
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
て
商
品
を
ゲ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
、

町
民
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
ゼ
ロ
・

ウ
ェ
イ
ス
ト
を
推
進
す
る
仕
組
み
の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
率
₈₀
％
で
見
え
た
課
題

こ
う
し
て
官
民

一
体
と
な
っ
て
徹

底
し
た
リ
サ
イ
ク

ル
を
行
っ
て
き
た

結
果
、
リ
サ
イ
ク

ル
率
は
₈0
％
ま
で

引
き
上
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

が
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ

イ
ス
ト
宣
言
の
目

◆◆◆◆◆◆

標
年
と
な
る
２
０
２
０
年
、
残
念
な
が
ら
ご
み
ゼ
ロ
の
実

現
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
残
り
の
20
％
は
紙
お
む
つ

類
や
革
・
ゴ
ム
・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
品
な
ど
、
リ
サ
イ
ク

ル
が
難
し
い
製
品
で
す
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
再
び

分
別
を
徹
底
し
て
見
え
た
課
題
を
も
と
に
、
こ
れ
か
ら

は
そ
も
そ
も
ご
み
に
な
る
も
の
を
減
ら
す
こ
と
や
、
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
の
知
見
を
環
境
教
育
と
し
て
広
め
る
こ

と
を
重
点
目
標
に
、
本
町
は
２
０
２
０
年
12
月
に
再
び
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

町
内
事
業
所
で
は
す
で
に
、
自
然
に
あ
る
も
の
を
使
っ

て
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
子
ど
も
向
け
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実

施
や
、
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
を
学
ぶ
た
め
の
イ
ン
タ
ー
ン

生
の
受
入
れ
、
町
内
産
杉
を
使
用
し
た
木
糸
に
よ
る
自
然

に
還
る
タ
オ
ル
の
製
品
化
な
ど
、
自
ら
の
事
業
に
取
り
入

れ
る
形
で
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
推
進
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
に
は
上
勝
町
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト

セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
ア
ク
シ
ョ
ン
が
体
験
で
き
る
宿
泊
施

設
や
企
業
の
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
な
ど
を
兼
ね
備
え
た
複
合

型
施
設
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
こ
の
施
設
を
ゼ

ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
の
新
た
な
推
進
拠
点
と
し
、
現
状
リ
サ

イ
ク
ル
が
難
し
い
ご
み
に
つ
い
て
、
企
業
や
大
学
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
ご
み
に
な
ら
な
い
方
法
を
模
索
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
町
民
の
暮

ら
し
を
豊
か
に
し
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
美
し

い
自
然
環
境
を
残
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
本
町
な
ら

で
は
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◆◆◆

リユース拠点「くるくるショップ」

センターの体験宿泊棟『HOTEL WHY』

ゴミステーション
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公
害
克
服
か
ら
環
境
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
へ

本
市
は
、
１
９
０
１
年
に
官
営
八
幡
製
鐵
所
が
操
業
し

て
以
降
、「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」
と
し
て
発
展
し
、
日

本
の
高
度
経
済
成
長
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
１
９
６
０
年
代
に
は
、
大
気
汚
染
や
水
質
汚

濁
と
い
っ
た
深
刻
な
公
害
問
題
を
抱
え
た
も
の
の
、
環
境

改
善
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
地
域
の
婦
人
会
を
は
じ
め
、

大
学
や
企
業
、
行
政
が
一
丸
と
な
っ
て
問
題
解
決
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
１
９
８
０
年
代
に
は
環
境
庁
か
ら

「
星
空
の
街
」
に
選
ば
れ
る
ま
で
に
大
き
く
改
善
さ
れ
ま

し
た
。

公
害
克
服
の
経
験
で
培
っ
た
「
市
民
力
」
や
「
も
の
づ

く
り
の
技
術
」
は
、
自
治
会
や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可
能
な
開

発
の
た
め
の
教
育
）
活
動
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
ア
ジ

ア
諸
国
へ
の
環
境
国
際
協
力
な
ど
に
生
か
さ
れ
て
き
ま
し

た
。市

民
、
企
業
、
大
学
、
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
公
害
を
克
服
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
、
か
け
が
え
の
な
い

◆◆◆

誇
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
公
害
克
服
で
培
っ
た
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
基
に
、
専
門
家
の
派
遣
や
研
修
員
の
受
け
入
れ

な
ど
、
開
発
途
上
国
へ
の
環
境
国
際
協
力
を
お
こ
な
っ
て

き
ま
し
た
。
中
で
も
、「
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
奇
跡
」
と
称
さ

れ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
都
へ
の
技
術
協
力
で
は
、

水
道
普
及
率
の
向
上
、飲
用
可
能
な
水
道
水
の
供
給
な
ど
、

現
地
の
水
道
事
業
を
劇
的
に
改
善
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ア
ジ
ア
諸
国
の
水
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、「
北
九
州
市
海
外
水
ビ
ジ
ネ

ス
推
進
協
議
会
」
を
設
立
し
、
民
間
企
業
の
優
れ
た
技
術

と
自
治
体
の
管
理
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
り
、
上
下
水
道
の

幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
「
海
外
水
ビ
ジ
ネ
ス
」
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
上
下
水
道
設
備
を
導
入
す
る

だ
け
で
な
く
、
現
地
の
人
た
ち
の
力
で
上
下
水
道
イ
ン
フ

ラ
を
維
持
で
き
る
よ
う
、
持
続
可
能
な
事
業
を
支
援
し
て

い
ま
す
。

２
０
５
０
年
の 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
を
目
指
し
て

本
市
の
官
民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
先
取
り
す
る
も
の
と
し
て
、
２
０
１
７
年
12
月
、
国
の

「
第
１
回
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
で
特
別
賞
を

受
賞
、
２
０
１
８
年
４
月
に
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
推
進
に
向
け
た
世
界
の
モ
デ
ル
都
市
」
に
ア
ジ
ア
で
初

め
て
選
定
、
同
年
６
月
に
は
、
国
内
最
初
と
な
る
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
お
よ
び
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事

業
」
に
も
選
定
さ
れ
る
な
ど
、
国
内
外
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
度
か
ら
は
、
２
０
３
０
年
の
あ
る
べ
き
姿

と
し
て
、「『
真
の
豊
か
さ
』
に
あ
ふ
れ
、
世
界
に
貢
献
し
、

信
頼
さ
れ
る
『
グ
リ
ー
ン
成
長
都
市
』」
を
ビ
ジ
ョ
ン
に

掲
げ
た
第
２
期
「
北
九
州
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
計
画
」

に
基
づ
き
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
３
側
面
に
統
合
的
に

取
り
組
み
、
自
律
的
な
好
循
環
を
生
む
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

３
側
面
の
う
ち
特
に
環
境
面
に
お
い
て
は
、
昨
年
10
月

◆◆◆

福
岡
県
北
九
州
市

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

栗
原
　
健
太
郎

北
九
州
市
企
画
調
整
局

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
室
次
長

―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
・
北
九
州
市
―

日
本
一
住
み
よ
い
ま
ち
を
目
指
し
て

地元婦人会と大学による汚染状況の調査・研究
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に
行
っ
た
「
２
０

５
０
年
の
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」

宣
言
を
踏
ま
え
、

本
年
８
月
に
「
北

九
州
市
地
球
温
暖

化
対
策
実
行
計

画
」
を
改
定
し
、

２
０
５
０
年
の
脱

炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
鍵
と
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
を
促
進

す
る
た
め
、
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
公
共
施
設
に
お
け
る

再
エ
ネ
１
０
０
％
電
力
化
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
西
日
本
唯
一
の
基
地
港
湾
に
指
定
さ
れ
て
い
る

強
み
を
生
か
し
、
洋
上
を
含
む
風
力
発
電
関
連
産
業
の
総

合
拠
点
化
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
産
業
都
市
と

し
て
の
重
点
項
目
で
あ
る
脱
炭
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
軸
と
す
る
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
を
今
後
策
定

し
、
取
り
組
み
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
で
、「
環
境
と

経
済
の
好
循
環
」
を
実
現
す
る
先
進
モ
デ
ル
の
構
築
を
目

指
し
、
世
界
の
脱
炭
素
化
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

産
官
学
民
が
連
携
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
体
制

本
市
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
よ
り
効
果
的
に
推
進
し
て
い

く
た
め
、
有
識
者
や
経
済
界
、
市
民
の
代
表
が
助
言
を
行

う
「
北
九
州
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
協
議
会
」
と
、
多
様
な
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
の
交
流
・
連
携
に
よ
り
、
市
全
体
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
達
成
を
目
指
す
「
北
九
州
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ク
ラ
ブ
」
を
創

◆◆◆

設
し
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
で
は
、
２
０
２
１
年
９
月
末
現
在
、
１
５
０

０
を
超
え
る
会
員
が
登
録
し
て
お
り
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
会
員
同
士
が
連
携
し
た「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

が
数
多
く
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
市
民
主
体
の
活
動
か

ら
課
題
解
決
の
成
功
モ
デ
ル
を
創
出
し
、
国
内
外
に
発
信

し
て
い
く
こ
と
で
、
本
市
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
１
月
、
市
内
の
金
融
機
関
と
連
携

し
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
経
営
に
取
り
入
れ
た
い
」
と
い
う
企

業
の
相
談
に
対
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
す
る
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
経
営
サ
ポ
ー
ト
」
を
ス
タ
ー
ト
し
た
ほ
か
、
２
０
２

１
年
８
月
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
寄
与
す
る
企
業
等

の
取
り
組
み
内
容
を
「
見
え
る
化
」
す
る
「
北
九
州
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
登
録
制
度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
多
く
の
企
業
等
が

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
脱
炭
素
の
視
点
を
経
営
に
取
り
入
れ
る
こ
と

で
持
続
可
能
な
成
長
に
つ
な
げ
、
地
域
の
自
律
的
好
循
環

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

教
育
現
場
に
お
い
て
も
、本
市
の
教
育
方
針
で
あ
る「
北

九
州
市
教
育
大
綱
」
で
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を
踏
ま
え
た

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
」
を
掲
げ
、
市
内
2₄
校
を
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
校
に
指
定
し
た
ほ
か
、
公
立
小
中
学
校
で
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
に
立
っ
た
地
域
教
材
資
料
の
配
付
や
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た
高
等
学
校
で
の
探
究
学
習
の

推
進
な
ど
、
小
学
校
か
ら
中
学
校
、
高
等
学
校
へ
と
段
階

的
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
地
域
へ
の
学
び
を
深
め
る
取
り
組
み
を

支
援
す
る
こ
と
で
、
次
世
代
を
担
う
未
来
人
材
の
育
成
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
展
望
と
課
題

今
年
度
か
ら
始
ま
る
第
２
期
「
北
九
州
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
計
画
」
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

未
来
基
金
」
を
創
設
し
た
ほ
か
、
環
境
改
善
効
果
、
社
会

課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
施
設
整
備
に
充
当
す
る
地
方
債

「
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
ボ
ン
ド
」
を
自
治
体
で
初
め
て
発

行
す
る
な
ど
、
資
金
調
達
に
お
い
て
も
新
た
な
取
り
組
み

を
始
め
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
市
民
生
活
や
経
済

活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
が
、
顕
在
化
し
た

社
会
課
題
を
克
服
し
て
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
」

と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
達
成
す
る
た
め
の
大
き
な
チ

ャ
ン
ス
に
も
な
り
う
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

時
代
の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
市
民
や
企
業
、
学
校

と
の
連
携
を
一
層
強
化
し
、
オ
ー
ル
北
九
州
で
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、「
日
本
一
住
み
よ

い
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆◆◆

北九州市響灘地区の風力発電

北九州SDGs クラブ「北九州みらいキッズプロジェクト」
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世
界
一
サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い
村
を
宣
言

恩
納
村
は
、
沖
縄
本
島
の
ほ
ぼ
中
央
部
西
海
岸
に
位
置

し
、
長
大
な
イ
ノ
ー
（
サ
ン
ゴ
礁
が
あ
る
浅
瀬
）、
恩
納
岳

を
中
心
と
し
た
山
並
み
と
40
余
り
の
川
な
ど
の
風
光
明
媚

な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
年
間
３
０
０
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
る
国
内
有
数
の
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
成
長
し
て

き
ま
し
た
。
こ
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
は
、
村
民
が
生
活

を
営
む
上
で
も
重
要
で
あ
り
、
豊
か
な
ま
ま
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
村
と
し
て
、
改
め
て
自
然
の

恩
恵
な
し
で
は
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
と
と

も
に
、
行
政
・
村
民
・
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
た
、
環
境

負
荷
が
少
な
い
持
続
発
展
可

能
な
社
会
に
向
け
、
自
然
環

境
に
優
し
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
た
め
、
２
０
１
８
年

７
月
に
「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言　

◆◆◆

〜
世
界
一
サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い
村
〜
」
を
出
し
ま
し
た
。

サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
を
き
っ
か
け
に
、S

さ

ん

な

unna

ち
ゃ
ん
（
サ

ン
ゴ
の
村
宣
言
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）
を
活
用
し
た

商
品
開
発
や
、
サ
ン
ゴ
礁
保
全
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
、
恩
納
村
が
自
然
環
境
保
全
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
周
知
す
る
普
及
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
普
及
啓
発
を
し
て
い
く
う
え
で
、
あ
る
問

題
に
直
面
し
ま
す
。
そ
れ
は
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
く
れ

る
村
民
が
少
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
村
民
の
意
見
と
し
て

は
、「
自
然
環
境
保
全
が
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
ど
う
つ
な
が

る
の
？
」
と
い
う
声
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
自
然
環
境
保

全
を
す
る
こ
と
で
恩
恵
を
受
け
て
い
る
の
は
観
光
事
業
者

で
、自
分
た
ち
が
恩
恵
を
受
け
て
い
る
と
は
感
じ
て
い
な
い
、

と
い
う
方
が
村
民
の
中
に
は
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の

理
由
と
し
て
、
観
光
産
業
に
携
わ
っ
て
い
る
村
民
の
方
が

少
な
い
こ
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
村
民
の
住
環
境
に

も
支
障
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
、
村
の
特
産
品
が
観
光
施

設
で
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
等
の
背
景
が
あ
り
ま
し
た
。

村
の
課
題
で
は
自
然
環
境
だ
け
で
な
く
経
済
面
や
社
会
面

等
の
あ
ら
ゆ
る
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
「
サ
ン
ゴ
の

村
宣
言
」
は
自
然
環
境
保
全
に
重
き
を
お
い
た
ビ
ジ
ョ
ン

と
な
っ
て
お
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
身
近
で
あ
る
が
ゆ

え
に
多
く
の
村
民
に
響
か
な
い
部
分
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
自
然
環
境
だ
け
で
な
く
、

経
済
や
社
会
課
題
の
解
決
を
！

「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」
を
効
果
的
に
生
か
し
、
自
然
環

境
だ
け
で
な
く
経
済
面
や
社
会
面
等
の
あ
ら
ゆ
る
課
題
へ

の
取
り
組
み
や
、「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」
の
サ
ン
ゴ
を
中

心
と
し
た
環
境
へ
の
取
り
組
み
の
相
乗
効
果
を
図
る
た
め

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
０
１
９
年
７
月
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

達
成
に
向
け
た
優
れ
た
取
り
組
み
を
行
う
都
市
と
し
て
、

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
及
び
「
自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ

ル
事
業
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来

都
市
」
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
機
に
村
の
目
指
す
姿
を
「
世

界
一
サ
ン
ゴ
に
や
さ
し
い
村
」
か
ら
「
世
界
一
サ
ン
ゴ
と

人
に
や
さ
し
い
村
」
に
改
め
、
今
ま
で
は
自
然
環
境
保
全

の
取
り
組
み
が
中
心
で
し
た
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
取

り
入
れ
る
こ
と
で
サ
ン
ゴ
礁
保
全
（
環
境
）
か
ら
観
光
業

や
農
林
水
産
業
の
付
加
価
値
向
上
（
経
済
）、
そ
し
て
村

民
の
暮
ら
し
の
向
上
（
社
会
）
の
好
循
環
を
図
り
村
全
体

の
課
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
へ
と
進
化
し
ま
し
た
。

自
治
体
初
の
「G

reen Fins

」
導
入

Green Fins

（
グ
リ
ー
ン
フ
ィ
ン
ズ
）
と
は
Ｕ
Ｎ
Ｅ

Ｐ
（
国
連
環
境
計
画
）
が
定
め
た
自
然
環
境
に
配
慮
し
た

ダ
イ
ビ
ン
グ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

◆◆◆◆◆◆

沖
縄
県
恩
納
村

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

冨
着
　
開

恩
納
村
企
画
課
主
事

Sunna ちゃん

「
サ
ン
ゴ
の
村
宣
言
」

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

―
地
域
資
源
を
活
か
し
た
恩
納
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
―
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で
、
他
国
で
は
国
主
導
で
す
が
、
自
治
体
と
し
て
導
入
す

る
の
は
日
本
初
で
す
。
そ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
中
で
は
、

「
サ
ン
ゴ
の
上
に
立
た
な
い
」「
海
洋
生
物
に
触
ら
な
い
」

「
餌
付
け
し
な
い
」
な
ど
の
各
種
禁
止
項
目
や
推
奨
項
目

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
村
で
は
、
自
然
環
境
の
保
全

は
も
ち
ろ
ん
、
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
商
品
価
値
の
向
上
を
目

的
に
村
内
外
で Green Fins

を
広
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、Green Fins

を
導
入
す
る
こ

と
で
、
①
ダ
イ
バ
ー
の
自
然
環
境
保
全
に
対
す
る
行
動
の

質
が
上
が
る
②
サ
ン
ゴ
礁
が
保
全
さ
れ
て
い
る
綺
麗
な
海

に
な
る
③
顧
客
満
足
度
が
上
が
っ
て
、
単
価
・
顧
客
数
共

に
増
加
す
る
―
―
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ロ
ー
カ
ル
認
証
で

「
恩
納
ブ
ラ
ン
ド
」
確
立
へ

ロ
ー
カ
ル
認
証
と
は
、
陸
や
海
の
環
境
や
人
々
の
生
活

に
配
慮
し
た
特
産
物
や
サ
ー
ビ
ス
（
例
え
ば
有
機
農
法
で

栽
培
し
た
野
菜
等
）
な
ど
の
特
産
品
の
う
ち
、
村
が
定
め

◆◆◆

る
一
定
の
要
件
に
あ
て
は
ま
っ
た
も
の
に
対
し
て
付
与
し

「
恩
納
ブ
ラ
ン
ド
」
を
確
立
す
る
仕
組
み
で
、
数
年
以
内

の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
本
村
で
ロ
ー
カ
ル
認
証
を

導
入
す
る
背
景
に
は
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
に

も
関
わ
ら
ず
村
の
特
産
品
が
村
内
観
光
施
設
な
ど
で
取
り

扱
わ
れ
て
い
な
い
問
題
や
、
生
産
者
の
工
夫
が
価
格
に
反

映
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
に
対
し
て
、
特
産
品
の
魅
力
を
発
見
し
、
村
が
認

定
す
る
と
い
う
新
た
な
価
値
を
つ
け
て
村
内
外
に
広
め
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
特
産
品
が
観
光

施
設
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
で
、
村
民
生
産
者
と
観
光
事

業
者
が
ロ
ー
カ
ル
認
証
を
通
じ
て
連
携
し
、
観
光
の
恩
恵

を
受
け
て
い
る
と
感
じ
る
機
会
が
増
え
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

中
学
３
年
で
商
品
開
発
の
学
習

恩
納
村
唯
一
の
村
立
中
学
校
で
あ
る「
う
ん
な
中
学
校
」

で
は
、
地
域
の
課
題
を
肌
で
感
じ
、
解
決
し
て
い
く
成
功

体
験
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
考
え
、
中
学
３
年
生
に
村
内

の
特
産
品
を
活
用
し
た
商
品
開
発
の
授
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
授
業
を
通
し
て
、
実
際
に
村
の
課
題
で
あ
る
特
産

品
の
Ｐ
Ｒ
や
販
売
方
法
に
つ
い
て
考
え
、
大
人
が
決
め
た

こ
と
を
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
最
終
的
に
は
自
分
た
ち

で
決
断
し
て
商
品
開
発
を
実
行
し
ま
す
。
こ
の
授
業
を
通

し
て
将
来
ど
ん
な
職
種
に
就
い
て
も
、
課
題
を
自
分
事
化

し
、
考
え
る
力
を
育
み
、
次
世
代
を
担
う
人
材
を
育
成
す

る
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

今
後
の
展
望

◆◆◆◆◆◆

こ
れ
ま
で
は
、
環
境
と
経
済
の
課
題
を
中
心
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
社
会
面
な
ど
の
村
民
の
生
活

課
題
に
裨ひ

益え
き

す
る
取
り
組
み
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
世
界
一
サ
ン
ゴ
と
人
に
や
さ
し
い
村
を

目
指
し
て
い
く
う
え
で
、村
民
の
生
活
が
豊
か
に
な
れ
ば
、

よ
り
多
く
の
村
民
に
自
然
環
境
を
保
全
す
る
こ
と
や
経
済

を
循
環
さ
せ
る
意
義
が
伝
わ
り
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

世
界
一
サ
ン
ゴ
と
人
に
や
さ
し
い
村
が
実
現
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
定
住
関
係
の
整

備
等
、
住
み
よ
い
村
に
す
る
た
め
の
具
体
的
な
課
題
に
ど

う
取
り
組
ん
で
い
く
か
、
行
政
、
村
民
、
事
業
者
が
一
体

と
な
っ
て
、
あ
る
べ
き
姿
の
実
現
に
向
け
た
村
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

循環を意識した恩納村SDGs

恩納村 2030 年のあるべき姿
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例
え
ば
都
市
と
農
村
の
よ
う
に
地
域
の
個
性
を
活
か
し
て

地
域
同
士
で
支
え
合
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
く

と
い
う
、「
自
立
・
分
散
型
社
会
」
を
示
す
考
え
方
で
あ
る
。

（
図
１
）

地
域
の
資
源
を
活
か
し
、 

課
題
を
解
決
し
続
け
ら
れ
る 

地
域
の
集
ま
り

共
生
圏
の
考
え
方
で
は
、地
域
の
資
源
を
「
地
産
地
消
」

を
意
識
し
つ
つ
循
環
・
活
用
し
て
い
く
こ
と
を
基
本
と
し

持
続
可
能
な
社
会 

美
し
く
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
」
を 

次
の
世
代
に

今
年
は
10
月
に
入
っ
て
も
真
夏
日
が
続
き
、
各
地
で
10

月
上
旬
の
平
均
気
温
が
過
去
最
高
に
な
っ
た
と
い
う
。
豪

雨
災
害
が
毎
年
発
生
す
る
こ
と
も
当
た
り
前
の
よ
う
に
な

っ
た
と
感
じ
る
。
２
０
２
０
年
11
月
に
内
閣
府
が
実
施
し

た
気
候
変
動
に
関
す
る
世
論
調
査
で
は
、
日
常
生
活
の
中

で
気
候
変
動
の
影
響
を
感
じ
る
こ
と
と
し
て
、
89
・
８
％

の
人
が
「
夏
の
暑
さ
」
を
、
81
・
６
％
の
人
が
「
雨
の
降

り
方
の
激
し
さ
」
を
あ
げ
て
い
る
（
1
）。

化
石
燃
料
を
は
じ
め
と
し
た
地
下
資
源
に
依
存
し
た
大

量
生
産
・
消
費
・
廃
棄
の
社
会
・
経
済
構
造
は
、
資
源
循

環
の
観
点
に
お
い
て
も
い
ず
れ
限
界
を
迎
え
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
久
し
い
。
世
界
の
各
地
で
森
林
が
減
少
し
、
漁

業
資
源
が
減
少
す
る
な
ど
自
然
環
境
の
過
剰
利
用
が
進
む

中
、
日
本
で
は
植
林
地
や
里
山
で
ア
ン
ダ
ー
ユ
ー
ス
（
資

源
の
過
少
利
用
）
に
よ
る
問
題
が
起
き
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
と
し

て
ゼ
ロ
に
し
脱
炭
素
社
会
を
目
指
す
こ
と
を
、
２
０
２
０

年
10
月
に
菅
義
偉
総
理
（
当
時
）
が
宣
言
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
目
標
か
ら
大
き
く
踏
み
込
ん
だ
内
容
で
あ
り
、
脱
炭

素
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
た
大

き
な
転
換
点
と
な
っ
た
。

日
本
全
体
で
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
構
成
単
位
と
な
る
各
々
の
地
域
が
持
続
可
能
で

あ
る
必
要
が
あ
る
。
環
境
・
経
済
・
社
会
の
３
面
で
自
立

し
た
地
域
が
、
共
生
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
む
こ
と
で
、

持
続
可
能
な
社
会
が
構
築
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
に
基
づ

き
、
地
域
循
環
共
生
圏
（
以
下
、「
共
生
圏
」）
が
第
五
次

環
境
基
本
計
画
（
２
０
１
８
年
閣
議
決
定
）
で
示
さ
れ
て

い
る
。
共
生
圏
は
、
自
分
た
ち
の
足
元
に
あ
る
地
域
資
源

を
活
用
し
、
環
境
・
経
済
・
社
会
を
良
く
し
て
い
く
ビ
ジ

ネ
ス
や
事
業
を
社
会
の
仕
組
み
に
組
み
込
む
と
と
も
に
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
地
域
活
性
化
（
2
）

〜
環
境
〜

環
境
で
地
域
を
元
気
に
す
る

地
域
循
環
共
生
圏
・
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

特 集
副基調論文

―
地
域
資
源
を
活
か
し
、自
立
・
分
散
型
社
会
を
目
指
す
―

佐
々
木
　
真
二
郎

環
境
省
大
臣
官
房
環
境
計
画
課 

企
画
調
査
室
長

図１　地域循環共生圏
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て
い
る
。
地
域
の
資
源
の
う
ち
、
森
・
里
・
川
・
海
と
い

っ
た
自
然
ス
ト
ッ
ク
が
生
み
出
す
食
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
の
自
然
の
恵
み
は
、
国
土
に
広
く
薄
く
分
散
し
て

い
る
。
津
々
浦
々
の
地
域
が
持
続
可
能
で
健
全
な
形
で
維

持
さ
れ
、
自
然
と
共
生
す
る
伝
統
的
な
知
恵
や
技
術
を
踏

ま
え
て
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
等
の
科
学
技
術
も

活
用
し
つ
つ
、
自
然
環
境
を
維
持
・
回
復
し
な
が
ら
自
然

の
恵
み
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
自
然
の

恵
み
に
は
、
美
し
い
自
然
景
観
と
い
っ
た
も
の
や
、
里
山

の
資
源
の
よ
う
に
現
在
は
あ
ま
り
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
も

の
も
含
ま
れ
る
。

ま
た
、
地
域
の
資
源
に
は
、
一
旦
地
上
に
出
て
き
た
金

属
等
の
枯
渇
性
の
資
源
も
含
ま
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
、
従
来
の
３
Ｒ
の
取
り
組
み
に
加
え
、
資
源
投
入
量
・

消
費
量
を
抑
え
つ
つ
、ス
ト
ッ
ク
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
、

サ
ー
ビ
ス
化
等
を
通
じ
て
付
加
価
値
を
生
み
出
す
経
済
活

動
「
循
環
経
済
（
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
）」
へ
の

移
行
に
よ
り
、
資
源
・
製
品
の
価
値
の
最
大
化
、
資
源
消

費
の
最
小
化
、
廃
棄
物
の
発
生
抑
止
等
を
目
指
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

日
本
は
多
様
で
複
雑
な
自
然
環
境
を
基
盤
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
各
地
域
は
多
様
で
個
性
の
あ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
違
い
を
生
か
し
て
、
互
い
の
得
意
と
す
る
資
源
を
融
通

し
、
支
え
あ
う
社
会
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

融
通
し
あ
う
も
の
の
中
に
は
、
例
え
ば
、
都
市
に
潤
沢

に
あ
る
人
材
や
資
金
も
含
ま
れ
る
。
都
市
に
暮
ら
す
人
々

が
、
農
山
漁
村
か
ら
提
供
さ
れ
る
産
品
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
購
入
す
る
こ
と
や
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ

て
自
然
を
体
験
す
る
こ
と
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
を
通
じ

て
関
係
人
口
と
し
て
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
参
画
す
る

こ
と
等
に
よ
り
、
持
続
可
能
で
豊
か
な
暮
ら
し
を
営
み
つ

つ
、
農
山
漁
村
の
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
支
え

る
こ
と
が
で
き
る
。
共
生
圏
は
農
山
漁
村
と
い
っ
た

地
方
と
都
市
の
双
方
の
人
々
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
地
域
が
持
続
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
、
地

域
の
資
源
を
活
用
し
た
生
産
を
行
っ
て
い
く
と
い
う

経
済
的
な
意
味
で
「
自
立
」
し
た
地
域
で
あ
る
必
要

に
加
え
て
、
山
積
し
、
次
々
と
新
た
に
生
ま
れ
る
課

題
を
自
ら
解
決
し
続
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
社
会
的
な
意
味
で
「
自
立
」
し
た
地
域
で
あ
る
必

要
が
あ
る
。

地
域
循
環
共
生
圏
の
ア
プ
ロ
ー
チ

ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

共
生
圏
づ
く
り
で
は
、
従
来
の
環
境
政
策
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
加
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用

し
て
い
る
（
図
２
）。
共
生
圏
を
「
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
と
呼
ぶ
理
由
の
一
つ
で
も
あ
る
。
そ
の
中
で

も
特
に
重
視
し
て
い
る
の
が
「
同
時
解
決
」
で
あ
る
。

地
域
づ
く
り
を
持
続
可
能
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
課

題
解
決
が
で
き
る
新
し
い
事
業
を
立
ち
上
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
が
、
こ
の
事
業
に
同
時
解
決
の
視
点
を
盛
り
込
ん

で
い
る
。

例
え
ば
、
岡
山
県
真
庭
市
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み

で
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
を
行
い
、
そ
の
材
料

を
地
域
内
で
調
達
す
る
こ
と
で
林
業
を
振
興
し
、
地
域
雇

用
を
増
や
す
こ
と
で
人
口
減
少
の
解
決
に
貢
献
し
、
気
候

変
動
対
策
や
森
林
環
境
の
保
全
も
進
む
と
い
う
複
数
課
題

を
ま
と
め
て
解
決
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て
い

る
。
真
庭
市
で
は
、
製
材
端
材
や
林
地
残
材
な
ど
の
未
利

用
木
も
活
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
施
設
（
発
電
能

力10,000kw
/h

）
が
２
０
１
５
年
４
月
か
ら
稼
働
し
て

い
る
（
図
３
）。
１
年
間
（
２
０
１
５
年
７
月
～
２
０
１

６
年
６
月
）
で
24
・
５
億
円
の
売
り
上
げ
が
あ
り
、
発
電

所
で
の
直
接
雇
用
が
15
人
、
林
業
木
材
業
で
の
間
接
雇
用

が
35
人
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
が
約
11
・
６
％
か
ら
約
32

％
に
向
上
す
る
等
の
効
果
が
で
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
環
境
政
策
は
、
脱
炭
素
、
資
源
循
環
、
生

物
多
様
性
と
い
っ
た
個
別
分
野
の
課
題
に
対
処
し
て
き
た

こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
真
庭
市
の
例
の
よ
う
に
問
題
の
根
は

つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
共
生
圏
で
は
環
境
分
野
は
も

と
よ
り
、
農
林
水
産
業
、
工
業
、
福
祉
、
地
域
経
済
な
ど

多
分
野
横
断
型
の
統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
し
て
い
る
。 図２　地域循環共生圏づくりのアプローチ
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環
境
の
課
題
は
、
地
域
で
は
必
ず
し
も
優
先
順
位
が
高

く
な
い
た
め
、
地
域
が
直
面
し
て
い
る
課
題
と
環
境
の
課

題
を
同
時
解
決
で
き
る
事
業
と
し
て
設
計
し
、
地
域
に
裨ひ

益え
き

し
て
い
る
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
示
す
こ
と
で
、
地
域

の
関
係
者
の
理
解
や
参
画
を
促
せ
る
場
合
が
多
い
。

地
域
経
済
循
環
分
析 

地
域
か
ら
出
て
い
く
お
金
を 

見
え
る
化
す
る

自
立
し
た
地
域
を
形
成
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
の

経
済
循
環
も
重
要
で
あ
る
。
地
域
経
済
が
赤
字
構
造
で
あ

れ
ば
、
住
民
所
得
が
少
な
く
な
り
、
人
口
流
出
等
に
よ
り

地
域
の
持
続
可
能
性
に
も
悪
影
響
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。

環
境
省
で
は
、
市
町
村
単
位
で
の
資
金
の
流
れ
を
、
生
産
、

分
配
、
支
出
の
３
面
か
ら
「
見
え
る
化
」
す
る
こ
と
で
、

地
域
に
入
っ
て
く
る
資
金
、
出
て
い
く
資
金
の
金
額
や
費

目
を
分
析
し
、
地
域
内
の
産
業
の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め

の
ツ
ー
ル
「
地
域
経
済
循
環
分
析
」（
２
）
を
提
供
し
て

い
る
（
図
４
）。

地
域
経
済
循
環
分
析
を
用
い
て
、
各
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
代
金
の
収
支
を
見
る
と
、
２
０
１
３
年
時
点
で
9
割
を

超
え
る
自
治
体
に
お
い
て
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
収
支
が
赤

字
と
な
っ
て
い
て
、
地
域
外
に
資
金
が
流
出
し
て
い
る

（
３
）。
そ
の
原
因
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
く
を
輸
入
し
た

化
石
燃
料
に
頼
っ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
財
務
省
貿
易
統

計
に
よ
る
と
２
０
２
０
年
の
日
本
の
鉱
物
性
燃
料
の
輸
入

額
は
約
11
兆
円
に
も
の
ぼ
る
（
4
）。
地
域
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
産
し
、
地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
を
通

じ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
し
た
り
地
域
外
に
売
電
し

た
り
す
る
こ
と
で
、
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
可

能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域
経
済
循
環
分
析
で
は
、

地
域
か
ら
大
都
市
圏
の
本
社
等
に
流
出
す
る
資
金
や
、
観

光
客
や
住
民
が
消
費
で
使
用
す
る
資
金
の
流
出
入
等
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
限
ら
ず
様
々
な
視
点
で
収
支
が「
見
え
る
化
」

さ
れ
る
た
め
、
地
域
経
済
の
強
み
と
弱
み
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
循
環
共
生
圏
の
創
造 

ワ
ク
ワ
ク
感
と
熱
い
想
い
が
原
動
力

地
域
を
共
生
圏
と
し
て
持
続
可
能
な
形
に
変
え
て
い
く

た
め
に
は
、
山
積
す
る
地
域
課
題
（
人
口
減
少
、
地
域
経

済
の
疲
弊
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
、
防
災
・
減
災
、
里
山

の
荒
廃
、
森
里
川
海
の
つ
な
が
り
の
分
断
等
に
よ
る
自
然

の
恵
み
の
減
少
等
）
を
解
決
す
る
事
業
を
起
こ
し
、
社
会

の
仕
組
み
と
し
て
実
装
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
の

事
業
と
は
、
収
益
性
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
（
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
）
や
、公
益
性
の
高
い
事
業
（
公
共
事
業
、

Ｃ
Ｓ
Ｒ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
）
等
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、

エ
コ
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
か
つ
採
算
性
が
あ

り
経
済
的
に
も
持
続
可
能
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。そ
し
て
、

こ
の
よ
う
な
事
業
を
地
域
で
生
み
出
し
続
け
る
の
は
、

人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）
で

あ
る
（
図
５
）。

事
業
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、
環
境
分
野
の
人
に
加
え

て
、
金
融
機
関
や
企
業
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
得
意
分
野

を
持
ち
寄
り
、協
働
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

事
業
を
生
み
出
す
た
め
に
連
携
し
た
人
々
が
、
地
域
か
ら

応
援
さ
れ
る
環
境
（
足
を
引
っ
張
ら
れ
る
、
出
る
杭
が
打

た
れ
る
の
で
は
な
く
）
も
必
要
と
な
る
。
な
お
、
地
域
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
い
う
と
協
議
会
等
の
会
議
体
を
イ
メ

ー
ジ
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
地
域
に
よ
っ
て
は
複
数
の

図４　地域経済循環分析〈自動計算ツール〉の導入編となる解説動画

図３　岡山県真庭市の木質バイオマス発電施設
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SDGsと地域活性化（2）〜環境〜
地域活性化を進めるに当たっては、SDGsの理念に沿った取り組みが政策全体を最適化し課題解決を加速するとも言われる。「持
続可能な消費と生産」に焦点を当てた７月号に続き、今号は「環境」に関する自治体の取り組みを紹介。

北海道上士幌町（p６-７）
居辺集中バイオガスプラント
1神奈川県横浜市（p８-９）

独自認証制度「Y-SDGs」の最上位supreme
2

富山県氷見市（p10-11）
氷見市役所で行われた設立記者会見
3

福井県大野市（p12-13）
市内の湧水の温度を測定する子どもたち
4

愛知県豊橋市（p14-15）
国内最大規模の複合バイオマス施設
5京都府亀岡市（p16-17）

７×８mの巨大エコバッグ「フライバッグ」
6

1

2

圏
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
と
い
うW

eb

サ
イ
ト

を
２
０
１
９
年
に
立
ち
上
げ
た
（
５
）。
共
生
圏
を
創
造

す
る
た
め
の
手
引
き
や
、
他
省
庁
も
含
め
た
支
援
制
度
や

分
析
ツ
ー
ル
の
紹
介
等
の
情
報
提
供
の
ほ
か
、
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
「
地
域
循
環
共
生
圏
づ
く
り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
事
業
」（
２
０
２
１
年
度
は
36
地
域
で
実
施
）
や
、
共

生
圏
を
担
う
人
材
を
育
て
る
「
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
リ
ー

ダ
ー
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム 

〝m
igakiba

（
ミ
ガ
キ
バ
）〟」

（
６
）
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
環
境
で
地
域
を
元
気
に
し
た
い
と
考
え
行
動
す

る
人
た
ち
が
「
学
び
」「
つ
な
が
る
」
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
し
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を
先
生
や
先
輩
か
ら
学
び
、
地

域
や
企
業
の
仲
間
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
場
「
寺
子

屋
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
定
期
的
に
開

催
し
て
い
る
。

暮
ら
し
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ 

環
境
省
グ
ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド

共
生
圏
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
地
域
で
実
践
す
る
こ
と
だ
が
、

環
境
省
で
は
一
人
一
人
、
一
社
一
社
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
転
換
、
つ
ま
り
「
暮
ら
し
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
に
関
す
る
取

り
組
み
も
進
め
て
い
る
。
環
境
に
配
慮
し
た
農
産
物
を
作

っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
取
り
組
み
に
共
感
し
て
購
入
す
る

消
費
者
が
い
な
け
れ
ば
、
持
続
可
能
な
事
業
と
は
な
ら
な

い
。
単
に
安
さ
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、
災
害
時
の
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
や
地
域
経
済
構
造
も
考
え
、
地
域
の
小
さ
な
商

店
を
消
費
者
が
買
い
支
え
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
維
持
す
る
た
め
に
重
要
と
な
る
。
企
業
が
単
に

利
益
を
追
求
す
る
の
み
で
、
環
境
・
経
済
・
社
会
の
調
和

を
崩
し
、
社
会
的
弱
者
や
自
然
環
境
に
し
わ
寄
せ
を
も
た

ら
す
よ
う
な
経
営
を
続
け
る
よ
う
で
も
持
続
可
能
な
社
会

会
議
体
を
活
用
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
例

や
、
明
確
な
会
議
体
が
存
在
し
な
い
中
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
形
成
し
て
い
る
例
も
あ
り
、
形
で
は
な
く
中
身
（
信
頼

関
係
、
情
報
の
質
と
量
、
関
係
者
の
熱
量
・
主
体
性
・
ワ

ク
ワ
ク
感
等
）
が
重
要
で
あ
る
と
い
え
る
。
合
意
形
成
の

た
め
の
協
議
会
・
検
討
会
だ
け
で
は
な
く
、
自
由
な
意
見

交
換
が
で
き
、気
づ
き
が
生
ま
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、

会
議
前
後
の
雑
談
の
時
間
の
よ
う
な
出
会
い
と
学
び
の
場

が
必
要
と
な
る
。

地
域
同
士
や
企
業
、
金
融
機
関
等
の
人
々
が
出
会
い
、

た
が
い
に
学
び
あ
い
、
連
携
し
て
共
生
圏
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
応
援
す
る
た
め
に
、
環
境
省
で
は
全
国
を
対
象

と
し
て
「
環
境
省
ロ
ー
カ
ル
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

－

地
域
循
環
共
生

は
実
現
し
な
い
。
資
源
や
お
金
の
循
環
だ
け
で
な
く
、

「
人
々
の
想
い
の
循
環
」
が
必
要
で
あ
る
。

環
境
省
で
は
、「
環
境
と
社
会
に
よ
い
暮
ら
し
」
を
実

践
し
て
い
る
優
れ
た
活
動
や
取
り
組
み
を
表
彰
す
る
「
グ

ッ
ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
」
を
行
っ
て
い
る
（
７
）。
グ
ッ

ド
ラ
イ
フ
ア
ワ
ー
ド
のW

eb

サ
イ
ト
で
は
、
過
去
の
受

賞
事
例
の
記
事
や
、
受
賞
後
の
取
り
組
み
の
発
展
状
況
を

紹
介
す
る
動
画
を
ア
ー
カ
イ
ブ
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
事

業
の
具
体
例
を
豊
富
に
紹
介
し
て
い
る
。
環
境
で
地
域
を

元
気
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
て
い
た
だ
け
る
と
幸

い
で
あ
る
。
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図５　自立した地域を支える事業と人々のネットワーク
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